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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　濃い霧のたちこめる、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の密林。

（──さすがに緊張するな。拠点の強襲ってのは）

　カミトは木々の枝をかきわけながら、息を殺して進んでいた。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈テルミヌス・エスト〉も休眠状態にして気配を完全に消している。単独での隠おん密みつ行動はカミトの最も得意とするところだ。

「カミ……聞こ……てる？」

　手にした小さな石のかけらが淡く発光し、クレアの囁ささやき声が聞こえてくる。

　精霊の同調現象を利用した、交信用の精霊鉱石だ。交信範囲はさほど広くないが、精霊を使い魔として使役するのに比べ、感知されにくいのが利点だった。

「感度が悪いな。声が途切れてる」

「そう……〈結界〉が強くなって……から……」

　突然、ザザザ……と耳障りな雑音が聞こえ、精霊鉱石は光を失った。

「ここから先は連絡もとれないか……」

　ため息をつきながら、役に立たなくなった石をポケットにしまう。

　とはいえ、これが使えなくなったということは、敵チームの〈拠点〉の中心部に足を踏み入れたということだ。

（合図と同時に、一気に敵チームの指揮官を叩たたく──）

　カミトは舌で唇を湿らせると、〈テルミヌス・エスト〉の柄に手をかけた。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉本戦──〈嵐の如き乱舞テンペスト〉最終日。〈チーム・スカーレット〉が剣舞の相手に選んだのは、同じアレイシア精霊学院代表の〈チーム・ケルンノス〉だった。

　決勝進出に必要な〈魔石〉の数と戦力差を考え、クレアが拠点の強襲を提案したのだ。

　強固な結界で守られた〈拠点〉への侵攻は、かなり不利な戦いだ。それでも、チームが決勝戦に進むためには、ここで大量の〈魔石〉を獲得しなくてはならない。

　そのとき、遠くで派手な爆発の音がした。

　クレアたちが敵チームの主力と交戦状態に入ったのだろう。

　それを合図に、カミトは穏形を解いて駆け出した。

（──敵の拠点内での長期戦は不利だ。一気に攻め落とす）

　電撃戦ブリツツ。

　クレア、エリス、フィアナの三人が囮おとりとなって敵の主力を引きつけ、その隙すきにアタッカーのカミトが拠点の中枢を撃破──それが今回、カミトたちのとった戦術だ。

〈チーム・ケルンノス〉とは、以前に学院のランキング戦で対戦したことがある。まだクレアと二人組のチームだった頃ころ、樫の賢者ドルイドの指揮官が儀式魔術で召喚した〈獣群精霊〉に手ひどくやられていた。

　だが、強大な儀式魔術の完成にはどうしても時間がかかる。その完成さえ阻止することができれば、勝利はこちらのものだ。

（儀式魔術は〈地脈〉の集中する拠点の中枢で発動するはずだ）

　つまり、電光石火で中枢を制圧してしまえば──

（──そこで勝敗は決する！）

　侵入者めがけて殺到する守護精霊の群れを斬きり捨て、拘束術式などの致命的な罠わなはかわしながら、カミトは一直線に突き進む。

　四方八方から鋭い木の棘とげが無数に射出されるが、それらすべてを、正確無比に放はなたれた氷の矢弾が撃ち抜いた。

　はるか遠方で身を潜めている、リンスレットの援護射撃だ。もともと射手として類たぐいまれな資質を持つ彼女だが、この〈精霊剣舞祭〉本戦を通じて、狙そ撃げき手しゆとしての腕は確実にレベルアップしている。

　カミトが安心して背中を任せられる相棒だ。

「おおおおおおおっ！」

　結界を守護する〈樹木の精霊ドリアード〉を三体まとめて斬り捨て──

　合図からわずか数十秒で、カミトは拠点の中枢に到達した。

「……！」

　見上げた視線の先。

　巨大な神木を囲むように、櫓やぐらのような祭殿が建てられている。

　その壇上で、白いローブを纏まとった可か憐れんな少女が、儀式演舞を奉納していた。

　輝く黄金の髪に、透き通ったアイスブルーの瞳ひとみ。

　精霊の森に棲すみ、原初の精霊使いの秘技を伝える〈樫の賢者ドルイド〉の娘だ。

「むう、やはり来おったな、狼ろう藉ぜき者ものめ！」

　少女はいったん儀式を中断し、祭殿の上からカミトを睨にらむように見下ろした。

（……やはり？）

　カミトは眉まゆをひそめる。

（まさか、俺おれが来るのを読まれていた？）

　しかし、〈獣群精霊〉召喚の儀式はまだ完成していない。

　護衛の精霊使いたちも全員、クレアたちの迎撃に回っている。すでにカミトの中枢への侵入は気付かれているだろうが、ここに戻ってくるには時間がかかるはずだ。

　だとしたら、どうしてこんなに無防備なのか──

　ほんの一瞬の戸惑い──と、その瞬間。

　突如、地中から放はなたれた鎖が、カミトの片足に絡みついた。

「なっ!?」

　カミトの足を捕らえたのは、まばゆい輝きを放つ〈足あし枷かせ〉だった。

（……これは！）

　見覚えのある精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。

（たしか、ミラ・バセットを襲撃してきた連中の精霊魔装──〈咎人の足枷ギルテイ・スナツチ〉！）

「──ふん、油断したようね、男の精霊使い」

「……っ!?」

　背後の森から姿をあらわしたのは、赤地に白いラインの入った制服を着た、三人の少女たちだった。

　神聖ルギア王国代表、〈聖霊騎士団〉の制服だ。

「……おい、どういうことだ？」

　カミトは苦い表情でうめいた。

「どうして〈聖霊騎士団〉が、〈チーム・ケルンノス〉に協力している？」

〈嵐の如き乱舞テンペスト〉で決勝に進めるのは、〈魔石〉の獲得数上位の四チームのみ。勝負の行方もわからない中盤であればともかく、終盤になってからチーム同士の同盟が成立する可能性は、きわめて低い。

「私たちの汚名を濯ぐためよ、男の精霊使い。〈聖霊騎士団〉の名に泥を塗ったおまえを、決勝に進ませるわけにはいかない！」

「たとえ我らが勝利の栄誉にあずかれぬとしても」

「ルミナリス様が三年越しの悲願を果たしてくださる！」

　憎々しげな眼まな差ざしでカミトを睨にらむ少女たち。

（……なるほど。どのみち決勝には進めないと判断して、俺おれを潰つぶしにきたってわけか）

　カミトは胸中で嘆息した。

　ミラ・バセットを守るために、彼女たちのチームの精霊使いを二人も倒していたことが恨みを買ったらしい。

　大陸有数の大国である神聖ルギア王国は、この〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に三チームを送り込んできている。本命である〈聖騎士パラデイン〉、ルミナリス・セイント・レイシェードのチームさえ決勝に残れば、あとは捨て石になってもかまわないという判断なのだろう。

　同じ三チームを送り込みながら、それぞれを競わせているオルデシア帝国代表とは、考え方の違うところだ。

「……って、完全に私し怨えんじゃねーか」

「なんとでも言いなさい。ロッソベル公国を相手に大観衆の前で敗北を喫した我らの屈辱、ここで晴らさせてもらうわっ！」

〈聖霊騎士団〉の三人が同時に動く。

「ちっ──」

　カミトは神威カムイを籠こめた聖剣で、〈枷かせ〉を断とうとするが──

　ギィンッ──その刃は火花を散らして弾はじかれた。

（……っ、エストの出力が上がらない!?）

　最大威力の神威を籠めたにもかかわらず、聖剣の輝きは弱々しい。

　その理由は明白だ。

（くっ、さすがに〈拠点〉の中枢だな。封ふう絶ぜつ結けつ界かいの強度も桁けた違ちがいだ……）

　神威の出力が上がらないだけでなく、身体も極端に重い。

　中枢を守る強力な結界が、カミトの力を激しく消耗させているのだ。

　いかに〈テルミヌス・エスト〉が最強クラスの精霊魔装エレメンタルヴアツフエとはいえ、契約者が神威を籠めることができなければ、ただの凡ぼん庸ような武器でしかない。

　いまの状態で〈咎人の足枷ギルテイ・スナツチ〉を断ち切ることは不可能だ。

（手て練だれの精霊使いが三人、しかも時間制限付きか。さすがにきついな──）

　胸中で毒づきながら、カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構える。

「出いでよ、巨人精霊──〈グレンデル〉！」

　枷使いに続いて、さらにもう一人の少女騎士が契約精霊を召喚した。

　虚空からあらわれたのは、鋭い鉤かぎ爪づめを備えた巨人型の精霊だ。

　巨人は醜みにくい容よう貌ぼうを歪ゆがめ、咆ほう哮こうしながら突進してきた。

　空間ごと抉えぐるように振るわれる鉤爪。カミトの〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、かろうじてその一撃を受け止める──が、

（……っ、身体が重すぎる……！）

　カミトは歯は噛がみした。

〈封ふう絶ぜつ結けつ界かい〉に身を置く時間が長ければ長いほど、力を消耗するのだ。

　相手は物理攻撃力に優れたパワータイプの精霊。このままでは──

「ふふっ、これでおしまいね、男の精霊使い！」

　瞬間。動きの止まったカミトの右腕に、さらにもうひとつの枷かせが嵌はめられた。

「……っ、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを二つ同時に!?」

「──油断したわね。〈咎人の枷ギルテイ・スナツチ〉は手枷と足あし枷かせ、二つで一組の精霊魔装なのよ」

　舌打ちするカミトに嘲ちよう笑しようを浴びせる少女騎士。

　手足の自由を失ったカミトの腹を、巨人精霊の鉤爪が容赦なく抉る。

「かはっ……！」

　カミトの身体は軽々と吹っ飛ばされ、背後の壁に叩たたきつけられた。精霊の直接攻撃による精神ダメージと、壁に激突した際の物理ダメージが、同時にカミトを襲う。

（──壁だと？）

　激痛に顔をしかめながら、カミトは不審に思う。

　ここは深い森の中。さっきまで、そんなものはなかったはずだ。

　と、そんなカミトの疑問に答えるように──

　地中からつぎつぎと巨大な石壁が出現し、周囲を囲いはじめる。

　時間にしてほんの数秒。完成したのは巨大な円形城壁だ。

「城じよう砦さい精霊〈アイゼンガルド〉の精霊魔装──〈不落の城壁グレート・ウオール〉」

　三人目の少女騎士が冷たい声で呟つぶやく。

「これで貴様は逃れられない」

「……城砦精霊。地属性の眷けん属ぞくか」

　自らの背丈の数倍もある城壁を見上げながら、カミトはうめいた。

　あのヴェルサリアの〈ドレッドノート〉と同タイプの精霊。剣精霊であるエストにとっての相性は最悪だ。

　精霊としての格が違うため、フルパワーであれば破壊することも可能だろうが、十分な神威カムイを供給されていない今のエストでは、それも難しい。

「貴様のチームには、優秀な狙そ撃げき手しゆも潜んでいるようだしな」

「……」

　森の中に潜むリンスレットの存在も察知されているようだ。これほど堅けん牢ろうな城壁に囲まれていては、リンスレットの援護射撃を期待することもできない。

　ジリジリと慎重に距離を詰めてくる〈聖霊騎士団〉の三人。彼女たちを一人で倒せる自信はあるが、そのあいだに〈獣群精霊〉召喚の儀式は完成してしまうだろう。

（……嵌はめられたな。さすがにトップレベルのチームだ）

　カミトは胸中で苦笑した。

　カミトを軸にした〈チーム・スカーレット〉の戦術は、完全に分析されていた。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の代表を甘く見ていたわけではない。それでも、頭の片隅では、わずかな油断があったのかもしれない。

　今回の〈精霊剣舞祭〉はチーム戦。チームの連携が個人の力量を凌りよう駕がする。

「……そんなことは、とっくに理解していたはずなんだがな」

　──〈教きよう導どう院いん〉にいた頃ころは、真ま逆ぎやくのことを教えられてきた。

　お前には味方など誰だれもいない。

　信じられるのは、自身の力しかない──と。

　その歪ゆがんだ教育は、どうやら思った以上に、心の奥深くに根ざしているらしい。

　巨人精霊〈グレンデル〉が歓喜の咆ほう哮こうを轟とどろかせる。

〈枷かせ〉に捕らわれた手足は満足に動かせない。

「くっ……！」

「……ミト……カミトっ！」

　その時。カミトを呼ぶ少女の声がかすかに聞こえた。

（……交信用の〈精霊鉱石〉!?）

　制服のポケットの中で、精霊鉱石が淡く明滅している。

〈封ふう絶ぜつ結けつ界かい〉の中に足を踏み入れてから、交信は途絶していたはずだが──

（まさか、クレアが近くにいるのか？）

　ハッと顔を上げる──と、

「なんだと!?」

〈不落の城壁グレート・ウオール〉の使い手が驚きよう愕がくに目を見開いた。

　周囲を囲む円形城壁。

　その一部が、真っ赤に灼熱しているのだ。

　信じられないほどの熱量。堅牢な石壁がみるみるうちに溶けて崩れていく。

　そして、つぎの瞬間。

「氷雪の女神よ、その冷たき御み手てで、我が敵を打ち砕け──〈憤怒の氷槌アイシクル・ハンマー〉！」

　巨大な螺ら旋せん状じようの氷柱が石壁を一気にぶち抜き、粉々に破壊した。

（……っ!?）

　砕け散った城壁の外──

　氷の魔弓を構えた令嬢が、悠然と微笑ほほえんでいる。

　輝くプラチナブロンドの髪。気品をたたえたエメラルドの瞳ひとみ。

「リンスレット！」

「あたしもいるわよ」

　その隣には、燃える炎の鞭フレイムタンを手にした紅あかい髪の美少女、クレアの姿もあった。

「ばかなっ、私の〈アイゼンガルド〉が破壊されるだと!?」

　城じよう砦さい精霊使いの少女が動揺した声を上げる。

　炎属性と氷属性──その温度差を利用した物理破砕。あのヴェルサリアの〈ドレッドノート〉すら破壊した、レイヴン教室コンビの連携攻撃だ。

「苦戦してるみたいね。あんたらしくもない」

「……ああ、すまん」

　肩をすくめるクレアに、カミトは苦笑して答える。

　まさか、これほど早く駆けつけてくるとは思わなかった。

　チームメイトのお嬢様たちも、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉本戦での剣舞を経験して、大きくレベルアップしているのだ。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を強く握り直した。

（……なんだろうな。仲間がいるだけで、俺おれはこんなにも──）

　負ける気がしない。どれほど不利な状況であろうと関係ない。

　──理屈ではなく、そう確信できるのだ。

「──悪いな。ここからは俺たちのターンだ」

　不敵な笑みを浮かべるカミト。

　その気迫に、目の前の〈巨人精霊〉が警戒の唸うなりを上げる。

「ハ、ハッタリだ！　いかに加勢が来たところで、ここは〈拠点〉の中枢。契約精霊の力も満足に使えない──」

「それはどうかな？」

　凜りんとした声は、頭上から降ってきた。

　真上から落ちる影。見上げたカミトの視界に入ったのは、烈風を纏まとい、鋭く滑空してくるポニーテールの姫騎士だ。

　彼女の両腕には、黒髪の王女様が抱えられている。

「──エリス、フィアナ！」

「汝なんじは我が剣、汝は我が盾──」

　フィアナは目を閉じたまま、空中で精霊語の展開式レリーズを唱えはじめた。

　虚空に光の粒子が生まれ、彼女の手に流麗な装飾の施された細剣レイピアがあらわれる。

　ただの細剣レイピアではない。あの剣こそは、王家の守護者たる騎士精霊の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ。

「無む窮きゆうの光を掲げ、闇やみを祓はらう者──！」

「いまだ！」

　刹せつ那な、一瞬で地上に急降下したエリスは、空中でフィアナの身体を離した。

　スカートをなびかせ、カミトのそばに着地するフィアナ。そのまま、細剣レイピアの切っ先を地面に深々と突き立てる！

「其その銘は──〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉！」

　気高く澄んだ声が、大気を震わせた。

　その瞬間、剣の尖せん端たんから光こう芒ぼうがほとばしり、二人の周囲に光の魔術方陣を描く。

　効果の及ぶ範囲に自身の〈領地〉を構築する、強力無比な精霊魔装。

　剣を手に、凛り々りしく敵を睨にらみつけるフィアナの姿は、まさに君臨する女王だ。

「カミト君、いまのうちに──！」

「ああ！」

　カミトは力強く頷うなずいた。敵チームの〈封ふう絶ぜつ結けつ界かい〉の効果はたちまち解除され、荒れ狂う暴風のごとき神威カムイの奔ほん流りゆうが全身を駆けめぐる。

「頼むぜ、エスト！」

　カミトが〈テルミヌス・エスト〉に渾こん身しんの神威を籠こめると、聖剣の刃は目も眩くらむようなすさまじい閃せん光こうを放はなった。

　刃の切っ先に触れた〈咎人の枷ギルテイ・スナツチ〉は、いとも容易たやすく断ち切られる。

「そんな……！」

　信じられないという表情でうめく〈枷かせ使い〉の少女騎士。

「さすがに、覚かく醒せいしたばかりの精霊魔装は分析できないよな」

　展開した〈領地〉の中に、クレア、エリス、リンスレットも素早く走りこんでくる。

　完全に形勢逆転だ。

「お、おのれ……！」

「栄光ある〈聖霊騎士団〉が、おまえたちのような二流チームに……」

　そのとき、大地が激しく震動した。

「……まずいわ、〈獣群精霊〉召喚の儀式が発動する！」

　クレアの声に、ハッと振り向くと、

　崩れた城壁の向こう──祭殿の真下で、巨大な魔術方陣が輝いていた。

　櫓やぐらの上に立つ〈樫の賢者ドルイド〉の少女が、両手を広げて精霊語の召喚式サモナルを唱えている。

「カミト君、私の〈領地〉はあと数十秒しかもたないわ！」

　フィアナが焦ったような声をあげた。

　そう、これが彼女の精霊魔装、〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉の唯一の弱点。

　実戦で使うには、継続時間が短すぎるのだ。

「──わかった。一気に決めるぞ！」

　カミトは輝く〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手に駆けだした。

　クレア、エリス、リンスレットの三人もすぐあとに続く。

「……くっ、祭殿を守れ、〈グレンデル〉！」

　カミトたちの眼がん前ぜんに、巨人精霊が立ちはだかった。

　大木のような腕をしならせ、半狂乱で襲いかかってくる。

「ふっ、いきますわよ！　凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットが立ち止まって矢をつがえ、氷の矢弾を乱射した。

　なだらかな放物線を描き、激しく降りそそぐ氷牙の雨。

　着弾した氷の矢弾が、無数の氷の柱となって巨人精霊の行く手を阻む。

　そこに──

「──凶まがッ風よ、狂え！」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を薙なぎ、風の刃を放はなつ。

　風刃は氷柱を砕いて巻き込み、凄すさまじい嵐となって吹き荒れた。

〈氷嵐乱舞アイス・ストーム〉──風属性と氷属性の相互干渉を利用した、コンビネーション攻撃だ。

　巨人精霊の巨きよ躯くは氷刃の嵐にバラバラに斬きり刻まれ、一瞬で消滅する。

「このっ、我が敵を捕らえよ、〈咎人の枷ギルテイ・スナツチ〉よ！」

　追いつめられた精霊使いは、ふたたびカミトに向かって〈咎人の枷ギルテイ・スナツチ〉を放つが、

「させないわっ！」

　クレアの炎の鞭フレイムタンが鎖をたやすく弾はじき、そのまま敵を薙ぎ払った。

「──助かったぜ」

　チームメイトの援護を受けたカミトは、祭殿めがけて一直線に疾走。

　その眼前に、こんどは無数の城壁が出現する。

「──〈不落の城壁グレート・ウオール〉よ、我が敵を迎え撃て！」

　城じよう砦さい精霊〈アイゼンガルド〉の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ。先さき程ほどの円形城壁とは違い、前方からの敵のみを阻むように造られたせいか、壁の厚みが増しているようだ。

　だが、カミトは足を止めない。そのまま、石壁に向かって突っこんでいく。

「こんなもので、俺おれのエストを止められるかよ！」

　両手に構えた〈魔王殺しの聖剣〉が、ひときわ眩まばゆい閃せん光こうを放つ。

　カミトは剣を振りかぶると、目の前の城壁を──

　砕く。砕く。砕く。砕く。砕く。砕く。砕く。

「……そんなっ、剣精霊が城砦精霊を破壊するだと!?」

　カミトが剣を振るうたび、つぎつぎと宙を舞う城壁の残ざん骸がい。

　それは、およそ精霊使いの常識を超えた光景だった。

　疾風となって祭殿の真下に到達したカミトは、地を蹴けって跳躍する。

「エリス、頼むっ──」

「雄お々おしき風よ、勇猛なる戦いくさ人びとに汝なんじの加護を──〈天翔る翼シルフイード・フエザー〉！」

　エリスの生み出した烈風がカミトの全身を包み、祭殿の上まで一気に押し上げた。

「……っ!?」

〈樫の賢者ドルイド〉の少女が、アイスブルーの瞳ひとみを大きく見開く。

　カミトは輝きを放はなつ〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を床に突き立て──

「悪いな。俺おれたちは、絶対に決勝に進まなくちゃいけないんだ」

　そのまま、巨大な祭殿を真まっ二ぷたつに両断した。






第一章　祝勝会






　パンッ！　パパパパンッ！

〈浮遊島ラグナ・イース〉の繁華街に出店している、帝国の名門喫茶店『ラ・パルフェ』。

　その店内で、盛大なクラッカーの音が鳴り響いた。

「〈チーム・スカーレット〉決勝進出、おめでとうございます！」

　笑顔で祝福してくれたのは、メイドのキャロルだ。

「ふっ、わたくしがいれば当然の結果ですわね！」

「さすがですわ、お嬢様！」

　ふぁさっと髪をかきあげるリンスレットに、キャロルがパチパチと拍手を贈る。

「ちょっと、あんただけの手柄じゃないでしょ」

「ううっ……だって、わたくし後方からの援護ばかりで、わたくしだってもっと前戦に立って目立ちたかったですわ！」

「狙そ撃げき手しゆが前戦に立ってどうするのよ……」

　呆あきれたようにツッコむクレア。

　そんないつもの光景に苦笑しながら、カミトは、

（……戻ってきたんだよな、俺おれたち）

　胸中で安あん堵どの息をついた。

　隔離されたフィールドで、七日間にわたって繰り広げられた、精霊使い同士のサバイバル・バトル──〈嵐の如き乱舞テンペスト〉。

　カミトたちがその舞台から帰還したのは、つい先刻のことだ。

　転移の魔術によって、〈神しん儀ぎ院いん〉の大祭殿に転送されたカミトたちの前にあらわれたのは、以前、カミトが世話になった〈火の精霊姫〉、レイハ・アルミナスだった。

　緊張するカミトたちの前で、彼女はにこっとやわらかい微笑ほほえみを浮かべると、〈神儀院〉の発表を読み上げたのだ。

〈チーム・スカーレット〉の獲得した〈魔石〉の総数は十九個。

　おめでとうございます、第四位で決勝戦進出です──と。

　その瞬間、普段から喧けん嘩かの絶えないお嬢様たちは、肩を抱き合って喜んだ。

　そして今、〈チーム・スカーレット〉は『ラ・パルフェ』を借り切って、祝勝パーティーをしているというわけなのだ。

「ふああ……桃のタルト、おいしそう」

　クレアの紅あかいツーテールが、ぴょこんと嬉うれしそうに跳ねる。

　大きな木のテーブルの上には、クリームたっぷりの芸術品のようなパフェ、カラフルなアイスクリーム、香ばしい匂においの焼き菓子、フルーツの盛り合わせ、それにさまざまな種類のケーキがいくつも並べられていた。

「……こ、このリスの形のケーキも可愛かわいいな。食べるのがもったいない」

「このシュークリーム、木き苺いちごが入っているんですのね。参考になりますわ」

　甘いお菓子を前にして、無邪気にはしゃぐ女の子たち。

　……なんだか、みているだけで微笑ましい気持ちになる。

「楽しいわね、こういうの。本戦の最中はお茶会ができなかったもの」

　フィアナが紅茶のカップを持ち上げながら、ふっと微笑む。

　そう、プロ級の料理の腕を持つリンスレットのおかげで、本戦中の食事の内容は他ほかのチームに比べて圧倒的に豪華なものだったが、さすがに、優雅なお茶会を開くことはできなかったのだ。

「そうね。それに、ひさびさに熱いお風ふ呂ろに入れたし」

「剣舞のフィールドでは、小さな泉で御祓みそぎをするだけでしたものね」

　クレアの言葉に大きく頷うなずくリンスレット。お嬢様たちは、パーティーの前に街の大浴場ハンマームで身体を清めてきたのだ。

　……そういえば、彼女たちの髪からはフローラルなシャンプーの香りがする。

　これは、学院でクレアと同居しはじめてから気付いたことだが、風呂あがりの女の子は、ふわっと気持ちが落ち着くような、いい匂においがするのだ。

（……って、変態か俺おれは）

　わずかに頬ほおを赤らめ、カミトはぶんぶん首を振る。

　くいくいっ。

「うん？」

　振り向くと、横に座る白銀の髪の少女が、無表情にカミトをみつめていた。

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみ。搾りたてのミルクのように白い肌。

　カミトの契約精霊、エストだ。

「カミト、オトーフのケーキはどれですか？」

「いや、さすがに、オトーフのケーキはないと思うぞ」

　カミトは困ったように頬をかいた。

　オトーフとは、カミトの生まれ故郷の特産品である、大豆で作ったプディングのことだ。

　以前、リンスレットが作ってくれたのを、エストはずいぶんお気に召したらしい。

「……そうなのですか」

　しゅんと残念そうに肩を落とす、伝説の剣精霊。

「ケーキじゃないけど、オトーフのアイスクリームならここにあるわよ」

　と、クレアがスッとアイスクリームのお皿を回してくれた。
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「……あるのかよ！」

　光を失っていたエストの瞳ひとみがパッと輝きを取り戻す。

「オトーフ、オトーフ♪」

　歌うように口ずさみながら、スプーンを口に運ぶ。

　表情こそいつもと変わらないものの、その口もとはわずかに緩んでいる。

「よかったな、エスト」

　そんな幸せそうなエストの顔をみつめながら──

　ふと、カミトは思いだした。

（そういえば、前にここに来たときは、エストはいなかったんだよな……）

　あのとき、カミトの命を救ってくれたエストは、一時的にこの世界から消滅していた。

　過去の契約者である、アレイシア・イドリースとの悲しい記憶に触れ、心を閉ざしてしまっていたのだ。

（……けれど、エストはこうして戻ってきてくれた）

　彼女の魔剣としての運命を受けいれたことで、心を開いてくれた。

　いま、カミトの横にエストがいて、仲間と一緒にテーブルを囲んでいる。

　──その事実が、本当に奇跡のように思えてくる。

　カミトがアイスクリームを食べるエストの頭に、ぽんと手をのせると、

「ふあっ、カミト……」

　エストはくーっと気持ちよさそうに目を細めた。

　むっ……と、お嬢様たちがカミトを睨にらむ。

　こほん、とエリスが咳せき払ばらいした。

「しかし、喜んでばかりもいられないな。まだ決勝戦が残っている」

「ええ。しかも、対戦するチームのランキングは圧倒的に格上よ」

「……そうだな」

　テーブルの上に重い空気がたちこめる。

　決勝進出を決めたほかの三チームは、ほぼ予想通りの顔ぶれだった。

　第三位は、レオノーラ・ランカスター率いる〈竜皇騎士団〉。

　第二位は、ルミナリス・セイント・レイシェード率いる〈聖霊騎士団〉。

　そして当然、第一位は、レン・アッシュベル率いる〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉だ。最終的には九つのチームを壊滅させ、五十個以上の〈魔石〉を獲得したという。

「……あたしたち、勝てるかしら。あの〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉に」

　クレアがその名前を呟つぶやいた、瞬間。

　カチャン──と、フィアナが空のカップを取り落とした。

「フィアナ、大丈夫？」

「え、ええ、手が滑っただけよ」

　フィアナは取り繕うように頷うなずいた。

（……なんだ？）

　いつもの彼女らしくない態度に、カミトは違和感を覚えるが──

　そのとき、たちこめる重い空気を払うように、カランと扉の鐘が鳴った。

「決勝進出おめでとうございます、お姉様っ！」

「まあ、ミレーユ！」

　リンスレットが椅い子すから立ち上がる。

　扉を開けて入ってきたのは──

　陽ひを浴びて輝くプラチナブロンドの髪。透き通ったエメラルドの瞳ひとみ。

　青いリボンのよく似合う、可愛かわいらしい少女だった。

　リンスレットの二番目の妹、ミレーユ・ローレンフロストだ。

　ミレーユはパタパタ駆けてくると、リンスレットの胸にぽふっと顔をうずめた。

「お姉様、とっても素敵だったわ！」

「も、もう、ミレーユ……みなさんの見ている前で、はしたないですわよ！」

　顔を赤らめてミレーユを叱しかるリンスレット。

　……しっかり者のお嬢様も、妹にだけは甘いようだ。

「へえ、話には聞いていたけど、可愛い娘こね」

　クレアが呟つぶやくと、ミレーユはリンスレットから顔を離してそちらを向いた。

「あっ、お姉様のご学友の、クレア様？」

「ええ、そうよ」

　ミレーユはぺこっと礼儀正しくお辞儀して、

「はじめまして！　クレア様はお姉様の親友だと聞いていま──もごごご……」

　途端、リンスレットが素早く妹の口を押さえた。

「な、ななな、なにをいっているのかしらね、この娘は！」

「もごごごご～！」

「あいかわらず懐なつかれてるな、リンスレット」

　苦笑するカミト。

　と、ミレーユはリンスレットの手をパッと振りほどき、

「お兄様っ！」

　こんどはカミトに太陽のような笑顔を向けた。

「お兄様の剣舞、すごくかっこよかったわ！」

「……ああ、ありがとな」

　カミトはちょっと照れたように頬ほおをかく。

　相手は九歳の女の子とはいえ、こんなふうに素直に褒められると照れくさい。

「……ねえ、カミト、お兄様ってどういうこと？」

　クレアがむっとした顔で睨にらんでくる。

「カミト、君はまた幼い少女をたぶらかして……」

「十三歳はまだ許せたとしても、さすがに九歳は犯罪だと思うの……」

　エリスとフィアナも凍えるような視線を向けてきた。

「ちょっ、ちょっとまて、お兄様ってのは、決してそういう意味ではなくてだな──」

「カミトは私のお兄ちゃんです」

　無表情のまま、カミトの腰にぎゅーっと抱きつくエスト。

「それも違うからな！　リンスレット、誤解を正してくれ！」

「そ、そうですわっ！　カミトさんがミレーユのお兄様ということは、つまり、わ、わわ、わたくしが、カミトさんの……」

　頬ほおを赤らめ、ごにょごにょと口くち籠ごもるリンスレット。

「ふふっ、お姉様ってば可愛かわいい」

　ミレーユは口もとに手をあて無邪気に笑っている。

　──と、そのときだ。

「ミレーユ、お姉様を困らせてはだめ」

　入り口の扉のほうから、静かな声がかけられた。

「……？」

　全員が振り向くと、白地に赤いラインの入った制服を着た、小柄な少女がそこにいた。

　ゆるくウェーブのかかったダークブラウンの髪。人形のように端正な顔立ち。

　そして、なにより目を惹ひくのは、紺こん碧ぺきの右みぎ眼めと琥こ珀はく色いろの左眼。

　左右非対称のオッド・アイだ。

「……ミラ!?」

　カミトが驚きの声を上げた。

　扉の前にひっそりとたたずむその少女は、ロッソベル公国代表、〈破烈の師団〉の師団長、ミラ・バセットだったのだ。

「カミト、決勝進出おめでとう」

　ミラは、あいかわらずの無機質な口調で呟つぶやくと、

　すたすたと歩いてきて、ミレーユの襟首をむぎゅっと掴つかんだ。

「な、なにをするの！」

　ジタバタと暴れるミレーユ。

「……えーっと、どういうことだ？」

「私は、ミレーユ様付きのメイドになった」

「は？」

「わたくしが推薦しましたの。ミラさんは本日付で、ローレンフロスト家に仕えるミレーユのメイドになるのですわ」

　リンスレットの言葉に、ミラは無言でこくっと頷うなずいた。

「リンスレットには本当に感謝している。……私は、もう祖国には戻れないから」

　わずかにうつむき、光を失った左ひだり眼めにそっと手を触れる。

〈封ふう魔ま眼がん〉──生まれつき強大な〈封印精霊〉を宿した、極めて稀き少しような天然の魔装具だ。

〈破烈の師団〉の切り札ともいうべき存在だったが、ミラはカミトたちを守るために〈封魔眼〉に封印されていた精霊を解放し、その力を失ったのだった。

　勝利を放棄したともとれる彼女の行為は、祖国に対する明白な裏切りだ。ロッソベル公国は、彼女の身柄を狙ねらうかもしれない。

　それを考えれば、大国オルデシアの大貴族であるローレンフロスト家の庇ひ護ごを受けるのは、たしかにいい選択といえるだろう。

「カミト──」

　ミラは左右非対称の瞳ひとみで、カミトをまっすぐにみつめた。

「私は、あのときの決断を後悔していない。私が選んだことだから」

「……そうか。強いな、ミラは」

「──ううん。カミトが、私に道具じゃない生き方を教えてくれたから」

　首を横に振るミラの口もとが、ほんのわずかにほころんだ。

「ミラ、一緒にケーキ食べていきなさいよ」

　クレアがミラをくいくい誘う。

　ああみえて、意外と面倒見のいいところがあるのだ。

「でも、私は──」

「いいからいいから。〈破烈の師団〉とは同盟関係なんだから」

「お嬢様方のお茶に相席するのは、メイドの大切なつとめなんですよ」

　キャロルがケーキをつまみながら、にこにこと言う。

（……それはキャロルがお菓子を食べたいだけだろ）

　カミトは心の中でツッコむが、

「そういうことなら──」

　先輩メイドの言葉を素直に信じて、ミラはミレーユの横に腰をおろした。

「そういえば、ミラの服は〈破烈の師団〉の制服のままなんだな」

　キャロルの服装と見比べて、カミトがそんな疑問を口にすると、

「いま、可愛かわいいメイド服を仕立てさせているところですわ」

「はい……」

　リンスレットの答えに、ミラはそわそわと落ち着かない様子で頷うなずいた。

　……意外と楽しみなのかもしれない。

「……メイド服姿のミラか。すごく似合いそうだな」

「な、なにを言うの……！」

　ミラがカアッと顔を赤らめた、そのとき。

　チリン、チリン──と、また扉の鐘が鳴った。

「今度はなんだ？」

　カミトが視線を向けると、

「ふん、来てやったぞ、カゼハヤ・カミト！」

「げっ！」

　店の入り口にあらわれたのは、髪をお団子に結った小柄な少女。

〈四神スーシン〉のリンファ・シン・クイナ皇女だった。

「げっ、とはなんじゃ！　妾わらわに向かって失礼千万であるぞ！」

　裾すその長いクイナ帝国の伝統衣装をひるがえし、ずんずんこちらへ歩いてくる。

「あ、いや、すまん……って、〈四神〉のお姫様が、どうしてここに？」

「差し入れだよ。決勝進出を祝いにきてやったんだ」

「シャオ！」

　リンファの背後から顔を出したのは、〈四神〉のエース、〈白びやつ虎こ〉のシャオ・フーだ。

　さらに続いて──

「敵に塩を送るのはクイナ帝国の伝統です」

「いっぱいもってきたよー」

「ずいぶん狭いところでパーティーをするんですのね……」

〈青せい龍りゆう〉のラオ、〈玄げん武ぶ〉のハクア、〈朱雀すざく〉のリオンも姿をあらわす。

　全員、両手に食べ物の袋をどっさりかかえていた。

「焼き豚に揚げまんじゅう、鳥の串くし焼やきもあるぜ。クイナ帝国の名物さ」

　テーブルの上にどんどんと乗せられる料理の数々。たちまち、『ラ・パルフェ』の店内に、焼けた肉の香ばしい匂においがひろがる。

「あ、あなたたちっ、これは貴族のお茶会ですのよ！」

　リンスレットが抗議の声を上げるが、

「祝いの席じゃ、固いことは言うでない」

　リンファたちは遠慮なく椅い子すに座りはじめている。

「……～っ！」

「……まあいいわ。フィアナ救出のときは世話になったしね」

　クレアがあきらめたように肩をすくめた。

「カミト──」

　と、シャオがやってきて、カミトの横に腰をおろした。

〈四神スーシン〉のエースは焼き鳥の串くしをテーブルに突き立て、苦笑する。

「正直、決勝でカミトと戦えないのは心残りだな」

「たしか、最終日にリンファと二人で、レオノーラのチームに挑んだんだよな？」

「ああ。〈四神〉の名に恥じない戦いはしたさ。けど、やっぱ強かったな、あいつは」

　ふっとため息をつくシャオ。

　だが、その表情に後悔はなく、むしろ晴れやかなものを感じさせる。

　格下のチームを相手にすれば、あるいは〈魔石〉を手に入れることができたのかもしれないが、彼女はあえて最後の相手に、あの〈竜皇騎士団〉を選択した。

　それが、〈四神〉のエースとしての意地だったのだろう。

「決勝戦、あたしたちは〈チーム・スカーレット〉を応援するよ」

「ああ、ありがとな」

　互いの健闘をたたえあうように、二人は固い握手を交わし合った。





　　　　◇
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「……ふう、お腹なかいっぱい」

「屋台の食べ物というのも、なかなかいいものね」

　お腹をさするクレアと、唇をハンカチで上品に拭ふくフィアナ。

　リンファたちの乱入によって、まるで宴会のようになってしまったパーティーだったが、なんだかんだで、クレアたちも楽しんだようだ。

　ミラはミレーユを連れてホテルへ戻り、リンファたちは料理を食べるだけ食べると、嵐のように去っていった。

　残っているのは、〈チーム・スカーレット〉のお嬢様とメイドのキャロルだけだ。ちなみに、お腹いっぱいになったエストは、眠たくなったのか、とっくに剣の姿に戻ってしまっていた。

「ところで、みんなはこれからどうするんだ？」

　チームメイトの顔を見回しながら、カミトは訊きいた。

　決勝戦を開催する前に、〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こたちは〈精霊王〉に感謝の儀式を奉納するのが慣ならわしだ。

　そのあいだ、代表選手には二日間の休息が与えられることになっている。

「私は祖父と父上のもとに、このたびの決勝進出の報告をしなければならない」

　エリスが神妙な顔で口を開いた。

「ああ、エリスのところは武門の家柄だからな」

　頷うなずくカミト。

「わたくしも、両親に顔を見せなくてはなりませんわ」

　リンスレットにも、ローレンフロスト家の長女としての義務がある。

　二人とも、本来はパーティーよりもそちらを優先しなければならないのに、先にこっちに来てくれたのだ。

「……私もよ。あの人たちに会うのは気が重いけど、しかたないわね」

　憂ゆう鬱うつなため息をつくのは、帝国の第二王女という立場にいるフィアナだ。

　彼女は皇帝夫妻も含めて宮廷の貴族が苦手らしい。なんでも、彼女が〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉と呼ばれていた頃ころに、ずいぶん嫌な目にあったのだとか。

「今日は帝国の用意したホテルに泊まることになりそうね。せっかくカミト君とちゅっちゅしたかったのに……」

「……お、おい、フィアナ!?」

　むーっと人差し指をくわえるフィアナに、カミトはドキッと顔を赤らめた。

　そんなわけで──

　彼女たちがいなくなると、店の中はずいぶん静かになってしまった。

　結局、残ったのはカミトとクレアだけだ。

　もともと孤児であるカミトはともかく、クレアの両親も〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉事件のせいで幽ゆう閉へいされているため、会いに行くことはできない。

「……」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになった二人は、なんとなく無言で紅茶を啜すする。

「……そ、そうだ！」

　先に口を開いたのは、クレアだった。

「うん？」

「あたし、城館に戻って戦術を練っておくわね」

　わざとらしく咳せき払ばらいして、椅い子すから立ち上がる。

「ああ」

　そのとき、カミトはふと気付いた。

　……気付いてしまった。

（……なんて顔してるんだよ）

　クレアの顔に一瞬だけ浮かんだ、寂しそうな表情に。

（……まだ、十六歳の女の子なんだよな）

　いまさらながらに、そんなことを思い出す。

　普段はチームの指揮官として、気丈に振る舞っているが──

　決勝進出が決まって、はりつめていた糸が、すこしだけ緩んだのかもしれない。

　彼女には、せっかくの優勝を報告する相手が誰だれもいない。

　四年前のあの日から、カミトに出会うまで、ずっと一人で戦ってきたのだ。

　……放ほうっておけるわけがない。あんな表情を見てしまったら。

「……待てよ」

　出て行こうとするクレアの手を、カミトはとっさに掴つかんでいた。

「ふああっ！　な、なな、なに!?」

　クレアは顔を赤らめ、裏返ったような悲鳴をあげる。

「もし暇なんだったら、これからちょっとつきあってくれ」





　　　　◇






「……ちょっと、どういうこと？」

「せっかく街に来たんだから、遊ばないのはもったいないだろ」

「あたしたちは遊びにきてるんじゃないのよ。学院の代表として──」

「わかってるよ。でも、たまには息抜きは必要だと思うぞ」

　戸惑い顔のクレアの手をとったまま、カミトは通りを歩いていく。

「な、なによ、それ……ふあっ、み、みんな見てるわ！」

「気にするな」

「き、気にするなって、ううっ……」

　手を繋つないでいるのがよほど恥ずかしいのか、クレアは顔を真まっ赤かにしている。

　しかし、なにしろこの人ひと混ごみだ。手を離せば、すぐにはぐれてしまうに違いない。

（さて、どうするかな……）

　大通りを歩きながら、カミトは頬ほおをかく。

　なんというか、勢いで連れ出してきてしまったわけだが──

　考えながら歩いているうちに、大きな広場に出た。

〈聖アレイシア広場〉──魔王を滅ぼした聖女の名前を冠した広場には、大勢の貴族がひしめいている。

　彼らの話題は当然、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の決勝戦のことだ。

　どの国の代表チームが優勝するのか、試合の形式はどうなるのか、そして、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉を率いる〈最強の剣舞姫〉は、今大会でも圧倒的な強さを見せつけるのか。

　そんな中、決勝進出をはたしたカミトたちの顔はすでに有名になっているようで、周囲からは遠慮のない好奇の視線が向けられている。

　好意的な視線もあるが、敵意のこもった視線もちらほら見受けられる。

（……ま、弱小チームが勝てば、面白くないと思う人間もいるだろうな）

　クレアの手を引きながら、カミトは胸中で肩をすくめた。

　あるいは、観客の中には、クレアがあの〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹だということを知る人間もいるのかもしれない。

　身分の高い貴族だけあって、さすがに不ぶ躾しつけに声をかけてくる者はいないが、なんにせよ、好奇の視線にさらされるのは、あまり気持ちのいいものではない。

「どこかに入ったほうがよさそうだな」

「……そ、そうね。できるだけ人目のないところがいいわ」

「そうだな……」

　カミトが、広場の周囲にある建物をぐるっと見回すと──

「……へえ、活動劇を上映してるのか」

　小さな劇場に目がとまった。

　活動劇というのは、役者の演じた劇の映像を特殊な精霊鉱石に複写して、それをスクリーンで上映する娯楽のことだ。

「ああいう劇場は、大型の投影機を運びこんで〈精霊剣舞祭〉の中継をするのよ。〈大祭殿〉の観覧席に入れるのは、特に身分の高い貴族だけだから」

「……なるほどな。で、本戦のないあいだは活動劇を上映するってわけか」

　感心したように頷うなずくカミト。

　と、劇場の看板を見ていたクレアが、あっと声を上げた。

「……どうしたんだ？」

「あの劇場、『三匹の猫剣士』を上映しているわ！」

「……猫？」

　たしかに、劇場の看板には、剣を握った三匹の猫の姿が描かれていた。

「有名な作品なのか？」

「ええ。噂うわさには聞いていたけど、観みたことがなかったの」

　クレアは看板の猫を食い入るように見つめている。

（……こいつは猫好きだからな）

「よし、じゃああれを観るか」

　カミトが苦笑しながら手をひくと、

「う、うんっ！」

　クレアは嬉うれしそうにこくっと頷いた。

　その無邪気な笑顔に、思わずドキッとなる。

「といっても、上映まではちょっと時間があるみたいだな」

「あ、ほんとだわ。どうしよう」

「近くの土産物屋でも見て回るか？」

　と、そのとき。

「ふむ、チームメイトを順調に調教しているようだな」

「……っ!?」

　突然、背後から声が聞こえた。

　……信じられない。街まち中なかで油断していたとはいえ、カミトにまったく近付く気配を感じさせなかったのだ。

（──って、この声は、まさか！）

　振り向くと。

　そこに、大人の色香をたたえた妖よう艶えんな美女がたたずんでいた。

　腰まで伸ばしたアッシュブロンドの髪。闇やみを織り込んだような漆黒のドレスを身に纏まとい、彫刻めいた美び貌ぼうには、鷹たかを思わせる瞳ひとみが鋭く光っている。

「──グレイワース!?」「学院長!?」

　カミトとクレアが同時に叫ぶと、

「ひさしぶりだね、坊や」

　彼女は面白がるように肩をすくめてみせた。

　グレイワース・シェルマイス──帝国の誇る〈十二騎将ナンバーズ〉の元第一位。ランバール戦争の英雄にして、二十四年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝者。

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の異名をとる、大陸最強の精霊使い。

「あんたが、なんでここにいる──」

　カミトは目の前の魔女を睨にらんだ。

「ふん、つれないな」

　グレイワースは指先で軽く眼鏡めがねを持ち上げると、

「年若い愛人のことが心配で、わざわざきてやったというのに」

「なっ──」

「カミト、どういうこと？」

　クレアがむっと睨んでくる。

「ま、まて、信じるな！」

　あわてるカミトの様子を愉たのしそうに眺め、グレイワースはくすっと微笑ほほえんだ。

「冗談だ。学院長として、教え子の活躍を観みに来るのは当然だろう？」

「〈精霊剣舞祭〉の映像は学院にも中継されてるだろうが。だいたい、学院のほうはどうしてるんだよ」

「学院はフレイヤに任せてあるさ。〈風王騎士団シルフイード〉もよくやってくれている」

　グレイワースは、ふとクレアのほうを向くと、

「クレア・ルージュ。〈チーム・スカーレット〉の活躍は観ていた。とくに後半戦、指揮官として君の成長は素晴らしかったな」

「そ、そんな、もったいないお言葉です！」

　クレアはピンと背筋を伸ばして答えた。

　学院の問題児も、さすがにグレイワースの前では緊張するようだ。

　精霊使いの少女にとって、〈黄昏の魔女〉の名は、それほどに畏い怖ふされているのだ。

（……俺おれにとっては、ただのドＳな婆ばあさんなんだが）

　三年前の理り不ふ尽じんなしごきを思い出し、カミトは胸中で毒づいた。

（それにしても……）

　なぜ、このタイミングでグレイワースが〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に来訪したのか？

　まさか、本当に観戦のためというわけでもあるまい。

　そもそも、レスティアの情報を餌えさにカミトを学院に呼び寄せ、〈精霊剣舞祭〉に参加させたのは、このグレイワースだ。

（──この俺に、もう一人のレン・アッシュベルを倒せと持ちかけたのも）

　今回の〈精霊剣舞祭〉、裏で何かが蠢うごめいているのは間違いない。

　それも、おそらく複数の思惑が絡んでいる。レン・アッシュベルを名乗る仮面の少女が何を画策しているのか、この魔女は掴つかんでいるのだろうか──？

「……」

　グレイワースの灰色の瞳ひとみからは、何も読みとれない。

　魔女は決して嘘うそをつかない。しかし、真実を口にすることもない。

　……こちらから問い詰めたところで、無駄だろう。

　取り引きを持ちかけるか、情報はこちらで掴つかむしかない。

「決勝前の最後の休息だ。せいぜい楽しむがいい」

　グレイワースは口もとに笑みを浮かべると、二人の肩にぽんと手をのせた。

「ちなみに、我が学院は異性交遊を禁止していない。せいぜいがんばれよ」

「お、おい！」

「学院長!?」

　クレアの頬ほおがカアッと赤くなる。

　グレイワースは手を振りながら、人ひと混ごみの中に消えていった。

「……なんなんだ、あいつは」

　カミトは小声で文句を呟つぶやくと、クレアの手を引いた。

「さ、行こうぜ。そろそろ劇場の中に入ってたほうがよさそうだ」

「う、うん……」

　カミトが劇場に向かって歩きだすと、クレアはあわててついてきた。

　劇場の中は意外と広く、カミトたちはなんなく席に座れた。

　上映までまだ時間があるためか、客席はまばらだ。

　クレアは劇場の売店で買った桃のクレープを、おいしそうに食べている。

「……よく食べるな。さっきあんなに食べたのに、大丈夫か？」

　カミトが呆あきれて言うと、

「ぜんぜん大丈夫よ、精霊使いは太らないんだから。……ん、おいしい♪」

「ほっぺたにクリームついてるぞ」

「……え？　ふああっ！」

　指先でクリームをぬぐってやると、クレアは羞しゆう恥ちに頬を赤く染めた。

「……～っ、も、もうっ、な、なにするのよ……！」

　ぽかぽかぽかっ。

「わ、悪い……」

　たしかに、いきなり女の子の頬に触れるのは、マナー違反だったかもしれない。

　クレアはむーっと怒ったように頬を膨らませている。

　……そのしぐさが、なんだか妙に可愛かわいい。

「ねえ、カミト──」

　と、クレアは急に真剣な表情になって呟いた。

「うん？」

「……えっと、あんたって、学院長とどういう関係なの？」

「お、おまえ、まさかさっきの愛人がどうこうっての、まだ疑ってるのか？」

「違うわよ。ほら、前に言ってたじゃない。レン・アッシュベルと同じ流派の剣技を、学院長から学んだって」

「ああ、そのことか……」

「いったい、いつ学院長と知り合ったのよ？」

「ん……」

　カミトは頬ほおを軽く掻かきながら、わずかに視線を逸そらした。

「……カミト？」

（……さて、どうしたもんかな）

　そのまま、カミトはしばし考えこむ。グレイワースと出会ったのは、〈教きよう導どう院いん〉崩壊の直後。カミトがレン・アッシュベルとして〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場する一年前のことだ。

（……まあ、俺おれがレン・アッシュベルになる前の話なら、いいか）

　ある程度、事情を話しておいたほうが、かえって疑いを逸らせるかもしれない。

（それに、そろそろレスティアとの関係も話しておいたほうがいいよな）

　レスティアとは、決勝戦で再び戦うことになるだろう。こうなった以上、クレアたちも無関係というわけにはいかない。

　クレアが上目遣いにじーっとカミトを見つめている。

　……映画の上映までは、まだいくらか時間はありそうだ。

「たぶん、退屈な昔話だぞ？」

「いいわ。カミトのこと、もっと知りたいもの」

「え？」

　カミトが訊きき返すと、クレアはハッとして口を押さえた。

「あ、ち、違うわよ！　そういう意味じゃないんだからね！」

「わかってるよ」

　カミトは苦笑しながら肩をすくめ、ふっと息を吐きだした。

　当時のことを思い出しながら、呟つぶやく。

「俺が〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉と出会ったのは、四年前──〈教導院〉が崩壊した直後のことだ」






第二章　魔女と暗殺者






　……四年前。

　突如、襲来した炎の魔神によって、〈教きよう導どう院いん〉は一夜のうちに壊滅した。

　燃え盛る炎の中、少年は闇やみ精せい霊れいを封じた指輪を盗み出し、施設の外に逃走する。破壊と殺さつ戮りくの道具として育てられてきた彼は、不毛の荒野をあてもなくさまよい続けた。

　そして、数週間後。

　流れ着いた辺境の街で、少年は裏の稼業を取り仕切る〈骸連盟マーダーズ〉の末端にコンタクトをとった。まともな身分もなく、戦闘技能以外に生きる術すべをもたない彼には、それしか考えつかなかったのだ。

　伸び放題の髪に、ボロボロの身形みなりでアジトを訪ねてきた少年を、連中は嘲あざ笑わらった。

　年とし端はもいかない子供になにができる、と。

　だが、彼らの雇う用心棒とやらを一瞬で叩たたきのめした瞬間、その評価は変わった。

「僕はどんな仕事でも請け負う。報酬は──」

　少年が〈骸連盟〉に求めた報酬は、一冊の本だった。

〈神しん儀ぎ院いん〉によって封印指定されている、禁書の一冊──〈魔王の鍵の書キー・オブ・スライマン〉。

　引き替えに請け負った仕事は──

　大陸最強の精霊使い〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の暗殺だった。
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　そしていま、少年──カミトは夜の闇にまぎれ、魔女の中庭に潜んでいた。

　帝都の郊外。敷地面積は広いが、高い爵しやく位いを与えられた〈十二騎将ナンバーズ〉の元第一位が住むにしては、質素な邸宅だ。

　門を守護する精霊どころか、最低限の使用人さえいないようだ。……もっとも、これは事前に与えられた情報で知ってはいたが。

　グレイワースが王宮から戻ってくる時間は、刻一刻と近づいている。

　暗がりの中で、カミトはジャケットに隠した指輪に手を触れた。

　表面に刻まれた精霊語の文字をそっと撫なでる。

（……これがうまくいけば、彼女を解放することができる）

　指輪に封じられているのは、闇精霊の少女だ。

　施設の教育によって空っぽの道具となっていた彼に、人間の心をくれた少女。

　だが、彼女は道具であるはずのカミトに心を与えたことで、教導師たちの怒りを買い、再びこの指輪に封印されてしまったのだ。

〈教きよう導どう院いん〉崩壊の機会に指輪を盗み出すことには成功したが、カミトはその封印を解く術すべを知らなかった。そして、それを知るはずの教導師はみな、あの強大な〈炎の魔神〉に殺されてしまった。

（けれど、あの〈魔王の鍵の書キー・オブ・スライマン〉さえ手に入れれば、きっと──）

　彼女の微笑ほほえみをこの手に取り戻すために、大陸最強の精霊使いを暗殺する。

　まだ任務で人を殺したことはないが、それを遂行できるという自信はあった。

　雨に濡ぬれた道を走る馬車の音。カミトは並外れた聴覚でそれを聞きわけた。

（──任務の成否は初撃で決まる。それを外せば、僕の命はない）

　それは、精霊使いでない人間が、精霊使いと戦うときの鉄則だ。

　これまで、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の暗殺はことごとく失敗しているらしい。

　失敗した者がどうなったのか、カミトと取り引きをした〈骸連盟マーダーズ〉の連中は教えてくれなかった。──べつに知りたくもないが。

　馬車が門の前に到着する。

　カミトは黒い布で口もとを覆うと、腰に吊つった双剣を両手に握った。

　精霊鉱石を鍛造して造られた特殊な短剣──〈教導院〉で与えられたものだ。

　銘めいは無い。本来は戦闘用ではなく、姫ひめ巫み女こが儀式剣舞の際に用いる双剣らしいが、刃に神威カムイを籠こめれば精霊を斬きることもできるため、任務では重宝した。

　もっとも、その性能は、精霊使いの使役する〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉とは、比べるべくもないが。

　馬車の扉が開き、アッシュブロンドの髪の女が外に出てくる。

　カミトは全身の筋肉をばねに、暗がりから素早く飛びだした。

　反応する時間さえ与えない。一瞬で肉薄し、女の首めがけて刃を放はなつ。

　硬い手て応ごたえがあった。

　双剣の刃が空中で止まっている。

「……っ!?」

「──ほう、これまでの連中とは違うな」

　灰のドレスを身に纏まとった美しい女は、くすり、と妖よう艶えんに微笑んだ。

　その手には、一冊の分厚い本が握られている。

　この本が双剣の刃を阻んだのだ。

「ちっ──！」

　背筋に悪寒が走る。それは、過去に失ったはずの、本能的な恐怖の感情だった。

　底の知れない灰色の目が、カミトを射い貫ぬく。

（こいつは──）

　化け物──そんな言葉が脳のう裏りをよぎった。

　双剣を引き抜き、素早く闇やみにまぎれる。これ以上の戦闘は無意味だ。

　一撃で仕留められなかった以上、つぎの機会を待つしかない。

「おやおや、魔女の首を狙ねらって、逃げられると思うのかね？」

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉が愉たのしそうに嗤わらい、すっと手をかざした。

　瞬間、虚空から、おぞましい闇の塊かたまりが生み落とされる。

（……あれは、魔精霊!?）

　その精神構造の異質さ故ゆえに、人間には決して支配できないとされる精霊だ。

　それを支配できるのは──〈魔女〉と呼ばれる異端者のみ。

　闇の塊は魔女の腕に絡みつくと、ひと振りの剣へと姿を変えた。

　精霊使いでなくとも、肌で感じることができる。

　目の前のそれは、最高位の魔精霊。

　おそらくは、レスティアと同格か、それ以上の──

（──引退した精霊騎士が、これほどの精霊と契約しているなんて！）

　話には聞いていたが──現実に目の前にしても、にわかには信じがたい。

　普通、姫ひめ巫み女この力の成長は、十代から二十代前半のあいだにピークを迎え、あとは衰えていくだけとされている。力を失った精霊使いは引退し、由緒正しい血統の貴族と結婚して、その力を次世代の娘に引き継ぐものなのだ。

　ランバール戦争時代に騎士として活躍していたというのが本当なら、精霊使いとしての力はとっくに衰えているはずなのだが。

　鋭い剣けん閃せんが虚空を薙ないだ。

（……速い！）

　直感でかろうじて反応したが、一瞬で間合いを詰められる。

　口もとを覆う布が斬きり裂かれ、はらりと地面に落ちた。

「──ほう、ずいぶん可愛かわいらしいお嬢さんだ」

　鋭い灰色の眼めがわずかに見開かれる。

「……僕は女じゃない」

　カミトは初めて言葉を発した。

　相手の剣の間合いからは逃げられない。撤退の瞬間に斬られるだけだ。

（──なら、覚悟を決めるしかない）

　カミトは双剣を構え、鷹たかのような魔女の眼を冷たく見据えた。

「僕は──〈黄昏の魔女〉を殺しに来た」

　即座に地を蹴けって、一気に接近する。

　神速の斬ざん撃げきが魔女の喉のど笛ぶえを穿うがつ、その寸前。

　魔女の姿がふっと揺らめいた。

　刹せつ那な。

「絶剣技、初ノ型──〈紫電〉」

「……っ!?」

　グレイワースの剣が、カミトの脇わき腹ばらを真まっ直すぐに貫いた。
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「うう、ん……」

　目を覚ましたとき──

　カミトはやわらかいベッドの上に寝かされていた。

　いい匂においのする清潔なシーツ。大きな窓から日の光が射さしこんでいる。

（……ここは、いったい？）

　と、推論する間もなく、

「驚いたね。本当に男の子だったとは」

「……っ!?」

　頭上から聞こえてきたその声に、カミトはベッドから跳ねあがった。

　いや、正確には跳ねあがろうとして、失敗した。

　下半身が麻ま痺ひしたように動かない。

　グレイワースは愉たのしそうな笑みを浮かべて、

「悪いが、〈束縛〉の魔術をかけさせてもらったよ。暴れられては困るからね」

「くっ……」

「それに、動くと傷に障る。手加減したとはいえ、私の剣で腹を貫かれたんだ」

「……」

　たしかに下腹が鈍く疼うずく。丁寧に巻かれた包帯に血が滲にじんでいた。

「治癒の術式はほどこしておいたよ。三日もすれば完治するさ」

「……どうして、僕を助けた？」

「君に興味を持ったからだ。その若さにして、そこらの暗殺者とは明らかに桁けた違ちがいの強さ、冷静な判断力、それに──」

　と、彼女は言葉を切って、手にしたそれを目の前にかかげてみせた。

「なかなか面白いものをもっているね。伝説級の魔装具〈スライマンの指輪〉とは」

「……っ、か、え……せっ、返せっ……！」

　カミトは目を見開き、無我夢中で手を伸ばした。

　だが、その指先はむなしく空を切る。

「……驚いたな、〈束縛〉のかかった状態で動くとは。よほど大切なものらしい」

　グレイワースは妖よう艶えんな微笑ほほえみを浮かべると、カミトの耳もとに唇を近付けた。

「悪いが、眠っているあいだに身体を調べさせてもらったよ。君は、精霊と感応する姫ひめ巫み女この資質があるようだね？」

「……っ！」

　カミトは無言で目を逸そらした。

　誤ご魔ま化かすことは不可能だ。〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉ほどの精霊使いともなれば、精霊使いの資質を見破ることは容易たやすいだろう。

「この世に存在するはずのない、男の精霊使い──いや、大陸の歴史を紐ひも解とけば、もう一人いたな。そんな途方もない存在が」

　捕らえた獲物を嬲なぶるように、耳もとでささやく魔女。

「……」

「かつて、大陸に破壊と災厄をもたらした魔王の再来か。じつに危険な存在だ」

「……僕をどうするつもりだ？」

　カミトはようやく舌を動かした。

　帝国に引き渡されることになれば、レスティアと再び逢あう機会は永遠に閉ざされる。

　それだけは、絶対に回避しなくてはならない。

　だが、切迫した表情のカミトに、

「坊や、歳はいくつだ？」

　と、魔女はまったく関係のないことを訊きいてきた。

「……」

「反抗的だね」

　手にした指輪を弄もてあそびはじめる魔女。

「……十三だ。僕を育てた連中から、そう教えられた」

「十三か。年齢的には十分だな。それに、この顔立ちなら──」

　彼女はなにやら独り言を呟つぶやいてから、ふっと微笑んだ。

「坊や、私のものにならないか？」

「断る」

　カミトは即答する。

「そう結論を急ぐな。これは取り引きだよ。君にとっても悪くない」

「……どういうことだ？」

「この指輪に封じられた精霊、解放できると言ったら？」

「なに──？」

　途端、カミトの顔色が変わった。
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　封印されたレスティアの解放。その対価として、グレイワースが求めたのは──

　……意外にも、ただの家事労働だった。

「──てっきり、暗殺者として雇われるんだと思った」

　カミトがそんな疑問を口にすると、

「坊やが私より強いなら、それも考えるがね」

　彼女は笑いながらそう嘯うそぶいた。

「……それはそうと、なんでこんな格好なんだ？」

　カミトは憮ぶ然ぜんとした表情で、ロングスカートの裾すそをつまんだ。

　なぜか、カミトはヒラヒラのメイド服を着せられているのだ。

　伸び放題だった黒髪はグレイワースみずから櫛くしを入れ、艶つややかに輝いている。

　──大きな姿見に映るその姿は、完かん璧ぺきに女の子だ。

「まったく、そら恐ろしいほどに似合っているな。その格好で帝都の街を歩けば、男どもが放ほうっておくまいよ」

　グレイワースがあらためて感嘆の声を上げた。

「僕は女の子じゃない。せめて普通の服を貸してくれ」

「却下だ。なにも私は悪戯いたずら心ごころだけで、そんな服を着せているわけじゃない」

「……どういうことだ？」

「私の客人に、坊やが男の精霊使いだということがバレたらどうする？　感応力の高い姫ひめ巫み女こなら、坊やが精霊使いかどうかくらい、簡単に見抜くぞ」

「それは……」

　たしかに、魔王と同じ男の精霊使いであることがバレたら、間違いなく騒ぎになるだろう。そうなれば、その噂うわさは帝国の上層部にまで届いてしまうかも知れない。

「ただでさえ、坊やは精霊使いとして登録されていないんだ。……言うまでもなく、はぐれ精霊使いの存在は国家にとって大きな脅威だ。坊やのことがバレたら、オルデシア帝国の精霊騎士団、場合によっては〈十二騎将ナンバーズ〉を敵に回すことになる」

　……これには何も言い返せない。

　さすがに、レスティアのいない状態で、帝国の精鋭から逃げ切る自信はなかった。

「なに、いつまでもという訳じゃない。私も手立ては考えてやるさ。ただ、しばらくは屋敷でおとなしくしていてもらうよ」

「……わかったよ」

　カミトはしかたなしに頷うなずいた。

「まあ、理由はもうひとつあるんだが──」

「うん？」

「──ん、いまは気にしなくていい」

　はぐらかすように首を振るグレイワース。

「それで、あんたは本当に、レスティアを解放できるんだろうな？」

「ああ。時間はかかるだろうが、エルステイン公こう爵しやく家にある〈封印書庫〉をあたれば、坊やの欲しがっていた禁書の写本くらいは見つかるはずだ。魔装具については専門外だが、まあ、なんとかなるだろう。これでも学士の身分を持っているのでね」

「……」

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉がなにを目もく論ろんでいるのかはわからない。しかし、現状でほかにレスティアを解放する手段がない以上、カミトとしては彼女に従うしかなかった。

「さあ、ついてくるがいい。屋敷の中を案内してやろう」

　踵きびすを返し、廊下を歩きだすグレイワース。

　カミトはため息をつき、その背中についていった。

　それにしても──と、カミトは疑問に思う。

　……この屋敷には、人の気配がなさすぎる。

「使用人が一人もいないっていうのは、どういうことだ？」

「ああ、この屋敷の使用人を務められる者は、なかなかいないからね」

「……？」

「すぐにわかるさ──と、言ってるそばから、だな」

　グレイワースは苦笑した。

　カミトがその意味をはかりかねていると──

　つぎの瞬間。突然、廊下の窓が砕け散った。

「……っ!?」

　カミトは即座に反応した。ロングスカートをめくりあげ、両脚の腿ももに装着したベルトから、愛用の双剣を抜き放はなつ。

　割れた窓から飛びこんできたのは、二人の黒ずくめの男だ。手には刃の湾曲した短刀を握っている。

　襲撃者の動きが一瞬、固まった。

　それも当然だ。ただのメイドが突然、なめらかな動作で武器を抜いたのだから。

　その隙すきに、カミトは一瞬で間合いを詰めている。剣の柄で一人目の顎あごを砕き、一撃で戦闘不能にさせると、流れるような動きで二人目の襲撃者の肩口に刃を突き立てた。

　声にならない悲鳴。即座にみぞおちに拳けん打だを突き込み、昏こん倒とうさせる。

　襲撃者二人を倒すのに数秒とかかっていない。

　反応などを見るに、練度はそこそこのようだが、〈教きよう導どう院いん〉の出身者であるカミトにとっては、並の暗殺者など敵ではない。

　カミトが襲撃者を倒すその手並みを、グレイワースは冷静に観察していた。

「……なんだ、こいつらは？」

　二人が完全に意識を失ったのを確認してから、カミトは訊きいた。

「さあ？　私はいろいろな連中から恨まれているからね。帝国の外はもちろん、中にも敵は多い。暗殺者が送りこまれてくるのはいつものことさ」

「ひょっとして、こんなのが毎日来るのか？」

「こういう連中の掃除も、メイドの仕事だよ」

　グレイワースは指先で眼鏡めがねを押し上げて、ニヤリと笑った。

「しかし、いまの坊やの剣技──生きつ粋すいの暗殺の技だな」

「……僕はこの剣技しか知らない」

「例の暗殺者養成機関で学んだ技か？」

「……」

（さすがに、お見通しか……）

　否定しても無駄だろう。〈教きよう導どう院いん〉壊滅からしばらくして、〈十二騎将ナンバーズ〉を含む帝国の精霊騎士団が調査に派遣されている。あの施設で何がおこなわれていたか、軍部と繋つながりのあるこの魔女が知らないはずもない。

「べつに、坊やの素す性じように興味があるわけではないさ」

　沈黙を肯定と受けとったのか、グレイワースは肩をすくめた。

「ただ、その剣技はいろいろと不都合だな。剣舞には向いていない」

「剣舞？」

　それは、精霊使いが精霊に奉納する儀式の中で、最も格式の高い演目。純然たる暗殺技能者である〈教導院〉の遺児にとっては、縁のない言葉だ。

　グレイワースの灰色の眼めが、じっとカミトを観察するように見据えた。

「──坊やは、強くなりたいと願ったことはあるか？」

「……強く？」

　唐突に投げかけられた質問に、カミトは戸惑った。

　強くなりたい──そう思ったことは、これまで一度もなかったはずだ。

　しかし、強くあれと命じられてはいた。そして実際、強くなければ、あの地獄のような施設で生き残ることはできなかった。

　そんなことを、しばらく考えて──

「……わからない」

　カミトは首を横に振った。

「少なくとも、僕は強くなりたいと願ったことはない──と、思う」

「──なるほどね」

　グレイワースは何か納得したように、一人で頷うなずいた。

　そして、どこか哀れむような目をカミトに向けると──

「おまえは強いよ。おそらく、大陸全土の暗殺技能者の中でも最強の一人といっていい。だが、それは所しよ詮せん、空っぽの強さだ」

　グレイワースの言葉に胸がざわついた。反発するように口を開く。

「──僕は、べつに強くなりたいわけじゃない」

「ふむ──」

　グレイワースは面白がるように顎あごに手をやると、

「まずは、坊やの目を覚ましてやる必要がありそうだね」

　ふと、なにかを思いついたように、意味深な微笑を浮かべた。
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　──それから、数日間。

　カミトはグレイワースの屋敷で、新米メイドとして献身的に働いた。

「カミト、風ふ呂ろをわかしてくれ。熱いのは苦手だ、ぬるめに頼む」

「ああ」

「つぎは庭掃除を頼む。植木の刈り込みもな」

「わかった」

「カミト、食事だ。繊細に味付けしたローレンフロスト風の肉料理がいいな」

「そんなの作れないぞ！」

「レシピはあるだろう？　なにごとも経験だ」

「どうなっても知らないからな……」

　無論、カミトはこれまで、料理などしたこともない。それでも、どうにか肉料理らしきものを作ると、グレイワースは文句を言いながらも残さず食べた。

　一番困ったのは、いまの帝国領内では火が満足に使えないことだった。

　その原因は、〈教きよう導どう院いん〉崩壊の数週間前に起きた〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の叛はん逆ぎやく事件だ。

　怒り狂った火の精霊王は帝国の版はん図とをことごとく焼き払い、領内からあらゆる火の力を消し去ってしまったのだ。

　なので、カミトは火を使おうとするたびに、帝都の郊外に広がる〈精霊の森〉まで、火種になる火属性の精霊を捕らえにいかなければならないのだった。

　困ることはまだあった。

「カミト、身体を洗ってくれ」

「なっ!?」

　カミトがカアッと顔を赤らめると、

「冗談だ。ふむ、そういうところはまだお子様だな」

「くっ……！」

　カミトは非道な主人を睨にらむが、可愛かわいらしいメイド服姿では迫力がなく、

「今夜は夜よ伽とぎの相手でもしてもらおうか」

「……っ、あ、う……」

「ふふっ、坊やは本当に可愛いな」

　むしろ、グレイワースの嗜し虐ぎやく心しんを煽あおってしまうらしい。

（……これも、レスティアを解放するためだ）

　カミトは自身にそう言い聞かせながら、家事のスキルを磨いていった。

　しかし、一番重要な仕事は家事ではない。グレイワースの命を狙ねらって、それこそ毎日のようにあらわれる暗殺者を、家事の合間に撃退しなければならないのだ。

「……あんた、本当にいろんな連中に恨まれているんだな」

　カミトが皮肉をこめて呟つぶやくと、

「騎士時代の私は、いまほど丸くなかったからね」

「……いまは丸くなったのか？」
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　あらためて戦せん慄りつを覚えるカミトだった。
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　そんな、ある日。グレイワースが屋敷を空けることになった。

「王宮に出向してくる。夕方までに洗濯と屋敷の掃除をしておけよ」

「政治は嫌いなんじゃないのか？」

「皇帝陛下から呼び出されては無視するわけにはいかないさ。それに、今回の案件は、坊やにも無関係というわけじゃない」

「……どういうことだ？」

　訊たずねるカミトに、グレイワースは肩をすくめて説明した。

　先日、精霊騎士団による〈教きよう導どう院いん〉の調査報告が発表され、あの施設でおこなわれていた非人道的な実験の内容がつぎつぎと明るみになったらしい。

「あの施設の創設メンバーの中に、帝国の大物貴族が何人もいたというから、宮廷は蜂はちの巣をつついたような大騒ぎだ」

「……だろうな」

　組織内のことは、〈教導院〉の戦闘技能者には固く秘ひ匿とくされていたが、与えられる任務の内容から、依頼者の地位や立場を推測することは可能だった。

　もっとも、そんな連中のことを調べていたのは、かつてチームを組んでいた諜ちよう報ほう専門の精霊使い、リリィ・フレイムくらいのものだったが。

「まあ、創設メンバーこそ帝国の貴族だが、その実権はしだいに、組織の背後にいたアルファス教国の〈魔王教団派〉へと移っていったらしいがね」

　グレイワースはふっと息を吐くと、

「狂信的な魔王信仰者──坊やに精霊使いの素質を見いだしてスカウトしたのも、〈教導院〉内部の魔王教団派の連中だったんじゃないか？」

「……わからない」

　カミトは首を横に振った。たしかに、〈教導院〉の老人たちは男の精霊使いであるカミトのことを、魔王の再来だと信じていたようだが。

「僕は連中の意志を体現する道具だったから」

「……」

　グレイワースは、そんなカミトをしばらく見つめると、

「やれやれ、やはり荒療治が必要か」

「……？」

「ああ、そうだ──」

　と、玄関ホールの前で、グレイワースは思い出したように言った。

「今日は、私の書斎も掃除しておいてくれ」

「書斎を？」

　普段は、書斎の掃除だけはしなくていいと言われていた。

　……いったい、どういう風の吹き回しなのか。

「床掃除だけでいい。くれぐれも、余計なものには触れるなよ」

「……わかったよ」

　カミトは疑問に思いながらも、素直に頷うなずいた。
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　グレイワースが屋敷を出たあと、カミトはすぐに掃除を始めた。

　最初は慣れなかったメイドの仕事だが、ようやくコツが掴つかめてきたところだ。

　高価な絨じゆう毯たんの敷かれた廊下を歩きながら、

（……本当に、戦う以外のことはなにも知らなかったんだな）

　いまさらながらに、そんなことに気付かされる。

〈教きよう導どう院いん〉の使徒は殺さつ戮りくのための道具だ。不必要な知識を与えられることはない。

　レスティアは外の世界の知識を与えてくれたが、なにしろ彼女と触れ合う時間は短すぎた。とくに最初のうちは、カミトも彼女のことを倒すべき敵としか見ていなかったのだ。（──〈教導院〉は、帝国によって完全に解体されるのか）

　そのことに、とくに感慨のようなものはないが──

　ふと脳のう裏りをよぎるのは、炎の中に消えた暗灰色アツシユグレイの髪の少女のことだ。

　カミトのことを兄と呼び、慕っていた少女。

〈教導院〉第二位の〈怪物モンストル〉──ミュア・アレンスタール。

　あの炎の魔神精霊にやられたか、それとも、精霊騎士団に捕獲されたか。

（両方とも、ありえそうにないな……）

　肩をすくめて、預かった鍵かぎでグレイワースの書斎の扉を開ける。

　壁一面の書架に本が整然と並べられ、執務机の上には書類の束が積まれていた。

「……学士っていうのは、本当みたいだな」

　カミトは呟つぶやくと、箒ほうきを手に部屋の中に足を踏み入れる。

　……想像していたよりも、ずいぶん広い部屋だ。研究資料の劣化を防ぐためか、窓は一切ない。かわりに、小さな精霊鉱石の照明が、部屋全体を薄暗く照らしていた。

　ガラス戸の棚には、精霊鉱石の原石や、魔装具のコレクションが飾られている。どれも途方もない価値があるものに違いない。

　──と、その中に、煌きらびやかな勲章が無造作に置かれているのに気付いた。

「これは……」

　木製の盾の中央に、美しい精霊鉱石の塊かたまりが埋めこまれ、金属のプレート部分には、日付とグレイワースの名前が刻まれていた。

「……〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝者に与えられる勲章か」

　数年、あるいは数十年おきに〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉で開催される、精霊使いの祭典。

　これは、二十年以上も前に〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉が優勝したときのものらしい。

「剣舞、か……」

　ふと、数日前、グレイワースに言われたことを思い出した。

　──ただ、その剣技は不都合だな。剣舞には向いていない。

　と、彼女はそう言った。

〈教きよう導どう院いん〉で教えこまれた剣技とは、いったいなにが違うというのか。

（──僕の剣技は、〈黄昏の魔女〉には通じなかった）

　たしか、〈絶剣技〉と言ったか──

　まるで意識の空白を突かれたかのような、不可思議な剣技だった。これまで、様々な流派の武芸を見てきたカミトだが、あの剣技だけは初見で見切れなかった。

（……どうしてだ？）

　──おまえは強いよ。

　──だが、それは所しよ詮せん、空っぽの強さだ。

（……わからない。僕は、それ以外の強さを知らない）

　戸棚から離れ、今度は執務机の上に目を落とした。

　と、そこに。

「……っ!?」

　驚くべきものを発見して、カミトは息を呑のんだ。

　年代物の革表紙の本だ。

　精霊語で刻まれた、そのタイトルは──〈魔王の鍵の書キー・オブ・スライマン〉。

（……まさか、もう手に入れていたのか!?）

　もちろん、原典ではなく写本だろう。それでも、レスティアを封じている伝説級の魔装具、〈スライマンの指輪〉についての記述はあるはずだった。

「……」

　カミトはためらわずに手を伸ばした。まともな語学の教育を受けていないカミトだが、レスティアのおかげで、精霊語に関してはある程度解読できる。

　……方法さえわかれば、手順自体はそれほど難しくなさそうだ。この書斎に揃そろっている祭具を使えば、いますぐにでも精霊解放の儀式を始めることができるだろう。

「これさえあれば──」

　カミトが胸もとの指輪を取り出そうとした、瞬間。

　甲かん高だかい鐘の音が鳴り響いた。

「……っ!?」

　屋敷の〈結界〉が、侵入者を感知したのだ。

「くっ、こんなときに──」

　舌打ちして、カミトは部屋の入り口を振り向き──

　その目が驚きに見開かれる。

（──いつのまに!?）

　黒衣に身を包んだ小柄な人影が、扉の向こうに立っていた。
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　カミトの思考は即座に戦闘モードに切り替えられた。

　相手の背丈は小さく、少女のような体格だ。

　少女──だとすれば、精霊使いである可能性が高い。

　カミトは素早くスカートの下の双剣に手を伸ばすと、両手に神威カムイを籠こめた。

　この屋敷に精霊使いの暗殺者が来るのは初めてだ。まさか、〈教きよう導どう院いん〉の生き残りというわけでもあるまいが──

「あいにくだな、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉は留守だぞ」

「……」

　カミトが言葉をかけるが、暗殺者は動じた様子もない。無言で殺気を放はなってくる。

（狙ねらいはグレイワースじゃない？　だとすれば、いったい──）

　刹せつ那な。暗殺者の指先に、黒い球体が生まれた。

　すっとカミトに照準を合わせ、球体を撃ち放つ。

（精霊魔術……やはり精霊使いか！）

　反射的に躱かわそうとして──ハッと気付く。

　背後の机には、レスティアを解放するために必要な〈魔王の鍵の書キー・オブ・スライマン〉がある。

　とっさに瞬転。神威を籠めた双剣で受け止める──が、

「……ぐっ！」

　神威を籠めたとはいえ、剣などでは精霊魔術を弾はじくことはできない。刃に触れた黒い球体が眼がん前ぜんで炸さく裂れつ。カミトの身体は激しく吹っ飛ばされ、壁に叩たたきつけられた。

「……く、ぁ……」

　球体の炸裂した場所には、空間を抉えぐりとったかのような穴があき、魔術を受け止めた双剣の片割れは、あとかたもなく消えていた。

（……〈消滅〉の魔術か！）

　これまで、屋敷にやってきた暗殺者どもとはレベルが違う──！

　暗殺者は無言で、さらに数個の黒い球体を放はなってきた。

　カミトは素早く〈魔王の鍵の書キー・オブ・スライマン〉の写本を掴つかみ、床に身を投げた。

　頭上で黒い球体が炸さく裂れつする。衝撃で割れた木棚の破片が、頬ほおをかすめていった。

（……まさか、狙ねらいはこの写本なのか!?）

　しかも、相手は無造作に魔術を放ってきている。

　回収ではなく破壊が目的なのだとすると──

　カミトは手にした写本を強く抱きかかえた。

（……絶対に、手放すわけにはいかない）

　──この本は、彼女を取り戻すための唯一の鍵かぎなのだ。

（レスティア……）

　夜色のドレスを着た黒翼の少女。

　別れ際、彼女が最後に見せた微笑ほほえみは、脳のう裏りに深く刻まれている。

　左手に双剣の片割れ、右手に写本を抱え、カミトは暗殺者と対たい峙じした。

　本来なら、写本の安全を最優先に一時撤退したいところだが、あいにくこの部屋に窓はなく、唯一の入り口には暗殺者が立ちはだかっている。

（倒すしかないみたいだな──）

　暗殺者が、すっと指先をかかげた。

　瞬間、連続して放たれる黒い球体──室内ではほぼ逃げ場がない。

　だが、それは並の戦闘技能者の常識だ。カミトは床を蹴けって飛び上がると、壁から天井へ一瞬にして移動、最小限の動作ですべての球体を回避する。

〈教きよう導どう院いん〉の暗殺者が得意とする高次立体移動──しかも、カミトのそれは通称〈影かげ縫ぬい〉と呼ばれる、別次元の動きだ。

「……！」

　黒衣の暗殺者に初めて動揺の気配が生まれた。

　カミトは天井を蹴って跳躍。一気に間合いを詰め、斬ざん撃げきを放つ。

　──が、その刃はむなしく空を斬きった。

　暗殺者の姿が、蜃しん気き楼ろうのように虚空にかき消えたのだ。

　別段、この程度で驚きはしない。精霊使いを相手にするなら、当然のことだ。

　冷静に気配をさぐる──と、頭上でかすかに空気が揺らいだ。

「……っ！」

　敵の姿を視認するよりも速く、カミトは回避行動をとっている。

　刹せつ那な、直前までカミトのいたその場所に〈消滅〉の魔術が降りそそいだ。

　虚無に呑のみこまれた床が、空間ごと抉えぐられる。

　直撃すれば、人体などあとかたもなく消え去るだろう。

（ほんのわずかでも、触れさせるわけにはいかない）

　カミトは写本をさらに強く抱きしめた。

（──絶対に守る！）

　その時。ふと、カミトは気付く。

（──そうか、こういう戦いは初めてなんだな）

　と。

　誰だれかの命令でなく、自分の意志でなにかを守りたいと、強く願って戦うのは。

　暗殺者が眼がん前ぜんに舞い降りた。その手には魔術によって生み出した黒い刃がある。

　剣けん閃せんが奔はしる。カミトは咄とつ嗟さに片手の剣を繰り出し、胸もとの写本を守った。

　黒い刃に触れ、吸いこまれるように消滅する片手剣。

　暗殺者はさらに床を蹴けり、間合いの中に踏み込んでくる。

（しまっ──）

　暗殺者の放はなつ〈消滅〉の刃が写本に触れる、寸前。

　レスティアの微笑ほほえみが、再び脳のう裏りをよぎる。

（──させない！）

「おおおおおおおっ！」

　カミトは瞬発的に、左手に神威カムイを籠こめた。

　通常、契約精霊のいない精霊使いは、精霊魔術を使うことはできない。しかし、カミトは指先に集まる神威の密度を極限まで集中させることで、擬似的に神威の刃を造り出してみせたのだ。

　理論上は可能な現象──だが、成功したのは初めてだった。

　迸ほとばしる神威の刃が、暗殺者の放つ〈消滅〉の剣を弾はじいた。

　さらにその切っ先は、黒衣の覆面を浅く斬きり裂く。

　はらり、と口もとの布が剥はがれ落ちた。

「──驚いたよ。まさか精霊魔術以外の方法で、神威の刃を生み出すなんてね」

「……っ!?」

　不敵な微笑を浮かべたのは──

　澄んだ灰色の瞳ひとみをした、美しい少女だ。

「あんた、は──」

「──そんな坊やにご褒美だ。今度はちゃんと見切れよ」

　そして、剣閃が爆はぜる。

「絶剣技、初ノ型──〈紫電〉」
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「うう、ん……」

　目覚めると、そこはやわらかいベッドの上だった。

（なんだか、前にもこんなことがあったような……）

　ぼんやりとした頭で、そんなことを考えていると、

「ようやく、お目覚めのようだね」

　耳もとで響く妖よう艶えんな声。

　振り向くと、グレイワースがベッドの横で微笑ほほえんでいた。

「……いったい、どういうことだ？」

　不機嫌そうに訊たずねるカミト。

　……いや、訊きくまでもない。彼女の目的はなんとなくわかっていた。

「僕の剣に足りないもの、か？」

「そうだ。この手の観念的な理解は、身をもって体験したほうが早いからな」

「……」

　カミトの剣に足りないもの。

　それは、守るべきものの存在、ということか。

　たしかに、〈魔王の鍵の書キー・オブ・スライマン〉の写本を──すなわち、レスティアを守ると決意したあのときの感覚は、全身が研ぎ澄まされた刃になったかのようだった。

「──身をもって、ね」

　カミトは皮肉っぽく言うと、ズキリと痛む肩口を押さえた。

　グレイワースが最後に放はなった、あの剣技。

　カミトの反応が一瞬でも遅れれば、そのまま心臓を貫いていただろう。

「私の絶剣技を二度目で見切ったのは、おまえが初めてだ。称賛に値するよ」

「……見切らなければ、死んでただろ」

「まあ、そうかもしれないな」

　悪びれる様子のない魔女に、カミトはため息をついた。

「それにしても、さっきのあんたの姿は、いったい──？」

　あのとき、黒衣の下から覗のぞいた魔女の素顔は、十五歳くらいの少女のものだった。

　背格好もはるかに小柄。もし、いまとおなじ体格だったなら、あるいは、カミトも最初に正体を見抜けたかもしれない。

「私の肉体はちょっと変わっていてね。ある周期で若返ることができるのさ」

　──昔、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の〈願い〉で手に入れたものだよ。

　と、グレイワースは、なぜか自じ嘲ちようするように呟つぶやいた。

「永遠の若さ……まさか、不老不死ってことか？」

「そんなに都合のいいものではないさ。世間に流る布ふしているほど万能ではないんだよ、精霊王の祝福はね」

　彼女は肩をすくめると──

　手にした〈魔王の鍵の書キー・オブ・スライマン〉の写本を開いた。

「──さて、約束だったね。指輪を手にするがいい」

「……あ、ああ」

　カミトは緊張した面持ちで指輪を取り出し、手のひらにのせた。

　グレイワースは手慣れた所作で床に儀式の道具を並べると、指輪の上に手をかざし、写本に書かれた解放の言葉を詠唱しはじめる。

「……っ!?」

　手にのせた指輪がぼうっと青白く輝く。

　さらに、表面に刻まれた精霊語の文字が燃えるような閃せん光こうを放はなち──

　つぎの瞬間、部屋の中にすさまじい烈風が吹き荒れた。

「うわっ──」

　視界が黒い霧に覆われる。

　否、それは霧ではなく、舞い散る黒い羽だった。

　闇やみ色いろに濡ぬれ光る、この世のなによりも美しい翼。

「──これは驚いた。まさか、人の姿をとる最高位の精霊とはね」

　グレイワースが感嘆の声を上げる。

「レスティア……」

　カミトの唇が震え、伸ばした指先が翼に触れた。

「──待っていたわ、カミト」

　解き放たれた、闇やみ精せい霊れいの少女は──

　カミトの頬ほおに手をそえると、優しく微笑ほほえんだ。





　　　　◇






「と、まあ──」

　カミトはこほんと咳せき払ばらいすると、

「──俺おれとグレイワースの出会いは、そんな感じだったわけだ」

　クレアからわずかに視線を逸そらしながら、話を終えた。

　……やはり、昔のことを話すのはちょっと照れくさい。

「……」

　カミトが話をしているあいだ、クレアは一度も口を差し挟むことなく、ただ静かな眼まな差ざしで聞いていてくれた。

「あんた、その、大変だったのね……」

「ああ、グレイワースのせいで何度も死にかけたからな……」

　カミトはうんざりとした顔でうめいた。

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の絶剣技は、すべて身体に叩たたきこまれて習得したものだ。

　……あの理り不ふ尽じんな修行の日々は、正直、あまり思い出したくない。

「えっと、そういうことじゃなくて……ううん、いいわ」

　クレアは首を振って言い直すと、

「それで、その話の続きは？」

「続き？」

「解放した闇やみ精せい霊れいのことよ。あたし、あの娘このことほとんど知らないわ」

「……っ、そ、それはだな──」

　カミトはあわてて目を逸そらした。これ以上話を進めようとすると、〈レン・アッシュベル〉誕生について触れないわけにはいかなくなる。

　そのとき、劇場の照明がフッと消え、あたりが真まっ暗くらになった。

　ようやく活動劇が始まるらしい。

「はじまるみたいだ。続きはまたこんどな」

「……しかたないわね」

　暗闇の中で、クレアのため息が聞こえた。

「でも、ちょっと羨うらやましいわ」

「うん？」

「だって、学院長もあの闇精霊も、昔のカミトのことを知っているんだもの」

「……」

「ねえ、カミト──」

「うん？」

「……寒いわ。温めて」

　クレアの小さな手が、カミトの手のひらにのせられた。

「贅ぜい沢たくなお嬢様だな……」

　カミトは苦笑して、その手をそっと握る。

「……焼きもちじゃ、ないんだからね」

　そんなクレアの声は、上映のベルの音にかき消された。






断章　黄昏の魔女






〈浮遊島ラグナ・イース〉の繁華街に設営された、高級ホテルの一室。

　グレイワースは、窓の外に浮かびあがる夜景に目を落とした。

「これが、私がこの目で見る、最後の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉になるかもしれないね」

　灰色の眼めを細め、ほんのわずかな感傷に心を浸す。

　彼女自身が出場し、優勝したのは二十四年前。十五歳の頃ころのことだ。

　あのとき、〈精霊剣舞祭〉のシステムはまだ正常に働いていた。

　そこに、見えない亀き裂れつが入ったのが、三年前。

　そして、今大会では明らかに異常な事態が起きはじめている。

　前大会からわずか三年後という短い周期。正式な契約精霊でない闇やみ精せい霊れいの参戦。精霊使いどころか人間ですらない異い形ぎようの存在〈ネペンテス・ロア〉──

（──いったい、ここで何が起きようとしている？）

〈浮遊島〉にやってきたのは、グレイワースの独断だ。教え子の活躍を見守るというのは、帝国上層部に対する表向きのカモフラージュにすぎない。

（……もっとも、それくらいは、連中も気付いているだろうがね）

　グレイワースは眼鏡めがねを押し上げると、静かに窓から離れた。

　今大会にあらわれた、もう一人のレン・アッシュベルの存在について、彼女は独自に調査を進めていた。秘密裏に捕獲した〈骸連盟マーダーズ〉の商人、ヴィヴィアン・メローサを尋問している際に、その名前が出てきたのだ。

〈骸連盟〉の商人は、アルファス教国の教団上層部と裏で繋つながっている。そのため、ヴィヴィアン・メローサは、あのレン・アッシュベルに関する多くの情報を知っていた。

　彼女の話によれば、仮面の少女が教国に姿をあらわしたのは、今から二年前。〈蛇〉と呼ばれる教団の秘密機関に身を置き、わずか数ヶ月で組織のトップに上り詰めたらしい。

　教国の資金で買い集めた戦術級の軍用精霊は十二体。配下の精霊使いは、〈教きよう導どう院いん〉の遺児を含めてすでに二十人を超えているようだ。

（……テロどころではない。まるで戦争の準備だな）

　そんな彼女が、精鋭を率いて〈精霊剣舞祭〉に参戦している。

　その胸中に秘めた〈願い〉は、いったい何なのか──

（──なんにせよ、世界平和ってわけでもあるまいさ）

　重いため息をつき──

「──この心臓が動くうちに、坊やにあれを渡しておかないとね」

　魔女は自身の胸にそっと手を添えた。






第三章　氷魔と火猫






　チュン、チュンチュン……。

　窓の外でのどかな小鳥のさえずりが聞こえてくる。

〈嵐の如き剣舞テンペスト〉閉幕から、二日目の朝。

　カミトが城館のベッドの中で、心地のよい微睡まどろみに身をゆだねていると、

「……お兄様。起きてください、お兄様」

　ゆさゆさ。ゆさゆさ。

「うう、ん……エスト、もうちょっとだけ寝かせてくれ」

　カミトはベッドの中で唸うなった。まだ本戦での疲れが抜けきっていないのだ。今日くらいは、ひさびさに心ゆくまで睡眠を堪能したい。

「もう、お兄様ったら、お寝坊さんなのね！」

　呆あきれたようなため息。……どうやら、起こすのをあきらめてくれたようだ。

　カミトが安心した、その瞬間。

　ちゅっ♪

　頬ほおにやわらかい感触。

「……なっ!?」

　寝ね惚ぼけていたカミトの頭は完全に覚かく醒せいした。

　ガバッとシーツを跳ね上げて飛び起きると、

「あっ、やっと起きてくださった！」

　輝くプラチナブロンドの髪の美少女が、太陽のような笑顔をカミトに向けていた。

「ミ、ミレーユ!?」

　カミトはあわてて叫ぶ。

　そこにいたのは、リンスレットの妹のミレーユ・ローレンフロストだ。

　清せい楚そな白いドレスに、赤いリボンがとても可愛かわいらしい。

「おはようございます、お兄様」

　ぺこっと礼儀正しくお辞儀するミレーユ。

「おはよう、カミト」

　そのかたわらにはもう一人、可か憐れんな少女の姿があった。

　フリル付きのメイド服を着た〈破烈の師団〉の師団長、ミラ・バセットだ。緩くウェーヴのかかったダークブラウンの髪に、黒を基調とした衣装がよく似合っている。

　それはともかくとして──

「いったい、どうしたんだ？」

　カミトは眠い目をこすりながら訊きいた。

「……えっと、お兄様にお願いがあるの」

「お願い？」

「うん、お姉様とクレア様が部屋で喧けん嘩かしてるの」

「ああ、またか……」

　カミトはうめいた。

　この〈浮遊島ラグナ・イース〉に来てからはさすがに収まっていたが、学院にいた頃ころは、二人とも教室でしょっちゅう喧嘩をしていた。

　……それがまた始まったらしい。

「いつものことだし、放ほうっておけばいいんじゃないか？」

「このままだと、城館の部屋が破壊されてしまう」

　ミラが言った途端、廊下のほうから激しい震動が伝わってきた。

「教室ならともかく、〈神しん儀ぎ院いん〉の建物を壊すのは、さすがにまずいか……」

　カミトはやれやれとため息をつくと、ベッドから起きあがった。こういうとき、真っ先に飛んでくるはずのエリスは、いま城館を留守にしているのだ。

「ちなみに、キャロルはどうしてるんだ？」

「たぶんベッドで寝ているわ。キャロルってば、お姉様が起こしてあげないといつまでも寝てるんだから」

「……主人に起こされるメイドなんて、初めて聞いたぞ」

　……あいかわらずの駄目っ娘こメイドに、呆あきれはてるカミトだった。





　　　　◇






　地響きのする廊下を足早に駆け、カミトはリンスレットの部屋の前にやってきた。

「わたくしは悪くありませんわ！」

「……～っ、な、なによ、あたしが悪いっていうの！」

　……扉の外にまで言い争う声が聞こえてくる。

「おい、二人とも──」

　カミトが扉を開けて入った、瞬間。

「凍いてつく氷魔の息吹よ──〈氷牙弾フリーズ・フアング〉！」

「喰くらえ、灼しやく熱ねつの劫ごう火か球──〈火炎球フアイアーボール〉！」

　攻撃的な精霊魔術が部屋の中で激突。衝撃でカミトの身体は激しく吹っ飛ばされ、廊下の壁に叩たたきつけられる。

「……ぐあっ！」

「カミトさん！」「カミト!?」

　二人が同時に驚きの声を上げ、ぱたぱたと駆け寄ってきた。

「ちょ、ちょっと、なにしてるのよ！」

　クレアが心配そうに、倒れたカミトの顔を覗のぞきこむ。

「……お、おまえら、部屋を壊す気か？」

　ふらつく頭を押さえながら、カミトはよろよろと立ち上がった。

「……カ、カミトには関係のないことよっ！」

「そ、そうですわ！　これはわたくしたちの問題です！」

　二人のお嬢様は、ばつが悪そうに視線を逸そらす。

「──私がカミト様を呼んだのよ、お姉様」

　と、廊下の向こうから、ミレーユたちが追いついてきた。

「ミレーユ……」

「お姉様たち、ちっとも喧けん嘩かをやめてくださらないんですもの」

「そ、それは、わ、わたくしのせいではありませんわっ！」

　拗すねたように頬ほおを膨らませ、ふいっと視線を逸らすリンスレット。

「……で、喧嘩の原因はなんなんだ？」

　カミトがため息をついて訊きくと、

「クレアが悪いのですわ！」

「リンスレットが悪いのよ！」

　互いに指を差し合い、ふたたびバチバチと火花を散らしはじめる。

「まあ落ち着けよ。二人の話を聞いてやるから」

「……～っ！」

　すると、クレアは紅玉ルビーの瞳ひとみに涙を浮かべながら、一冊の本を見せてきた。

　表紙のイラストから察するに、クレアの愛読するティーン向けの恋愛小説のようだ。

「この本がどうかしたのか？」

「リンスレットが、この本の結末をバラしたのよ！」

　クレアは涙目でキッとリンスレットを睨にらんだ。

「……うん？」

「も、もう読んだと思ったのですわっ！」

「まだ読んでなかったのよ！　学院に帰ったときの楽しみにしてたのに」

「そ、そもそも、この本の話題をはじめたのはあなたですのよ！」

「ま、まてまて！」

　カミトはあわてて口を挟んだ。

「……おまえら、そんなことで喧嘩してたのか？」

「そんなことってなによ！」

「あ、いや……」

「も、もういいわっ、この本、返さなくていいから！」

　クレアは涙目で叫ぶと、ツーテールの髪を逆立て、すたすたと部屋を出ていった。

「おい、クレア──」

「ふ、ふん、勝手にするといいですわ！」

　リンスレットは腕を組み、ふいっとそっぽを向いたままだ。

「やれやれ……」

　……まあ、こんな喧けん嘩かはいつものことだ。そう深刻なことにはならないだろうが。

　こほん、と小さく咳せき払ばらいの音が聞こえた。

「お見苦しいところをお見せしましたわね、カミトさん」

　リンスレットが気まずそうな表情で、指先に髪をくるくる巻きつけている。

「……二人とも、もうちょっと仲よくできないのか？」

「な、仲よくなんて、できませんわっ！」

　リンスレットは顔を赤らめ、唇をとがらせた。

「いまは同じチームだから協力していますけど、本来、わたくしとあの娘こは宿命のライバルですのよ！」

「ライバル、か……」

　そういえば、二人は旧ふるい幼おさな馴な染じみどうしなのだ。

　たしかに、これ以上は、カミトが口を挟む問題ではないのかもしれない。

「まあ、とにかく、明日は決勝戦だ。ちゃんと仲直りはしとけよ」

　カミトが肩をすくめて立ち去ろうとした、そのとき──

　……ぐう。そんな間抜けな音が、廊下に響きわたる。

「カミトさん？」「お兄様？」

　リンスレットとミレーユが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「……ひょっとして、朝食がまだですの？」

「あ、ああ、さっき妹さんに起こされたばかりでな」

　ちょっと頬ほおを赤らめながら頷うなずくカミト。

　途端、リンスレットの表情がふわっとほころんだ。

「で、でしたらっ、その、いまちょうど作ろうと思っていたところですの。よ、よろしかったら、食べていってもいいんですのよ」

「……本当か？」

　正直、ありがたい申し出だ。城館の姫ひめ巫み女こに頼めば、ルームサービスで朝食をとることができるが、リンスレットの作った朝食のほうが絶対においしいに決まっている。

　なにしろ彼女は、一流シェフも顔負けの料理の腕を持っているのだ。

「じゃあ、せっかくだからご馳ち走そうになるかな」

「ええ、調理場がないので豪勢なものはできませんが、腕によりをかけますわ」

　リンスレットはうきうきした口調で頷うなずいた。

「あ、お姉様、私も一緒に食べたいわ！」

　元気よく手をあげるミレーユに、

「ミレーユはもう朝食をとったはず」

　メイドのミラが冷静に指摘する。

「だ、大丈夫よ！　お姉様の作る料理ならいくらでも食べられるわ──」

　部屋の中に入ろうとするミレーユの襟首を、ミラが背後からむぎゅっと掴つかんだ。

「ふぁっ、なにをするのよ！」

「ミレーユはお勉強の時間」

「いやよ、こっちに来てまで、お勉強なんてしたくないわ！」

「だめ。そんなことでは立派な貴族になれない」

「いやあああ、お姉様の朝ご飯～！」

　ジタバタと暴れるミレーユを引きずっていくミラ。

　やがて廊下の角を曲がると、ミレーユの悲鳴は聞こえなくなった。

「さすが元〈破烈の師団〉の師団長、十三歳なのにしっかりしてるよな」

　……どこかの駄目っ娘こメイドと違って、優秀なメイドさんになるだろう。

　リンスレットはいそいそとエプロンに着替えはじめている。

「……何か手伝うことあるか？」

「ふふっ、お構いなく。カミトさんは座って待っていてくださいな」

　リンスレットは棚からフライパンを取り出すと、部屋の隅のキッチンにある火の精霊鉱石を起動した。





　　　　◇






「ふん、ふふふ～ん♪」

　リンスレットが鼻歌を歌いながら、パンケーキを焼いている。鼻び孔こうをくすぐる甘い蜂はち蜜みつの匂においに期待を膨らませ、可愛かわいらしくゆれるリンスレットの髪を眺めながら──

　ふと、カミトはさっきクレアの置いていった小説を手にとった。

（……『真夜中に咲く令嬢』か。またベタなタイトルだな）

　パラパラと中を内容を拾い読みしてみる。

　冷酷な魔王に捕らわれた勝ち気な貴族の美少女が、やがて魔王の虜とりことなって、身も心も屈服してしまうというストーリーらしい。

（……うーん、クレアが好きな本って、このタイプばっかりだよな）

　そんなことを思いながら、パタンと本を閉じると、

「できましたわ」

　エプロン姿のリンスレットが、満面の笑みを浮かべて振り向いた。

　焼きたてのパンケーキを三枚皿に載せ、蜂はち蜜みつをたっぷりとかける。カリカリとした焦げ目がとても美お味いしそうだ。

「さあ、召し上がれ♪」

「ああ。いただきます」

　ぱくっ。フォークに刺したパンケーキを頬ほおばったカミトは、

「……うまい！」

　ただひと言、称賛の声をもらした。

　スポンジはふっくらと焼きあがり、表面はカリッとほどよく焦げている。

　ローレンフロスト特産のバターと蜂蜜も、これまた絶品だ。

「さすがだな。焼き加減が完かん璧ぺきだ」

「ふふっ、よかったですわ」

　パンケーキをほおばるカミトの顔を、リンスレットは嬉うれしそうにみつめている。

「どうしたんだ？」

「い、いえ、なんでもありませんわっ！」

　怪け訝げんな表情で訊きくと、彼女は照れたように視線を逸そらす。

　リンスレットがぽーっとしているうちに、カミトは特製パンケーキを、あっというまにたいらげてしまった。

「……ああ、うまかった。ご馳ち走そう様さま」

「ふふっ、よかったら、わたくしのぶんもどうぞ」

　リンスレットがパンケーキをもう一枚のせてくる。

「……ん、いいのか？」

「ええ、わたくし、朝はそんなに食べませんの」

「じゃ、遠慮なく」

　ぱくぱくぱくっ。

「……そ、そのまま、わたくしも食べてもいいんですのよ？」

「うん？」

「た、ただの独り言ですわ！」

　リンスレットはあわてて首を振った。

　──カミトが朝食を食べ終えると、リンスレットは食後の紅茶を淹いれてくれた。

　ティーカップに紅茶を注ぐと、ローレンフロスト産茶葉の芳ほう醇じゆんな香りが部屋中に漂う。

　あらかじめ、紅茶の用意はしてあったようだ。ひょっとすると、本当はクレアと二人で朝食をとる予定だったのかもしれない。

（さっきの本の話をするつもりだったのかもな……）

　ふと、カミトはテーブルの上の本に手を伸ばした。

　……さっきから気になっていたことを訊きいてみる。

「リンスレットもこういう本、読むんだな」

「そ、それは……！」

　途端、リンスレットはカアッと顔を赤らめた。

「その、最初はクレアに勧められて、よ、読んでみたら、なかなか興味深い内容でしたので、あ、あの、そういうものを読んでいるからといって、は、はしたない娘こだと思わないで欲しいですわっ！　わたくしは、あくまで学問的な探求心で──」

　もじもじと膝ひざを擦すり合わせながら弁解しようとする。

「べつに恥ずかしがることじゃないと思うけどな」

　カミトは苦笑して、本をテーブルの上に戻した。

「でも、本の貸し借りをするなんて、ずいぶん仲がいいんだな」

「た、ただの腐れ縁ですわ！」

　ふいっと視線を逸そらすリンスレット。

「なるほど、腐れ縁か……」

　カミトは紅茶を一口すすると、

「なあ、二人は子供の頃ころからのライバルなんだよな？」

「……まあ、そうですわね」

「その、よかったら、聞かせてくれないか？　二人の子供の頃のこと」

「ど、どうしてですの？」

「いや、二人はしょっちゅう喧けん嘩かしてるだろ。昔からなのかなって思ってさ」

「……」

　リンスレットは、ちょっと考えるように頬ほおに手をあて──

　やがて、遠い日に思いを馳はせるように息をついた。

「……すこし長い話になりますわ。もう一杯、お茶を淹いれましょうか」

　静かに席をたつと、火の精霊鉱石の上にやかんを載せる。

「わたくしがあの娘こをライバルと認めたのは、初めて出会った日のことですの」

「初めて出会った日？」

「ええ。あれはちょうど十年前。わたくしがお父様に連れられて、エルステイン公こう爵しやく家の館にご挨あい拶さつに伺ったときのことですわ──」

　彼女は過去を懐なつかしむように、静かに語りはじめた。





　　　　◇






　リンスレットが父と一緒にエルステイン領をおとずれたのは、十年前。彼女がまだ六歳のときのことだった。

　リンスレットの父、ローレンフロスト辺境伯は、近々領内で催される予定の〈火の精霊王〉に捧ささげる儀式について、代々〈火の精霊姫〉を輩出してきたエルステイン公こう爵しやく家の当主に意見を求めにやってきたのだ。

　伯はく爵しやくが長女を連れてきたのは、いずれ同じ学まなび舎やで席を並べることになるであろう同い年の令嬢、クレア・エルステインに娘を会わせるためであった。

「エルステイン家は帝国でも有数の名門貴族だ。クレア嬢とは仲良くするのだぞ」

「仲良くしてさしあげるかどうかは、その娘こしだいですわね」

　ツンとすまし顔の六歳の娘に、ローレンフロスト伯はため息をついた。

　娘の高飛車な性格は、当時から伯爵の密ひそかな悩みの種だったのだ。

　──馬車による長旅をしてきた二人を、エルステイン家当主、ヴォルフラム・エルステイン公爵は自ら客間で出迎えた。

「これはこれは、遠方からよくぞいらしてくださいました」

　大貴族の貫かん禄ろくのある、背の高い偉丈夫だ。この時期、エルステイン公爵夫人はまだ帝都の王宮に仕えていたため、その場にはいなかった。

「ローレンフロスト家の長女、リンスレット・ローレンフロストと申します。エルステイン公、この度はお世話になります」

　リンスレットはドレスの裾すそをつまんで、優雅にお辞儀した。

　六歳という年齢にして、すでに貴族のお手本のような立ち居振る舞いだ。

「おお、さすがはローレンフロスト家のご令嬢だ。しっかりしておられる。私の娘と同い年とは、とても思えませんな」

「いやいや、エルステイン公のお嬢さんこそ、とても可愛かわいらしい──」

「……」

　そんな大人たちの社交辞令は、リンスレットの耳には聞こえてこない。

　彼女のエメラルドの瞳ひとみは、エルステイン公の背後を真まっ直すぐに見つめていた。

　しっぽのような紅あかい髪が二本、ぴょこぴょこと跳ねている。

　白いドレス姿の女の子が、公爵のうしろで怯おびえたように隠れているのだ。

（……なんですの、あの娘こは？）

　リンスレットが目つきを鋭くして睨にらむと、女の子はますます縮こまった。

　……まるで小さなウサギのようだ。

（……とても名門の大貴族の娘とは思えませんわね）

　初めて出会った同い年の少女に、リンスレットはそんな評価を下した。

「クレア、ローレンフロスト伯とリンスレット嬢にご挨あい拶さつを」

　エルステイン公がため息をつき、紅あかい髪の少女を前に押し出した。

「……～っ、お、お父様!?」

　少女は紅玉ルビーの瞳ひとみを見開いて、あわあわとあわてふためいている。

「え、えっと、あの、私……」

「クレア、落ち着きなさい」

「は、はい……」

　クレアは大きく息を吸いこむと、

「エ、エルステイン家の次女、クレア・エルステインです」

　スカートの裾すそをつまんでぺこっと頭を下げた。

「はは、可愛かわいらしいご令嬢ですな」

「いえ、人見知りの激しい娘で、お恥ずかしい……」

　苦笑しながら首を振るエルステイン公こう爵しやく。

「……」

　リンスレットは、目の前の少女を遠慮なく眺め回した。

　頭の両端でくくった紅いツーテールの髪。透き通った紅玉ルビーの瞳。

　ほっそりとした繊細な身体つきに、純白のドレスがよく似合っている。

　容姿は飛び抜けて可愛らしい少女だ。……それは認めないわけにはいかない。

　しかし、それ以外は──

（面白くない娘こですわね……）

　というのが、リンスレットの正直な感想だった。

（高名な〈炎の巫み女こ〉の家系というからには、少しは期待したのですけれど）

　リンスレットはすでに、クレア・エルステインから興味を失っていた。

「そういえば、もう一人のご息女の姿が見えないようですが？」

　と、ローレンフロスト伯が疑問を口にする。

「申し訳ない。長女のルビアは先日、土地の精霊に儀式を奉納したせいで、倒れてしまったのです。大きな儀式のあとは、いつも三日間は目を覚まさない」

「ご息女は、もう土地の儀式を任されているのですか？」

　ローレンフロスト伯が驚きの声を上げ、リンスレットもエメラルドの瞳を見開く。

　エルステイン家の長女、ルビア・エルステインは、自分と三つしか歳が離れていないはずだ。わずか九歳で土地の儀式を任されるとは、さすがに驚きを隠せない。

「上の娘には姫ひめ巫み女この才能があるらしい。来年には〈神しん儀ぎ院いん〉に上がらせるつもりです」

「ほう、〈神儀院〉にですか。それはたいしたものだ」

　エルステイン家は、過去に何人も〈火の精霊姫〉を輩出してきた家柄だ。

　もしかすると、長女のほうは将来の精霊姫候補になるのかもしれない。

（……ルビア様はすごいですわ。妹君とは対照的ですわね）

　妹のほうは、姉が褒められたのが嬉うれしいのか、わずかに頬ほおをほころばせていた。

「ではローレンフロスト伯、今度の儀式の件だが、上の客間でお話ししよう」

「そうですな。リンスレット、お前はクレア嬢と遊んでいなさい」

「……え？　お、お父様!?」

　リンスレットは珍しく、あわてた様子をみせた。

（……この娘こと二人で遊ぶ？　冗談ではないですわ！）

「え、えっと……」

　クレアのほうも戸惑っているようだ。

「リンスレット、名誉ある貴族たる者、おのれの務めを果たさなくてはならんぞ。さ、エルステイン公、参りましょう」

「そ、そんな！　お父様──」

　リンスレットの訴えを遮断するように、扉は無慈悲に閉められた。





　　　　◇






「……えーっと、ストップ。ちょっと待ってくれ」

　カチャン、とティーカップをテーブルに置いて──

　カミトはリンスレットの話をさえぎった。

「どうしましたの？」

　話の腰を折られた彼女が、むっと不満そうに眉まゆをひそめる。

「……いや、それ、本当にクレアなのか？」

　カミトは半信半疑の表情で訊たずねた。

　……話を聞くかぎり、いまのクレアとは似ても似つかない。

（……というか、ほとんど別人だろ）

「信じられないでしょうけど、本当ですわ。あの娘こ、昔はとても引っこみ思案でおとなしい娘こでしたのよ」

「そ、そうなのか……」

　まあ、いまもたしかに人見知りっぽいところはあるし、あれで結構、優しかったり、女の子らしいところがあるのも知ってはいるが。

（それにしても、なあ……）

「続けてよろしいかしら？」

　こほんと咳せき払ばらいするリンスレット。

「あ、ああ……」

　カミトは戸惑いながらも、こくっと頷うなずいた。





　　　　◇






　──エルステイン公こう爵しやくたちが客間を出てから、すでに数分が経たっていた。

　リンスレットはイライラと指先に髪を絡ませ、クレアはそんなリンスレットの機嫌を窺うかがうように、ずっとカーテンの陰に隠れている。

（はあっ、退屈ですわ……）

　リンスレットの我慢の限界がくるのに、それほど時間はかからなかった。

「ねえ、クレアさん？」

「……え？」

　リンスレットが声をかけると、クレアは怯おびえたように肩を震わせた。

「わたくしは賓客ですのよ。紅茶くらい、淹いれてくださらないかしら？」

「……あっ！　う、うんっ！」

　クレアはこくこく頷くと、あわててティーポットを持ってきた。ティーポットの中には、小さな火の精霊鉱石の欠片かけらが入っていて、温かい湯気が立ちのぼっている。

「へえ、なかなかいい茶葉を使っていますのね」

「ええ、お客様が来るから、一番いい紅茶にしたのよ」

　リンスレットが素直に賛辞を口にすると、クレアは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「あっ、お菓子もあるわ。すごくおいしいの！」

　クレアはパタパタと駆けていくと、どこからかクッキーを載せたお皿を持ってきた。

「おいしそうね。これ、あなたが焼きましたの？」

「ううん、帝都でお父様が買ってきてくれたお土産よ。ここのお菓子大好きなの」

「ふうん……」

　リンスレットは指先でクッキーを上品につまむと、口に放ほうりこんだ。

　……なるほど。焼いた香草の粉が練り込んであるらしく、芳ほう醇じゆんな味わいだ。

「この味はなかなかですわね。気に入りましたわ」

「……よかった」

　クレアは安心したように、ほっと胸を撫なでおろした。

　リンスレットは紅茶を啜すすりながら、広い客間の中を見回した。

　さすがに、帝国有数の貴族の館だけあって豪華な内装だ。調度品の趣味もいい。

　しかし、残念ながら、彼女の退屈をまぎらわせるようなものは何もなかった。

「はあ、退屈ですわね……」

　テーブルの上に頬ほお杖づえをつきながら、ため息をつく。

「あ、あの……」

　と、クレアがなにか言いたそうに口くち籠ごもった。

「なんですの？　貴族の娘なら、言いたいことはハッキリおっしゃいなさいな」

「え、えっと……」

　クレアは口をパクパクさせて、

「お、お人形ならあるわ！」

「お人形？」

「う、うん、いま持ってくるね！」

　クレアは嬉うれしそうに頷うなずくと、足早に客間の外に出ていった。

「……なんですの？」

　きょとんとして、待っていると──

　やがて、両手にたくさんのぬいぐるみを抱えたクレアが戻ってきた。

　その全部が、可愛かわいらしい猫のぬいぐるみだ。

「はい。好きな猫さんを選んでいいわよ」

　クレアは絨じゆう毯たんの上に猫のぬいぐるみを並べると、

「これを貸してあげる。一番お気に入りの猫さん……」

　戸惑うリンスレットに、赤い猫のぬいぐるみを押しつけた。

「にゃーにゃー♪」

「……」

「にゃー？」

「……あなた、わたくしを馬ば鹿かにしていますの？」

　リンスレットは猫のぬいぐるみをぽいっと投げ捨てた。

「……え？」

「お人形遊びなんて子供っぽいこと、するはずがないでしょう！」

「……ご、ごめん」

　クレアはまたしゅんとしてしまった。

（……い、いまのは、ちょっと悪いことをしましたかしら）

　……そんな悲しそうな表情をされると、さすがに胸が痛む。

　リンスレットは、こほんと咳せき払ばらいすると、

「お、お人形以外に、なにか退屈をまぎらわせるものはありませんの？」

「う、うん、えっと、それじゃあ……お話の本は？」

「お話の本？」

　リンスレットは思わず訊きき返した。

「あなた、ひょっとして、本が読めるんですの？」

「うんっ、ルビア姉様に読み方を教えてもらったの！」

　クレアはまたぱたぱたと駆けていくと、こんどは山積みの本を抱えて戻ってきた。

「すごい量ですわね……」

「私、面白い本が大好きなの。あなたは？」

「……ま、まあ、読みますわよ。政治学とか、歴史書とか、精霊学の本なら」

　リンスレットは見み栄えを張って言った。

「わ、すごい！　わ、私はね、お話の書いてある本が好きなの！」

　さっきまでおどおどしていた少女は、本の話になると目を輝かせた。

「これとか、これとか、これとこれも、すごく面白いのよ！」

　リンスレットの前に、お気に入りの本をつぎつぎと並べてみせる。

「ふ、ふん、お話の本なんて、子供の読むものですわ！」

　小説に興味のないリンスレットは、ツンとそっぽを向いた。

「でも、すごく面白いよ……」

　悲しそうに本を片付けるクレア。

「……もっと面白いことはないんですの？」

「えっと……」

　クレアは困ったように口をつぐむと、

「えいっ……」

　おもむろに、びろーんと自分の頬ほおをひっぱった。

「……な、なにをしていますの？」

「面白い顔……」

「……」

　リンスレットは大きなため息をついた。

「……はあ、お父様たちのお話、どのくらいかかるのかしら」

「夕方くらいまでかかるって、おっしゃっていたわ」

「夕方ですって!?」

　リンスレットの顔がひきつった。

「冗談でしょう、退屈で死んでしまいますわ！」

「うん、だから一緒に本を読もうよ」

「本……」

　そのとき、ふと、リンスレットはあることを思い出した。

「そういえば、エルステイン家の地下にある〈封印書庫〉には、秘蔵の魔術書のコレクションがあると聞いたことがありますわ」

　エルステイン家の封印書庫の噂うわさは、帝国の貴族のあいだでは広く知られていた。

　なんでも、精霊使い垂すい涎ぜんの稀き覯こう本ぼんが数多く揃そろっているらしい。

　そこなら、リンスレットの興味を惹ひくような本があるかもしれない。

「退屈をまぎらわすには、ちょうどいいですわね！」

　勢いよく立ち上がったリンスレットを、クレアがあわてて止めた。

「だ、だめよ！　お父様から、この部屋にいるようにといわれているわ。それに、地下の書庫には危険な封印指定の魔術書もあるって──」

「あら、怖いんですの？」

　リンスレットは挑発するように言った。

「それは……」

「べつにあなたはついてこなくていいんですのよ。一人で探しますわ」

「あ、ま、待って──リンスレットちゃん！」

　部屋の外に出て行くリンスレットを、クレアはぱたぱたと追いかける。

　リンスレットは扉の前で立ち止まると、振り返ってクレアを睨にらんだ。
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「ちょっと、誰だれが名前を呼ぶことを許可しましたの？」

「……え？」

　きょとんとするクレアに、ビシッと人差し指を突きつける。

「いいこと？　わたくしのことは、ローレンフロスト伯令嬢とお呼びなさい」

「でも、お友達は名前で呼び合うものだって、お姉様が──」

「だ、誰があなたのお友達になったんですのっ！」

「ふぁっ……」

　リンスレットが怒鳴ると、クレアは涙目になってあとずさった。

「……ふん、わたくし、泣き虫の臆おく病びよう者ものを友人とは認めませんのよ」

　リンスレットはふいっとそっぽを向くと、一人ですたすた歩いていった。





　　　　◇






「──ここですわね」

　例の〈封印書庫〉は、別館の図書館の中にあった。

　リンスレットの目の前には、頑丈そうな鉄の扉が立ちはだかっている。

「……む、鍵かぎがかかっていますのね」

　考えてみれば当然だ。書庫には危険な魔術書が何百冊と納められているのだから。

「うん、だから、もうお部屋に戻ろうよ」

　クレアがくいくいっとドレスの裾すそを引っぱる。

「寝言は結構ですわ。この程度の鍵、このわたくしにかかれば──」

　リンスレットは不敵に微笑ほほえむと、小声で精霊語の呪じゆ文もんを唱えはじめた。

　すると、たちまち鍵穴にピタリと合った氷の鍵が出現する。

　くるっと回すと、扉は重い音をたてて開いた。

「すごい……！」

「ふっ、アレイシア精霊学院に入学するつもりなら、これくらいできて当然ですわ」

　鉄の扉の奥には、下に続く長い階段があった。

　明かりはなく、真まっ暗くらな闇やみが続いている。

　なんだか不気味なものを感じて、リンスレットはわずかに肩を震わせた。

「ほ、本当に入るの？」

「あら、怖おじ気けづいたんですの？」

「……聞いたことがあるの。古い本には、悪い精霊が宿っているって」

「ふん、やっぱり怖いんですのね」

　リンスレットは呆あきれたように言った。

「正直、落胆しましたわ。〈炎の巫み女こ〉の家系であるエルステイン家の娘が、こんな臆おく病びよう者ものだったなんて。妹のあなたがこれでは、姉君もたいしたこと──」

「姉様のことを悪くいうのはやめて！」

　クレアの凜りんとした声に、リンスレットはハッと口をつぐんだ。

「あたしは姉様の妹よ。臆病者なんかじゃないわ」

　紅玉ルビーの瞳ひとみに涙を浮かべ、彼女はリンスレットを睨にらんでくる。

「……そう」

　リンスレットはふっと肩をすくめた。

「いいわ。だったら、ついてきなさいな」

「……わ、わかったわ」

　決心したように、こくっと頷うなずくクレア。

（……一応、意地はあるようですわね）

　二人は地下へ続く階段を下りていった。

「暗いですわ。ランプか精霊鉱石の明かりはないのかしら？」

　リンスレットが呟つぶやくと、

「──炎よ、照らせ」

　クレアが手のひらに輝く炎を灯ともした。

「あら、あなた、精霊魔術が使えますの？」

　リンスレットは驚いた。この歳で精霊魔術を使えるというのは、たいした才能だ。

「基礎は姉様に教えてもらったから」

「ふうん、さすがに、炎を司つかさどるエルステイン家の娘ですわね。もっとも、わたくしほどではないですけれど」

　──と、そのとき。ふと、あることに思いあたる。

　初級とはいえ、火の属性を備えた精霊魔術を行使できるということは──

「あなた、ひょっとして、もう契約精霊がいるんですの？」

「ええ、いるわ」

　クレアはこくっと頷いた。

「本当に？」

　ますます驚きだった。契約精霊がいるということは、ほとんど一人前の精霊使いだ。

「ちょっと見せてみなさいな。あなたの契約精霊」

「だめよ。力が未熟なうちは、みだりに精霊を召喚してはいけないのよ」

　正論を返してくるクレア。だが、リンスレットは引き下がらない。

「あら、見せたくないということは、そんなに格の低い精霊なのかしら？」

「ち、ちがうわっ、〈スカーレット〉はとっても強い精霊よ！」

「でしたら、その証拠を見せてくださいな」

「……～っ！」

　クレアは、しばらく迷っていたが──

　精霊使いが契約精霊を侮られて、平気でいられるはずがない。

　やがて、意を決したように頷うなずくと、

「……いいわ、特別に見せてあげる」

　ドレススカートの内側から、一本の白いチョークを取りだした。

　たどたどしい手つきで階段の壁に魔術方陣を描き、精霊語の召喚式サモナルを唱えはじめる。

　──紅あかき焔ほのおの守護者よ、眠らぬ炉ろの番人よ！

　──いまこそ我が契約に従い、我が下に馳はせ参さんじ給たまえ！

　瞬間、彼女の右手の甲に、〈炎〉を模した〈精霊刻印〉が浮かびあがった。

　魔術方陣の中心から小さな火の玉が生まれ、たちまち炎を纏まとう火猫ヘルキヤツトの姿になる。

　栗り鼠すくらいの大きさの、小さくて可愛かわいらしい火猫だ。

「スカーレットっていうのよ」

　クレアは炎を纏う火猫をそっと抱き上げた。

「あら、ずいぶん小さいんですのね」

　リンスレットがふっと余裕の笑みをうかべると、

「ち、小さくても、スカーレットは強いんだから！」

　クレアはむっと頬ほおを膨らませた。

「まあ、契約精霊を召喚できたことは評価してさしあげますわ。けれど、わたくしの〈フェンリル〉には到底およびませんわね」

〈フェンリル〉は、リンスレットの六歳の誕生日に契約した、高位の魔氷精霊だ。

　クレアと同じように壁に魔術方陣を描くと、精霊語の召喚式を唱える。

　──凍いてつく氷牙の獣よ、冷徹なる森の狩人かりゆうどよ！

　──いまこそ血の契約に従い、我が下に馳せ参じ給え！

　右手に浮かびあがる、〈氷〉を象かたどった〈精霊刻印〉。

　と、階段の通路に激しい氷風が吹き荒れ──

　虚空から、大きな白狼があらわれた。

「すごい……！」

　クレアが紅玉ルビーの瞳ひとみを見開いた。

「ふふん、そうでしょう？」

「……可愛い！」

　リンスレットはずっこけた。

「か、可愛くなどありませんわっ、フェンリルは凶暴な白狼なのですわよ！」

「くぅーん……」

　主人に可愛かわいくないといわれたフェンリルが、悲しそうに鳴く。

「そんなことないわ。すごく可愛いもの」

　クレアがフェンリルの毛皮をモフモフ触ると、

「き、気軽に触らないでくださいな！」

　リンスレットはパチンと指を鳴らし、契約精霊を〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に戻してしまった。

「あっ……」

「さあ、行きますわよ」

「ま、まってよー！」

　クレアもスカーレットを戻すと、あわててリンスレットのあとを追う。

　──二人は地下に続く階段を延々と下りていった。

「ずいぶん長いですわね。まだ、下がありますの？」

「リンスレットちゃん、もう戻ったほうがいいんじゃないかな……」

「リンスレットちゃんはやめなさいと言ったでしょう！」

「う、うん……ごめん、リンスレットちゃん」

「はあっ、もういいですわ！」

　リンスレットは呆あきれたようにため息をつく。

　やがて、地下へ続く階段が終わり、二人はようやく〈封印書庫〉に到達した。

　天井の高い大広間だ。空気が冷たい。

　クレアが炎の明かりをかざすと、背の高い書架がたくさんあった。

「これが、有名な封印書庫ですのね」

「うん、すごい本の量……！」

　クレアもここに足を踏み入れたのは初めてらしく、興奮を隠しきれない様子だ。

　書架には、いかにもいわくありげな魔術書がコレクションされている。

「──これは儀式について書かれた本かしら」

　そのうちの一冊を、リンスレットはおもむろに手にとった。

　表紙の埃ほこりをはらい、本を開いた途端、

「きゃあっ！　な、なんですのこれは！」

　顔を真まっ赤かにして、あわてて本を投げ捨てた。

「ど、どうしたの！」

「と、殿方と、手をつないでいる絵が描いてありましたわ！」

「……て、手を!?」

　クレアは半信半疑の表情で、おそるおそる、そーっと本をめくった。

「ふああっ、こ、こっちは、う、腕を組んでいるわ！」

「な、なな、なんてはしたないんですの！」

　きゃあきゃあと叫ぶ二人。

　箱入りで育った貴族のお嬢様にとって、その本はあまりに刺激的すぎた。

　バタンッ──と、リンスレットが乱暴に本を閉じる。

「こ、これは大人の読む本ですわ！　ほかの本を探しましょう！」

「う、うん、そうね……！」

　二人は顔を赤らめて、こくこく頷うなずきあった。





　　　　◇






　──それから、数十分後。

　リンスレットは本棚から集めてきた本を、ドサッと床に積み上げた。

「……ふう、来たかいがありましたわね。すごいコレクションですわ」

　なにやら複雑な図形の描かれた、古い革表紙の本をぽんと叩たたく。

　内容はよくわからないが、なるべく装丁が豪華で、難しそうな本を集めてきたのだ。

「リンスレットちゃん、精霊語の本が読めるの？」

　その中の一冊を手に取って、クレアが驚きの声をあげる。

　リンスレットはむっと口をつぐんだ。幼い頃ころから英才教育を受けてきたリンスレットだが、さすがに、まだ精霊語の解読はできない。

「あ、あなたは読めますの？」

「うん、ちょっとだけなら。姉様が教えてくれたから」

　こくっと頷くクレア。

　途端、リンスレットは不機嫌そうに頬ほおを膨らませ、

「な、生意気ですわ！」

「ふあっ、りんふれっほひゃん、いひゃい！」

　クレアのほっぺたをむぎゅーっとひっぱる。

　と、そのとき。

「……？」

　クレアの肩がわずかにこわばった。

「どうしたんですの？」

　不審に思い、頬をひっぱる手を離すと、

「う、うん、いま、なにか──嫌な寒さむ気けがしたの」

「寒気？」

　リンスレットは眉まゆをひそめた。

　地下書庫の空気はひんやりしているが、寒さむ気けまでは感じない。

「ちょっと、おどかさないでくださいな」

「でも、本当に──」

　ヒョオオオオオオオオオ──

「……きゃっ!?」

　どこからか吹きつけてきた冷気に、リンスレットは思わず悲鳴を上げた。

「リンスレットちゃん……」

「だ、大丈夫、ただの隙すき間ま風かぜですわ」

「でも、さっきまで隙間風なんて吹いていなかったわ」

　不安そうに呟つぶやき、きょろきょろと周囲を見回すクレア。

　……まるでおびえる小動物のようだ。

（……もう、しかたないですわね）

　リンスレットは小さく肩をすくめると──

　震えるクレアの手を、ぎゅっと握った。

「……？」

「安心なさい。このわたくしがついていますわ」

「う、うん……」

　落ち着いたのか、クレアの手の震えがおさまる。

「……リンスレットちゃんの手、あったかい。姉様みたい」

「な、なにをいいますのっ！　わたくしは冷たい氷魔ですのよ！」

　リンスレットは顔を赤らめると、ふいっと目を逸そらした。

「それにしても、これは……」

　鳴り響く風の音は、ますます強くなっている。

　床に置いた本の頁ページがパラパラとめくれ、ドレスのスカートが舞い上がった。

　いったい、なにが起きているのか──

「……戻ったほうが、よさそうですわね」

　リンスレットが呟いた、その瞬間。




「──我ガ眠リを覚マスノハ、何者カ」




　地下室に、不気味な声が響きわたった。

「きゃあ！」

「な、なんですの!?」

「──我ガ眠リを覚マスノハ、何者カ！」

　今度は、さっきよりもはるかに大きな声が、並んだ書架を揺らしはじめる。

「……ふああっ!?」

　二人は身を寄せ合って縮み上がった。

「リンスレットちゃん、あ、あの本──」

　クレアが地面を指差して叫んだ。リンスレットの持ってきた魔術書の一冊だ。風によって開かれた頁ページが、青白い光を放はなっている。

「ひょっとして、本に封じられた〈封印精霊〉!?」

「なんですって!?」

〈封印精霊〉──その凶暴さゆえに、魔装具に封じられた精霊の総称。

　経験の浅い精霊使いにとって、最も恐れるべき存在だ。

「そ、そんな危険なものが、あの本の中に──きゃあっ！」

　地下書庫が鳴動し、天井から大量の塵ちりが降ってきた。

　そして──

「──我ガ眠リを覚マスノハ、何者カアアアアッ！」

　本の周囲に光の魔術方陣が展開。

　激しい閃せん光こうの中から、巨大な氷の彫刻が出現する──！

「……っ！」

　それは、竜──いや、全身が氷で形作られた大おお蜥蜴とかげだった。

　無論、そんなものが自然界の生物であるはずがない。

　精霊だ。──それも、きわめて強大な。

「アイスサラマンダー……」

　クレアが震える声で呟つぶやいた。

「知っていますの？」

「本で読んだことがあるわ。すごく凶暴な氷獣精霊だって……」

「……」

　クレアの言葉に、リンスレットはゴクリと息を呑のむ。

　魔術方陣から這はい出てきた氷の巨獣は、赤い瞳ひとみで二人を睨にらんだ。

「汝なんじ等らガ、我ガ供物カ……」

　長大な舌をチロチロと振るわせ、ゆっくりと近付いてくる。

　人語を解するということは、一応、それなりの知性はあるのだろうが、どうみても話の通じそうな精霊ではない。

（……やるしか、ないですわね！）

　リンスレットは覚悟を決めると、口の中で素早く召喚式サモナルを唱えた。

「──我が命に応じ、出いでよ、魔氷精霊〈フェンリル〉！」

　刹せつ那な、虚空から白狼が出現。鋭い咆ほう哮こうを上げて氷獣に襲いかかる。

「や、やりましたわ！」

　魔術方陣の補助なしに呼びだせるかは、正直、危険な賭かけではあったが──

　自慢の魔氷精霊に、狩れない獲物はない。

　──が、つぎの瞬間。リンスレットの勝利の微笑ほほえみが凍りつく。

　氷獣の尾が大きくしなり、フェンリルの身体を弾はじき飛ばしたのだ。

　壁に叩たたきつけられたフェンリルは、たったの一撃で粉々に砕け散った。

「そんな……！」

　リンスレットの喉のどから、かすれた悲鳴がもれる。

　魔氷精霊〈フェンリル〉は、ローレンフロスト家に代々仕える高位精霊。そこらの封印精霊などよりは、はるかに格上の存在だ。

　だが、契約者であるリンスレットのほうは、まだ六歳の子供にすぎない。精霊使いとして未熟すぎるため、本来の力をほとんど引き出すことができないのだ。

「──愚カナ娘ダ」

　氷獣の長く冷たい舌が、ペロリとリンスレットの頬ほおを撫なでた。

「あ、ああ……」

　全身の肌がゾッと粟あわ立だち、恐怖で足がすくむ。

（わたくしのせいですわ……）

　リンスレットは激しく後悔した。

　クレアの言う通り、部屋でおとなしくお人形遊びでもしていればよかったのだ。

（わたくしのせいで、この娘こまで──）

　背後に視線をやると、クレアはぺたんと膝ひざをついて震えていた。

「クレア、あなただけでもお逃げなさい！」

「そ、そんなのだめよ……！」

　クレアは激しく首を振る。

「いいからお逃げなさい。弱き者を守ることこそ、高貴なる者の務めノブレス・オブリージユですわ！」

　リンスレットは震える声で叫ぶと、近付いてくる氷獣の前に立ちはだかった。

「リンスレットちゃん!?」

「早く、いまのうちに！」

「嫌よ！　友達を置いて逃げるなんて、できるわけないでしょ！」

「クレア──」

　刹那、巨大な氷獣の爪が閃ひらめいた。

「きゃあああっ！」

　リンスレットの小さな身体は軽々と吹っ飛び、書架に叩きつけられる。

　鈍い激突音が響き、衝撃で大量の本が落ちてくる。

　斬きり裂かれた白いドレスが、真まっ赤かな血の色に染まった。

「──……っ!?」

　クレアの喉のどから、鋭い悲鳴がほとばしった。

「……あ、っ……くっ……」

「リンスレットちゃん、しっかりして！　リンスレットちゃん！」

　クレアの声が遠くに聞こえる。

　全身から血の気けが引いていくのがわかる。

（わたくし、本当に愚かでしたわ……）

　朦もう朧ろうとした意識の中で──

　渦巻くのは後悔の思いだ。

　……なんでもできると思っていた。怖いものなんて何もなかった。

　それが幼い自惚うぬぼれでしかなかったことに、いまのいままで気付かなかった。

（せめて、この娘こは……）

　自分のことを友達と呼んでくれた、この娘こだけは助けたい。

「はや……く、逃げな……さい……」

「……るさない」

「え？」

　いまにも意識を失いそうな彼女の耳もとで、そんな声が聞こえた。

「──絶対に許さない！」

「……っ！」

　ようやく、それがクレアの声だと気付く。

　紅あかいツーテールの髪が、燃える炎のように揺れていた。

（……な、なんですの？）

　身体が熱い。周囲の温度が上がっているのだ。

　炎を宿す紅玉ルビーの瞳ひとみが、〈アイスサラマンダー〉を射い貫ぬくように睨にらむ。

　ゆっくりと近付いていた氷獣が、一瞬、恐怖を覚えたように動きを止めた。

「──無より生まれよ、滅びを司つかさどる紅き炎よ！」

　唇から紡がれる、精霊語の詠唱。

　略式詠唱ではない。魔術の威力を最大限に引き出す、真詠唱だ。

　たちまち、渦巻く紅ぐ蓮れんの炎がクレアの両手の中に集まった。

　その信じられない光景に、リンスレットの意識が覚かく醒せいする。

「──まさか、〈火炎球フアイアーボール〉!?」

　炎属性の中位攻撃魔術だ。六歳の少女が使えるような魔術ではない。

　アイスサラマンダーが咆ほう哮こうする。

　詠唱を阻止するように、鋭い爪が襲いかかる──

　寸前、精霊魔術が完成した。

「喰くらえ、灼しやく熱ねつの劫ごう火か球──〈火炎球フアイアーボール〉！」

　ほとばしる劫ごう焔えんが周囲の空気を巻きこみ、氷獣に向かって襲いかかる。

　吹き荒れる爆風を予想して、リンスレットは反射的に額ひたいをかばった。

　だが──

「……？」

　魔術が直撃したにも関かかわらず、爆発は起きない。

（……あれは、なんですの!?）

　熱波にゆらめく空気の向こうで──

　燃え盛る紅蓮の炎が、氷の精霊をむさぼり喰っていた。

　まるで、大型の肉食獣が狩りの獲物を屠ほふるように。

　炎そのものに意志があるかのような動きで、精霊を執しつ拗ように喰くらっている。

　──あれは、本当に〈火炎球〉の魔術なのか？

「……」

　やがて、氷獣の断末魔の絶叫と共に、紅ぐ蓮れんの炎は虚空に消滅した。

「はあっ、はあっ、はあっ……」

　炎を解き放はなったクレアは、脱力してその場に膝ひざをついた。

「……あ、あなた、そんなすごい魔術を使えましたの？」

　血の滲にじむ脇わき腹ばらを押さえながら、リンスレットが声をかける。

「う、うん……でも、お父様は絶対に使うなって……くっ……！」

「あなた、手が!?」

　リンスレットはハッと息を呑のんだ。

　……クレアの手は、ひどい火傷やけどになっていた。

「へ、平気よ、これくらい……」

　痛みに顔をしかめながら、クレアは強がるように微笑ほほえむ。

　リンスレットはふっとため息をついた。

「……まったく。泣き虫のくせに、無む茶ちやをしますのね」

「……」

　答えはない。気力も神威カムイも使い果たしたのか、クレアは眠るように気を失った。

　そんな彼女の頬ほおに、リンスレットは優しく手をあて、

「クレア・エルステイン──」

　そっと呟つぶやく。

「あなたを、わたくしの宿命のライバルとして認めてさしあげますわ」





　　　　◇






「これが、わたくしとあの娘この最初の出会い──」

　リンスレットは話を終えると、静かに紅茶のカップを置いた。

「そのあと、異変に気付いたお父様たちが助けに来てくださったのですけど、クレアもわたくしも、ものすごく怒られましたわ」

「……なるほどな。まあ、二人が無事でよかったよ」

　カミトはホッと胸をなでおろした。

「それにしても、さすがにクレアの性格が違いすぎないか？」

「ええ、あの娘こが変わったのは、四年前のルビア様の事件からですもの。誰だれからも心を閉ざして、ひたすらに強い力を求めるようになったのは──」

「……」

　でも──と、リンスレットは続けて言った。

「最近になって、また心を開くようになってきましたわね。──そう、カミトさんと出会ってから」

「そういえば、出会った頃ころは俺おれを奴ど隷れいにしようとしてたしな」

　カミトは照れ隠しするように苦笑して、

「──ご馳ち走そうさま。そろそろ部屋に帰るよ」

　席をたった。

　……話を聞いていたら、ずいぶん長居してしまった。

　女の子の部屋に男が居座り続けるのは、マナー違反だろう。

「……そ、そうですか。もう少し居てくださってもいいですのに」

　残念そうに呟つぶやくリンスレット。

　──と、そのとき。コンコン、と部屋をノックする音。

「……はい？」

「リンスレット、あ、あたしよ──」

「クレア？」

　リンスレットが扉を開けると、そこに、小さな箱を手にさげたクレアがいた。

「どうしましたの？」

「……えっと、お菓子、昨日買ってきたのが余ってたから、食べる？」

　視線を逸そらしたまま、クレアは手にした箱をずいっと前に突き出した。

　……仲直りのきっかけ、ということだろうか。

　リンスレットは彼女の意図をくみとったようだ。

「あら、ちょうどいまお茶をしているところでしたのよ」

「あ、そうなんだ……え？」

　途端、部屋の中を覗のぞいたクレアの顔がひきつった。

「よお、クレア──」

「な、なによ……いままで、ずっと二人でいたの？」

「ええ。カミトさんと一緒に朝ご飯を食べていましたわ」

「……ふ、ふーん、そうなんだ。カミトと二人きりで」

　クレアの表情がみるみる不機嫌なものになる。

「あ、あんた、カミトはあたしのものなんだから、勝手に餌え付づけしないでよね！」

「あら、クレアのものはすなわち、わたくしのものですのよ」

　部屋の入り口で、バチバチと火花を散らしあう二人。

　そんな二人の様子を眺めながら──

（……なんだか、また喧けん嘩かが始まりそうだな）

　カミトは、やれやれとため息をついた。






第四章　デート・ウィズ・ドラゴン






　明け方。代表選手の宿泊する城館から離れた平野に──

　暗くら闇やみに向かって手をかざす、黒髪の少女がいた。

「あまねく光を打ち砕く、黒き邪竜の御み魂たまよ──」

　少女の唇からこぼれる、精霊語の召喚式サモナル。

　周囲に放はなたれる神威カムイの輝きが、召喚される精霊の強大さを物語っている。

「汝なんじ、我の命に従い、我が敵を滅却せよ！」

　凜りんとした叫びが夜の静寂に響きわたった、刹せつ那な。

　オオオオオオオオンッ！

　夜を引き裂き、漆黒の竜が虚空から出現する。

　竜精霊〈ニーズヘッグ〉──ドラクニア竜公国の誇る最強クラスの精霊だ。

　巨大な竜精霊の咆ほう哮こうに大気が歪ゆがみ、そして──

　紅あかい閃せん光こうが爆はぜた。

　轟ごう音おんとともに大地が抉えぐれ、土砂は灼しやく熱ねつの溶岩となって舞いあがる。

　閃光が消えた直後──

　目の前の平野は、一直線に焼き払われていた。

　戦術級の軍用精霊にも匹敵する、すさまじい破壊力。

　だが、破壊の痕こん跡せきをみつめる少女の眼まな差ざしは厳しいままだ。

　……どうやら、満足のいく結果ではなかったらしい。

「やはり、集中力が乱れていますね……」

　少女──竜皇騎士団長、レオノーラ・ランカスターは、重いため息をついた。

　……どうにも本調子に戻れない。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の期間中、彼女はずっと不調だった。

　それでも決勝進出を果たせたのは、ひとえにチームメイトの協力と彼女の実力の高さゆえだが、さすがにこのままでは、優勝を争うのは厳しい。ベストでないコンディションで勝ち抜けるほど〈精霊剣舞祭〉は甘くはない。

　剣の腕が衰えたわけではない。身体をめぐる神威カムイの流れも正常だ。

　けれど、あの日から、何かがおかしい。

　そう、あの男の精霊使い──カゼハヤ・カミトと剣を交わした、あの日から。

「……っ！」

　彼の顔を脳のう裏りに思い浮かべた途端、頬ほおがカアッと熱くなった。

　呼吸が速くなり、心臓が激しく脈打つ。

〈竜の血ドラゴンブラツド〉が暴走するときの昂たかぶりとも似ているが、微妙に違う。

（これはいったい、どういうことなのでしょうか……）

　数日間にわたる不調の原因が、あの男にあることは間違いない。

　ならば──

「──やはり、確かめるしかないですね」

　……思い付いたのは、竜の国の娘らしい、直接的な解決方法だった。





　　　　◇






　リンスレットの部屋で朝食をとったあと、カミトは自室のベッドで微睡まどろんでいた。

　……人間にとって最も幸福な時間。二度寝タイムというやつだ。

　ふああ、と大きくあくびしてから、カミトは寝ね惚ぼけまなこをこすった。

「……さて、午後はなにをして過ごすかな」

　壁の時計を見るとまだ正午前だ。

　このままベッドにもぐって、三度寝をするのもアリだが──

「……けど、さすがにもったいないよな」

　と、思いなおす。

　なにしろ、この〈浮遊島ラグナ・イース〉の繁華街には、大陸各国が〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のために贅ぜいをこらして作った遊興施設がたくさんあるのだ。それを堪能しておかない手はない。

「クレアたちも誘ってみるか──」

　思い付いて、ベッドから立ち上がろうとすると、

「……ん？」

　ベッドの中でもぞもぞと蠢うごめく気配がする。

　これは、ひょっとして──

「エスト!?」

　バッとシーツをはねのけると、

「……」

　そこには予想通り、白銀の髪の剣精霊がもぐりこんでいた。

「カミト、おはようございます」

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみで、無表情にカミトを見つめるエスト。

「エスト、勝手にベッドに入ってくるのは──って、なんだその格好は!?」

　言葉の途中で、カミトは目を見開いた。

　……エストは、普段着の裸ニーソではなかった。

　この剣精霊にしては大変めずらしいことに、裸身を隠すための衣装を着ていたのだ。

　白地に美しい緋ひ色いろのラインの入った、異国風のデザインだ。襟から覗のぞく鎖さ骨こつ、大胆に開いたスリットから覗く肌が妙に艶なまめかしい。

　……どことなく、三年前の〈精霊剣舞祭〉でカミトが着せられた、レン・アッシュベルの衣装に似ているような気がした。

「はい、カミト。これはオトーフの国の巫み女こ装しよう束ぞくというものです」

　大きくあまった袖そで口ぐちから、ちょこんと指先を出しながら、答えるエスト。

　……そのしぐさがなんとも可愛かわいらしい。

「……オトーフの国って、ひょっとして、俺おれの生まれ故郷のことか？」

　カミトが〈教きよう導どう院いん〉に連れてこられる前にいたという、遙はるか東方の島国のことだ。

　カミトには、その頃ころの記憶は、ほとんどないのだが──

「はい。カミトの故郷の巫女装束、気に入っていただけましたか？」

　エストは小首を傾かしげると、ベッドの上で長い袖をヒラヒラさせた。

　その拍子に肩口がはだけ、華きや奢しやな鎖骨がチラッと覗く。

　カミトはカアッと顔を赤らめ、あわてて目を逸そらした。

「……カミト？」

「あ、ああ、すごく可愛い……ぞ」

　ゴクリと唾つばを呑のみこみ、ようやくそれだけを口にした。

「ふぁ、カミト……」

　いつも無表情なエストの顔が、ほんのわずかにほころぶ。

　本当は、勝手にベッドに忍びこんできたことを怒らなくてはいけないのだが、カミトを喜ばせるために、わざわざ故郷の衣装を着てくれたのだ。

　……それを考えると、とても怒る気にはなれない。

「カミト、大好きです……ちゅっ♪」

「……っ!?」

　はらりと巫み女こ装しよう束ぞくをはだけたエストが、カミトの頬ほおにキスをする。

　雪のように白い肌。小さな胸の膨らみがチラチラと視界に入る。

「エ、エスト、服を脱いじゃだめだ！」

「……なぜ、ですか？」

　きょとんと首を傾かしげる剣精霊。

「そ、それはだな……」

　カミトが困りはてた、そのときだ。

　ガシャアアアアン！

　突然、部屋の窓が砕け散った。

「……な、なんだ!?」

　驚いたカミトが背後を振り返る。

　と。

「……うわ！」

　……窓の外に、大きな竜がいた。

　巨大な翼で羽ばたくレッド・ドラゴンだ。

「こ、ここ、この変態っ、いたいけな少女精霊になにをしている！」

　その背に乗った少女が鋭くカミトを睨にらみつけた。

　一応、見たことのある少女だ。

（たしか、〈竜皇騎士団〉の副団長、ユーリ・エルシッド!?）

「ふん……」

　竜騎士の少女──ユーリは不機嫌そうに鼻を鳴らし、部屋の中に飛びこんできた。

「な、なんだよおまえ、いったいなんの用だ!?」

　カミトはエストを背後にかばいながら叫んだ。

（……まさか、俺おれを襲撃しにきたのか？）

　しかし、あの名高い〈竜皇騎士団〉が、そんな手段をとるとは思えない。

「くっ、なぜレオノーラ様はこのような変態に……」

　イライラと髪をかきまわしながら、呟つぶやくユーリ。

「レオノーラがどうかしたのか？」

　カミトは訝いぶかしげに訊たずねるが、

「ふん、私はこれを貴様に渡しにきただけだ。あとは自分で確かめるがいい」

　そう言うと、ユーリは軍服の懐から便びん箋せんを取りだし、テーブルの上に叩たたきつけた。

　ただの便箋ではない。抽象化された竜の図柄──正式な外交文書に用いられる、ドラクニア竜公国の紋章印で封をしてある。

「お、おい、これはどういう意味だ？」

「たしかに渡したからな、オルデシアの変態鬼畜魔王！」

　呼び止める隙すきもあらばこそ。

　竜騎士の少女はさっと踵きびすを返すと、窓の外で羽ばたく赤竜に飛び乗った。

「……いったい、なんなんだ？」

　彼方かなたへ飛び去っていく竜を見つめながら、呆ぼう然ぜんと呟つぶやくカミト。

　テーブルの上の便箋を開くと、そこには几帳面な字でこう書いてあった。

「午後二時に〈聖アレイシア広場〉で待つ──か」

　カミトはちょっと思案して、

「……まさか、決闘状？」

　先の〈嵐の如き乱舞テンペスト〉において、レオノーラとの剣舞は引き分けという中途半端な結果に終わっている。しかも、その勝負は、エストを失ったカミトと〈竜の血ドラゴンブラツド〉によって暴走したレオノーラという、きわめて特殊な状態での対戦だった。

　騎士である彼女が、まっとうな形での再戦を望むのも、わからなくはない。

　だが、決闘が目的なら、待ち合わせに人で賑にぎわう広場を指定してくるのはおかしい。

（……というか、どのみち明日の決勝戦で戦うんじゃないのか？）

　どうにも、レオノーラの考えが読めない。

　彼女の性格からして、こちらを陥れる罠わなということはないだろうが。

　カミトは壁にかかっている時計を見た。

　指定の時間まで、あと一時間ほどだ。

「まあ、行ってみればわかることか……」

　手紙を懐にしまうと、エストのほうを振り向く。

「エスト、ちょっと出かけてくる」

「カミト、私と遊んでくれないのですか？」

「悪い。夕方までには戻ってくるから、な」

「……わかりました。カミト」

　両手を合わせて謝ると、エストはこくっとうなずいてくれた。

「さて、話し合いでなんとかなるといいけどな……」





　　　　◇






「……む、あれはカミト？」

〈チーム・スカーレット〉の滞在する城館の門前。

　実家であるファーレンガルト家への報告を終えて帰ってきたエリスは、門から出ていこうとするカミトの姿を遠くに発見した。

　近くにクレアやエストの姿はない。どうやら一人のようだ。

（……こ、これはチャンスだ！）

　ドキッと胸を弾ませ、声をかけようと息を吸いこむが、

（……いや、まて）

　ふと、思いなおして口をつぐむ。

　……なんだか、様子がおかしい。

　街へ遊びにいくなら、間違いなくクレアたちを誘うはずだ。こんな場所で、一人で外に出かけなければならない用事があるとも思えない。

（怪しいな……）

　普段から、風紀委のような役目をしているエリスの勘が働いた。

　もしや、街でいかがわしい遊びをするつもりなのではないだろうか？

（……まさかとは思うが、たしかめる必要があるな）

　エリスは風の精霊魔術で足音を消すと、こっそりカミトのあとをついていった。





　　　　◇






　そんなわけで──

　約束の時間の少し前に、カミトは〈聖アレイシア広場〉にやってきた。

　広場の中央にある聖女アレイシアの像の前でレオノーラの姿を探すが、それらしい姿はまだあらわれない。

　しかたなしに立っていると、周囲からヒソヒソ噂うわさする声が聞こえてきた。

「ほら、例の淫いん王おうよ。こんな場所でなにをしているのかしら？」「きっと奴ど隷れいにする女の子を見つくろっているんだわ」「なんておぞましい……」「目を合わせたらだめよ。子供ができちゃう」「レン・アッシュベル様に成敗されればいいのに」

　広場を行き交う娘たちの冷ややかな視線が突き刺さる。

（……なんだか、死にたくなってきた）

　カミトがいたたまれない思いで立っていると、時計台の秒針が二時を指した。

　と、その瞬間ピッタリに──

「──お待たせしました。カゼハヤ・カミト」

　凜りんとした清澄な声がかけられる。

「……レオノーラ!?」

　すっと背後からあらわれた少女の姿に、カミトは思わず息を呑のんだ。

　彼女が身に着けているのは、竜皇騎士団の軍服ではない。

　白いワンピースのドレスに、肩にかける小さなポーチ。

　トレードマークのベレー帽も、軍用ではなく、お洒落しやれな帽子になっている。ワンポイントのドラゴンの刺し繍しゆうが可愛かわいらしい。

（えっと、決闘の格好……じゃないよな、どう見ても）

　カミトがぽーっと見惚れていると、

「……カゼハヤ・カミト」

　レオノーラがむっとして口を開いた。

「な、なにか、言うことはないのですか？」

「あ、ああ……」

　カミトはハッと我にかえると、あわてて頷うなずいた。

「えっと、いつもの軍服じゃないんだな」

「はい」

「……」

「他ほかには？」

「……その、よく似合ってる。というか、あまりに可愛くて驚いた」

「……っ!?」

　途端、レオノーラの顔がカアッと真まっ赤かになった。

「な、なな、なにを言うのですっ、この変態！」

「なんでだよ！」

　……せっかく褒めたのに、変態呼ばわりとは心外だ。

「……や、やはり、心の乱れはあなたのせいで間違いないようですね！」

　顔を赤らめた状態で、むーっと恨めしそうにカミトを睨にらむレオノーラ。

　……なにがなんだかわからない。

　ともあれ──

「なんで俺おれを呼び出したんだ？」

　カミトは単刀直入に訊たずねた。

「それは……」

　すると、レオノーラは一瞬、戸惑うような顔になってから、

「あ、あなたに、責任をとってもらうためです！」

　カミトに向かって、ビシッとひとさし指を突きつけた。

「……は？」

　カミトはきょとんと首を傾かしげた。

「……責任って、どういうことだ？」

「あ、あなたのせいで、私は本来の力が出せなくなってしまった」

　レオノーラは恨めしい視線でカミトを睨にらんだ。

「……俺おれのせい？」

　ますます首をひねるカミト。

　いや、たしかに──

　カミトは彼女の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉を打ち砕いた。

　しかし、それは剣舞の中でのことだ。恨まれる筋合いはない。

　高潔な騎士である彼女は、そんな逆恨みをするようなタイプではないはずだが。

　そんなカミトの心中を察してか、レオノーラは首を横に振った。

「いいえ。私の〈竜殺しの聖剣〉は十分に回復しています。ただ──」

　きゅっと唇を強く噛かみしめて、

「な、なぜかはわかりませんが、いつもあなたのことを考えると、私の心が激しく乱れてしまうのです。剣舞の最中も、あなたの顔がよぎるたびに剣の冴さえが鈍る」
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　レオノーラの声はかすかに震えていた。

（なるほど……）

　カミトはなんとなく理解した。

　……カミトに負けたのが、よほど悔しかったのだろう。

　おそらく、あのときの敗北の経験が彼女から冷静さを失わせ、剣の冴えを鈍らせているに違いない──と、カミトはそう推論した。

（……ってことはやっぱり、もう一度、決闘しようってことなのか？）

　いま一度、正々堂々と戦い、カミトに勝利することによって、ふたたび自信を取り戻そうとしている──そういうことなのだろうか。

　しかし──

「で、ですからっ！」

　レオノーラはまた顔を赤らめながら、カミトにひとさし指を突きつけて──

「あなたには、今日一日、私と一緒に過ごしてもらいます！」

「……は？」

　そんな、まったく予想外の言葉を口にした。





　　　　◇






「な、なな、な……！」

　物陰に隠れてカミトを見守っていたエリスは、口をパクパクさせていた。

「なぜ、レオノーラ殿が……！」

　広場の中央で、カミトとレオノーラが楽しそうに会話をしている。

　しかも、レオノーラのほうはいつもの軍服姿ではなく、同性のエリスからみても魅力的な、可愛かわいらしい服装をしているのだ。

　……シチュエーションを見れば、デートであることに疑いはない。

　いや、エリスも本当のデートというものがどういうものか知らないのだが、昔、クレアから騎士団権限で没収した本で読んだことはあった。

「お、おのれカミト、まさか敵将にまで手をつけていたとは……！」

　眉まゆを吊つり上げ、きゅっと唇を噛かみしめる。

　カミトがどうしようもない天然魔王であることは承知していたが、まさか、ここまで節操がないとは思わなかったのだ。

「ゆ、許すわけにはいかん……！」

　決意したエリスが物陰から飛びだした。

　しかし──

「……む、ど、どこへ消えた？」

　いつのまにか、カミトたちの姿はひとごみにまぎれて消えていた。





　　　　◇






　──一方。もう一人、その場に居合わせた人物がいた。

「……はあ、本当に疲れたわ」

　腰まで伸ばした艶つややかな黒髪。憂いを含んだ薄うす闇やみ色いろの瞳ひとみ。

　オルデシア帝国第二王女、フィアナ・レイ・オルデシアだ。

　彼女は昨晩、帝国の用意した最高級ホテル〈ロイヤル・パレス〉に滞在し、皇帝に決勝進出の報告をしてきたのだった。

　……普段、チームメイトの前では余裕のある態度をとっている彼女だが、いまはとても機嫌が悪い。報告の場で、さんざん不愉快な思いをさせられたのだ。

　オルデシア皇帝、および身分の高い貴族たちは、表面上はフィアナを丁重に歓迎してくれた。だが、それは代表チームが〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝することが、帝国に大きな利益をもたらすからにすぎない。

　四年前、フィアナが〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉となったとき、まだ幼い彼女に対して、彼らがどれほど冷たい態度をとったか──

　あのときの仕打ちは、いまも深い傷きず痕あととなって残っている。

〈神しん儀ぎ院いん〉から放逐されたフィアナを、彼らはいまでも見下しているのだ。

（まあ、それはどうでもいいわね……）

　彼女が重い表情をしている理由は、それだけではない。

　今朝、〈ロイヤル・パレス〉を早々にチェックアウトした彼女は、〈古代図書館ビブリオン〉に立ち寄って、あることに関する文献を調べていたのだ。

　あのシェーラ・カーンがフィアナを捕らえたときにもらした言葉。

　──〈闇の精霊王〉に関する情報を。

　闇の精霊王──レン・アッシュドール。

　古代図書館で閲覧することができた文献によれば、それはアルファス教国の一部で信仰されている、六番目の〈精霊王〉の御み名ならしい。

（……シェーラは、カミト君が、その〈闇の精霊王〉の転生者だと言っていた）

　だとすれば、〈闇の精霊姫〉というのは、いかなる存在なのか。

　それに──

（もう一人のレン・アッシュベル──ルビア様も、カミト君に執着していた）

　……いったい、カミトの周囲でなにが起きているのか。

　なんにせよ、この〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の裏で、なにかが蠢うごめいているのは間違いない。

（カミト君……）

　彼女の抱える悩みは尽きない。いっそチームメイトに相談することも考えたが、そうなると、クレアにルビアのことを話さないわけにはいかなくなる。

　真実を知ったとき、彼女は、二度と立ち上がれなくなってしまうかもしれない。

（まだ、話すわけにはいかないわね……）

　と。

　重いため息をついた、そのときだ。

「……カミト君？」

　広場の雑踏の中に、カミトの姿を発見したのは。

（……こんな場所で、なにをしているのかしら？）

　カミトは聖女アレイシアの像の前で、誰だれかを待っているようだ。

（……でも、いったい誰を？）

　チームメイトの女の子なら、こんな場所で待ち合わせる必要はないはずだ。

　不審に思い、声をかけようと足を向けたところで、

「……っ!?」

　フィアナはピタッと足をとめた。

　カミトの前に、可愛かわいらしい服装をした、一人の少女があらわれたのだ。

（……あれは、〈竜皇騎士団〉のレオノーラ・ランカスター!?）

　フィアナは首を傾かしげた。

（……どうして、カミト君が敵チームのエースと待ち合わせを？）

　頭の中でぐるぐると渦巻く疑問。

　そのうちに──

　二言、三言、言葉を交わした二人は、大通りのほうへ消えていく。

「……」

　フィアナは数秒ほど、その場に立ち尽くした。

　……いま見た光景の意味を理解するために。

　そして──

「ふ、ふふ、ふ……なんだ、そういうことなのね」

　その表情がかすかに引ひき攣つった。

「私はカミト君のことでさんざん悩んでいたのに、カミト君はあいかわらず、お昼の魔王さんなのね……」

　薄うす闇やみ色いろの瞳ひとみからは虹こう彩さいが消え、全身から黒いオーラが立ちのぼる。

　その姿はまるで〈闇やみの精霊姫〉だ。

　と、そのとき。

「お、王女殿下？」

　背後から、そんな声をかけられる。

「……エリス？」

　振り向くと、ポニーテールの騎士団長がそこにいた。

「王女殿下、こんなところでいったいなにを？」

「あなたこそ、どうしてこんな場所に？」

「む、そ、それは……」

　フィアナが訊きき返すと、エリスは顔を赤らめ、誤ご魔ま化かすように言葉をにごした。

　いつも凜りんとした彼女にしてはめずらしい。

（……なるほど、ね）

　聡そう明めいなフィアナは、その態度の理由をすぐに理解した。

　おそらく、彼女も雑踏の中でカミトの姿を発見したのだろう。それで、二人を追いかけようとしていたに違いない。

（……どうしようかしら）

　エリスもまた、フィアナにとって強力な恋のライバルだ。

　というか、ある意味、チームの中ではこの娘こが一番大胆かもしれない。

（……けど、いまは共闘もやむをえないわね）

　悩んだすえに、フィアナはそう結論を下した。

　なにしろ、レオノーラのそちらの方面での脅威は未知数なのだ。

「ねえ、いまあそこにいたのってカミト君よね？」

「……あ、ああ、そのようだな」

　あとをつけていたことが気まずいのか、なおも誤魔化そうとするエリス。

「カミト君のあと、つけるんでしょ？　私も一緒に行くわ」

「……王女殿下？」

「ほらほら、カミト君がお昼の魔王になってしまってからでは遅いわよ」

「む、た、たしかに、そうだな。レオノーラ殿の身が心配だからな」

　エリスはこほんと咳せき払ばらいすると、こくっと頷うなずく。

　意気投合した二人は、雑踏に消えたカミトたちを探して駆けだした。
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「……」

　道をすれ違う人々のほとんどが、二人に訝いぶかしげな視線を向けてくる。

　無理もない。なにしろ決勝戦を争うチームのエース同士が一緒にいるのだから。

（なんだか、妙なことになっちまったな……）

　レオノーラの隣を並んで歩きながら、カミトは頭をかいた。

（……不調の原因が俺おれってのも、よくわからないが）

　そもそも、精霊使いの好不調は、精神、肉体の変調が大きく影響するものだ。

　ささいな心の傷が原因で精霊を呼びだせなくなることもあれば、逆に精神の高揚によって精霊の力が爆発的に増加することもある。ゆえに、カミトが原因と決めつけるレオノーラの態度は、やや不可解に思えるのだ。

　ともあれ、呼び出しの目的が決闘でなかったことには、感謝すべきなのだろう。

　カミトもちょうど暇をしていたところだし、あるいは、考えようによっては──

（……デート、だよな。これって）

　しかも、その相手はとびきり可愛かわいい美少女だ。

　ふと、そのことに気付いてしまったカミトは、こほんと咳せき払ばらいした。

「なあ、一緒に行動するのはいいが、どこか行くあてはあるのか？」

「あて、ですか？」

　レオノーラはふむと顎あごに手をあて、考えるようなしぐさをした。

「それは考えていませんでした。あなたと一緒ならどこでも構いませんが」

「そ、その言い方はいろいろ誤解を招くからな」

　顔を赤らめたカミトは、制服の胸もとから一枚の紙を取りだした。

　繁華街の店の場所と詳細などが書かれたパンフレットだ。

「せっかくいろいろ遊ぶ場所があるんだし、どこかに入ってみないか？」

「ふむ、あなたにしてはよい提案ですね」

　レオノーラは頷うなずくと、ひょいとパンフレットを覗のぞきこんだ。

「……っ！」

　鼻先をくすぐるシャンプーのいい匂においに、カミトの心臓がドキッと跳ねる。

　彼女の繊細な指先が地図の上をなぞり、ふいにある一点で止まった。

「ここに行ってみたいです」

「〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉記念館？」

〈神しん儀ぎ院いん〉が出資しているパビリオンだ。ここ数百年間の〈精霊剣舞祭〉に関する歴史的資料が展示されているらしい。

「デートの場所にしては、ちょっと固いチョイスだな」

　カミトがついそんな感想を洩もらすと、

「……デ、デデ、デート!?」

「あ、いや──」

「な、なにを勘違いしているのですかっ、この変態鬼畜魔王！」

　顔を真まっ赤かにして怒るレオノーラ。

　……いまにも〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉を抜き放はなちそうな勢いだ。

「す、すまん、デートじゃないよな、うん！」

「ふん、あたりまえですっ、この私が、そのようなふしだらなっ！」

　カミトからふいっと目を逸そらすと、彼女は足早に歩いていってしまう。

　……カミトはやれやれと肩をすくめた。
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〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉記念館は、繁華街の中心から離れた、静かな場所にあった。

　建物はまるで祭殿のような外観だ。

　娯楽性の薄いパビリオンのせいか、観光客の姿は少ない。

　建物の中に入った途端、周囲から訝いぶかしげな視線を向けられはしたが、さすがに声をかけてくる者はいなかった。〈精霊剣舞祭〉の代表選手にむやみに声をかけることは、貴族のあいだでマナー違反とされているのだ。

　カミトたちは指示されたコースに沿って展示物を見物した。廊下の壁には、かつて使われた戦術等の解説と、歴代優勝者の肖像画が飾られているようだ。

「さすがに、昔の資料はほとんどないみたいだな」

「ええ、とくにランバール戦争以前のものは。あの戦争で〈神しん儀ぎ院いん〉の書庫も焼け落ちてしまいましたから」

　横を歩くレオノーラが、くいっと眼鏡めがねを押し上げながら頷うなずいた。

「……あれ？　眼鏡、いつのまにかけたんだ？」

「わ、私が眼鏡をかけているのが、そんなにおかしいですか？」

　レオノーラがむっと不機嫌そうな顔でカミトを睨にらむ。

　そういえば、前に〈古代図書館ビブリオン〉で会ったときも、彼女は眼鏡をかけていた。

　たしか、細かい文字などを読むときだけは眼鏡をかけるのだったか。

「あ、いや、眼鏡もよく似合ってるぞ」

　カミトは正直な感想を口にした。裸眼のレオノーラも綺き麗れいだが、眼鏡バージョンの彼女は、なんだか大人っぽい魅力があってドキドキするのだ。

　すると──

「……～っ、な、なにをいうのですか！　この眼鏡フェチの変態！」

　レオノーラは顔を真まっ赤かにして、すたすた歩いていってしまった。

「なんでだよ……」

　はあ、とため息をつくカミト。

　──と、その視線がふいに、壁に刻まれたある名前に吸い寄せられる。

　二十四年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝者。

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉──グレイワース・シェルマイス。

「……」

　カミトは立ち止まると、そこに掲げられた肖像画をじっと見つめた。

　若い頃ころ、といってもいまも十分若いが──それはともかくとして、二十四年前、彼女が十五歳のときの姿を描いた肖像画だ。

　特徴的なアッシュブロンドの髪はそのままに、しかし、ずいぶんあどけなく、可愛かわいらしい顔立ちに描かれているようだ。

　カミトは過去に一度、グレイワースが若返ったときの姿を見たことがあるのだが、あのときは本当に一瞬だったので、ほとんど記憶にとどめていなかった。

（……あの魔女にも、こんな時代があったんだな）

　カミトは全盛期の〈黄昏の魔女〉の強さを知らない。

　……なんだか不思議な気分だった。

「カミト、なにをしているのですか」

　レオノーラに呼ばれ、カミトは彼女をあわてて追いかける。

　さらにコースを歩いていった先に、カーテンに覆われた大きな部屋があった。

「……特別展示室？」

　カミトは足を踏み入れて、

「ぐあ……」

　喉のどの奥からうめき声を上げる。

（う、迂う闊かつだった……！）

　まず視界に飛びこんできたのは──

　前回優勝者の姿が刺繍された、巨大なタペストリーだった。

　腰まで伸びた艶つややかな黒髪。白い異国風の衣装。

　そして、手にした漆黒の魔剣はまさしく──闇やみの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉だ。

　タペストリーだけではない。部屋の壁という壁に肖像画が描かれ、さらに中央には等身大の銅像まで置かれていた。

「な、なんだよ、この部屋は!?」

　カミトが頬ほおを引ひき攣つらせていると、

「特別展示室が作られるのは当然でしょう。彼女は歴代優勝者の中でも、圧倒的な人気があるのですから」

　レオノーラは黒い瞳ひとみを輝かせ、壁に描かれた彼女の姿に魅入っている。

「彼女の剣舞は、私の遠い目標です。──何よりも強く、そして気高い」

　……まさか、その当人が横に立っているとは夢にも思うまい。

「……」

　カミトもまた、タペストリーに描かれた、過去の自分の姿をじっと見据えた。

（俺おれの力は、まだあの頃ころの〈最強の剣舞姫〉にはおよばない……）

　いまの自分が、全盛期の力を取り戻しつつあるのはたしかだ。

　グレイワースの絶剣技も、肉体への負担はあるが、使えるようになってきた。

　だが、まだ届かない。彼女とのあいだには絶対的な壁がある。

「カミト？」

「……ん、ああ、悪い」

　レオノーラに声をかけられ、カミトの意識は現実に引き戻された。

「決勝では、私たちも歴史に残るような剣舞を舞いたいものですね」

「ああ、そうだな」

　眼鏡めがねを外して微笑ほほえむレオノーラに、カミトは力強く頷うなずき返した。

　──その後、記念館を出たところで、レオノーラが前を指差した。

「カミト、あそこでパンを売っていますよ」

「うん？」

　カミトが目を向けると、たしかに、出口の前に小さな屋台のパン屋があった。

　ガラスのケースに焼きたてのパンが並べられ、いい匂においを漂わせている。

「へえ、うまそうだな。ひとつ買って……なっ!?」

　ガラスケースに近付いたカミトは絶句した。

　そこに並べられていたのは──

　なんと、大量の〈レン・アッシュベル〉パンだったのだ。

　ふっくら焼き上がったパンの表面には、カミトの〈精霊刻印〉そっくりの紋様が、チョコレートでデコレーションされている。

「な、なんだよこれ、俺は許可してないぞ！」

「……許可？」

「あ、いや……」

　あわてて誤ご魔ま化かすカミト。

「これはいいですね。ユーリたちへのお土産に買っていきましょう」

「買うのかよ……」

　カミトは呆あきれてため息をついた。
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「……はむっ。なかなかよい味ですね」

「ああ、味はまともだな」

　カミトたちは、先ほど買ったパンを食べながら、繁華街を並んで歩いていた。

　パンにはチョコレートが入っているのだが、どうやら、このチョコレートは〈闇やみの魔剣〉をあらわしているらしく、意外と芸が細かい。

「……レスティアも、まさかパンの具になっているとは思わないだろうな」

「カミト、なにか言いましたか？」

「いや、なんでもない……ん」

　ふと、カミトはレオノーラの口もとに目をやった。

「チョコレート、ついてるぞ」

「え？」

　苦笑しながら、指先でチョコレートをぬぐってやると、

「ふぁっ……な、なな、なにをするのですか、この変態！」

　レオノーラは顔を真まっ赤かにして叫んだ。……昨日のクレアみたいな反応だ。

「ドラクニア最強の騎士様も、結構可愛かわいいところがあるんだな」

「……～っ！」

　カミトがからかうと、レオノーラはますます顔を赤くして、

「や、やはり、私の心が乱れるのはあなたのせいです！」

　ふいっとそっぽを向いてしまった。

「悪い悪い。それで、つぎはどこへいく？」

「……そうですね。街の外れに、武器資料館と精霊資料館があるそうですが」

「あいかわらず渋い趣味だな」

　カミトがそんな感想を口にすると、

「……悪かったですね。私は幼い頃ころから、厳格な騎士の家系で育ってきましたので、こういうとき、どのような場所へ行けばいいのかわからないのです」

「……そうか」

　まあ、それに関してはカミトも似たようなものだ。気の利いた遊び場所などわからない。

「じゃあ、適当にぶらつきながら、繁華街を見て回るか」

「はい」

　そのとき、ふいにカミトたちの頭上を、小鳥のような風の精霊が飛び去った。

　通りを強烈な突風が吹き抜け、カミトの目の前で、レオノーラの着ているワンピースのスカートがふわっとまくれあがる。

「きゃっ！」

「……っ!?」

　カミトは反射的に目を逸そらすが──

（……ん？）

　一瞬だけ網もう膜まくに焼きついた映像に、微妙な違和感を覚える。

　本来であれば、チラッと覗のぞくはずの下着が、まったく見えなかったのだ。

　そのかわりに見えたのは、やわらかそうなお尻しり──

（……って、ま、まさか!?）

　そういえば──と、カミトは思い出した。

　本戦がはじまる前日の〈古代図書館ビブリオン〉でのことだ。〈竜の血ドラゴンブラツド〉に支配されかかったレオノーラが、カミトを誘惑してきたあのとき、彼女はたしか──

「……えっと、ひとつ不ぶ躾しつけな質問してもいいか？」

「なんですか？」

「おまえ、その、し、下着……つけてないのか？」

「……？」

　レオノーラは一瞬、怪け訝げんそうに首を傾かしげて──

「はい。竜に仕える姫ひめ巫み女こは、下着を身につけませんから」

　さも当然というように、こくっと頷うなずいた。

「……おまえは裸ニーソの剣精霊か」

　カミトは小さくため息をつくと、

「まずは下着を買いにいこう。話はそれからだ」
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　一方──

「……くっ、おのれカミトめ、どこへ消えたのだ？」

　エリスたちは風の精霊を使って情報を集めながら、繁華街を走っていた。

　さすがに、この人ひと混ごみの中で二人の姿を探すのは難しい。

「どこか建物の中に入ってしまったのかしら？」

　フィアナが息を切らしながらついてくる。

「さすがに、使役精霊を店に潜入させるわけにはいかないからな」

　──と、そこへ。小鳥のような精霊が舞い降りて、エリスの肩にとまった。

「……なに？　二人の姿を見ただと？」

「どこへ行ったの？」

　風の精霊が、エリスの耳もとでなにかを囁ささやく。

「カ、カミトが、公衆の面前でレオノーラ殿のスカートを覗のぞいただと!?」

　ピキッ。

　瞬間、フィアナの表情が凍りついた。

「ふ、ふふ、ふ、カミト君ってば、な、なにを考えているのかしらね、ふふふ……」

「……お、王女殿下、なにか黒いオーラがもれているぞ」

　エリスがゴクリと唾つばを呑のむ。

「いくわよ、エリス。まだその近くにいるかもしれないわ！」

「ああ、これ以上、破は廉れん恥ちな行為をさせるわけにはいかないからな！」

　二人はこくっと頷うなずきあうと、ふたたび駆けだした。
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「……ほ、本当に俺おれも入るのか？」

　貴族の令嬢御ご用よう達たしの下着専門店の前で、カミトは気まずそうに頭をかいた。

　こんな店に入るところを見られたら、また不名誉な噂うわさがたってしまう。

　……というか、すでに店の中にいる少女たちから、冷たい視線を浴びせられていた。

「私は下着というものを身につけたことがありません。ですから、どのような下着を選べばよいかわからないのです」

「そんなの俺にだってわからないぞ」

「べつに、私はこのまま下着を穿はかなくてもいいのですよ？」

「……くっ、どんな脅迫だよ」

　カミトは喉のどの奥でうめいた。

　そう、彼女はいま、ワンピースの下になにも身につけていないのだ。

　もし、また風が吹いて、スカートがめくれてしまったら──

　カミトが女の子の下着を剥はいで連れ回しているという、最悪の噂がたちかねない。

（……それだけは、絶対に避けないとな）

　カミトはようやく抵抗をあきらめて、下着専門店に足を踏み入れた。

　──数分後。店の中で、レオノーラのために下着を選ぶカミトの姿があった。

「……やはり、落ち着きませんね。下着というものは」

　レオノーラは難しい顔をして唸うなった。

　試しに一枚、上質なシルクの下着を購入して穿いてもらったのだが、どうも違和感があるらしく、竜の姫ひめ巫み女こ様はお気に召さないようだ。

「慣れじゃないのか？　とにかく、街を歩くときくらいは穿いててくれ」

「……なんだか、とても窮屈です」

　レオノーラは不満そうな顔で訴える。

「せめて、これではだめなのですか？」

　と、彼女が両手で広げて見せたのは、レースのついた黒い下着だった。

「お、おまえ、そんなもの広げるなよ……」

　カミトは顔を赤らめながら目を逸そらし、

「っていうかそれ、いま穿はいてるのとなにが違うんだ？」

「ええ。ここに穴があいているタイプのようです」

「……っ!?」

　よく見れば、重要な部分に綺き麗れいな切れ込みが入っていた。

「な、なんでこんなのが売ってるんだよ！」

「だめなのですか？」

「却下だ。ある意味、穿かないよりも危険だぞ」

　カミトはきっぱりと首を横に振る。

　……というか、自分はなぜ、敵チームのエースの下着を選んでいるのか。

「では、こちらのものはどうですか？」

「それ、ほとんど紐ひもだろ！　……なんでわざわざ露出の高いのを選ぶんだよ！」

「あまり布面積の大きいものは、落ち着きません」

「普通は、下着を身につけないほうが落ち着かないはずなんだけどな」

　こめかみを押さえてうめくカミト。

「……で、では、これは？」

　レオノーラが手にしたのは、トロピカルな南洋の花の描かれた下着だった。

「……水着にもなるタイプか。なかなかいいんじゃないか？」

「はい。素材がすべすべしていて、肌に馴な染じみそうなのが気に入りました」

「……ああ、絹の感触が苦手だったのか」

　頻繁に御祓みそぎをする必要のある姫ひめ巫み女この下着の中には、水着と兼用になっているものも多い。なめらかな水着の素材は彼女も気に入ってくれたようだ。

「では、これにしましょう──」

　と、レオノーラは下着を手にして──

「……」

　ふと、なにかを閃ひらめいたようにカミトのほうを向いた。

「どうしたんだ？」

「いえ、その、せ、せっかく水着を買うのでしたら──」

　わずかに顔を赤らめ、上目遣いに口を開く。

　──プールに行きませんか、と。
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　そんなわけで。二人は街の中心部を離れ、森の中にあるプールにやってきた。

　プールといっても、人の手で作ったものではない。もともとあった大きな湖を利用したものなので、その印象はむしろ海のビーチに近い。

　ひと足早くタンクトップの水着一枚になったカミトは、湖の縁に座って、レオノーラが来るのを待っていた。

　湖畔では、大勢の水着姿の少女たちが嬌きよう声せいを上げながら、水遊びを楽しんでいる。

　だが、彼女たちは、カミトの姿を発見した途端、

「きゃあっ、淫いん王おう、淫王がいるわ！」「こっちを見ているわよ、怖い……」「なんていやらしい視線なのかしら」「お嫁にいけなくなっちゃう！」

　つぎつぎと湖に飛びこんで、すーっと遠くのほうへ泳いでいってしまう。

「……俺おれはサメかなにかか？」

　傷ついたカミトは一人、湖の縁でうなだれた。

　と、そのとき。

「ま、待たせましたね、カミト」

「……っ!?」

　背後からの声に振り向くと、水着姿のレオノーラが、腰に手をあて立っていた。

　ほのかに赤く色づいた、艶なまめかしい肌。弾はじけるような胸の膨らみ。

　花柄の水着につつまれた、可愛かわいらしいお尻しり。

　すらっとした美脚が目にまぶしい。

　その抜群のプロポーションに、カミトはゴクリと息を呑のむ。

「あ、あの、何かおかしいでしょうか？」

　恥じらうように、もじもじと太ももを擦すり合わせるレオノーラ。

　カミトは、ようやく我に返ると、

「い、いや、なんつーか、その……綺き麗れいだ」

「……なっ、こ、この変態！　変態！」

　即座にレオノーラの罵ば声せいが飛んできた。

「なんでだよ！　素直な感想を言っただけだろ」

「う、うるさいです！　ひ、姫ひめ巫み女この肌をジロジロ見ないでください！」

　レオノーラは胸もとをさっと隠すと、

「す、少し、泳いできます！」

　羞しゆう恥ちに火ほ照てった身体を冷ますように、勢いよく湖に飛びこんだ。

「……やれやれ」

　カミトはため息をつき、泳ぎ去るレオノーラの姿を、ぼんやりと眺める。

　泳ぐ姿も美しい。まるで空を舞う竜のようにのびのびとしている。

　……それにしても、本当にこんなことで、彼女の不調の原因がわかるのだろうか？

（はたから見ているぶんには、ぜんぜん不調には見えないんだけどな……）

　正直なところ、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を勝ち抜くことだけを考えるなら、彼女が不調のままでいてくれたほうが有利には違いない。

　だが、それではカミトも納得できない。

　あのとき、約束したのだ。

　──こんどは、〈竜の血ドラゴンブラツド〉に支配された彼女ではなく、本当の彼女と戦うと。

「……」

　しばらく、湖畔に立ってレオノーラの泳ぐ姿に見惚れていると──

「じーっ……お兄様のえっち」

「なっ!?」

　聞き覚えのある声に、カミトはあわてて振り向いた。

「……ミ、ミレーユ!?」

　カミトをじーっと上目遣いに睨にらむのは、リンスレットの可愛かわいらしい妹だ。

　濡ぬれた肌にはりつくプラチナブロンドの髪。

　華きや奢しやな身体を白い水着が覆い、腰には大きな浮き輪をつけている。

「ど、どうしてここに？」

「午前のお勉強が終わったから、遊びにきたのよ」

「一人で来たのか？」

「ううん、ミラも一緒よ」

　ツンとした口調で答えるミレーユ。

　と。

「カミト、あのレオノーラ・ランカスターも手て籠ごめにしたの？」

　フルーツジュースを手にしたミラ・バセットが、冷たい眼でカミトを睨む。

　こちらは、ヒラヒラのついたメイド服をアレンジしたような水着だ。

　ゆるくウェーヴのかかった髪を頭の両端でくくっている。

「ま、まてまて、誤解だ！　これには理由があってだな……」

「どんな理由？」

「どうみてもデートじゃない。お兄様にはお姉様がいるのに」

「──デ、デートなどではありませんっ！」

　と、泳いでいたレオノーラが、あわてて湖畔に上がってきた。

「む……」「……大きい」

　トロピカルな水着に包まれて揺れる、大きな胸。

　九歳と十三歳のコンビとは対照的なプロポーションに、二人は思わず息を呑のむ。

「カミトは、私のコンディションをもとに戻すために協力してくれているのです。決して、デートなどという、いかがわしい行為をしているわけではありません」

「むー……」

　ミレーユは納得のいかない表情で彼女を睨にらんでいる。

　……まあ、決勝戦では、尊敬する姉の敵になるのだから当然だ。

　カミトは肩をすくめると、レオノーラに向きなおった。

「それで、少しはわかったのか？　その、不調の原因は」

「……いえ。なにかもう少しで、わかるような気はするのですが」

「そうか。まあ、気長に考えようぜ」

「……そうも言っていられません。決勝戦は明日なのですから」

　彼女は首を振ると、まっすぐにカミトの顔をみつめてきた。

「私は騎士として、精霊使いとして──最高の状態であなたと剣舞を舞いたい」

「……」
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　真剣な想おもいをぶつけられ、カミトが口をつぐむ。

　そのとき、突然、湖畔で大きなざわめきが起こった。

「……なんだ？」

「この湖の精霊に奉納する〈水霊祭〉がはじまるのよ」

　首をかしげるカミトに、ミレーユが教えてくれる。

「水霊祭？」

「──古代の海戦を模した〈剣舞〉のようなもの」

　と、こんどはミラが、その内容を教えてくれた。

〈水霊祭〉とは、姫ひめ巫み女こが二人一組のチームになって行う、戦争を模した儀式演舞の一種らしい。〈剣舞〉のような派手さはないが、大勢の姫巫女が乱れ舞うその様は美しく、観覧用競技としてもなかなか人気のある儀式のようだ。

「優勝したチームには褒賞も用意されているのよ、お兄様」

　ミレーユが指差した先には小さな祭殿があって、そこに運営の姫巫女たちが、宝飾品や魔装具など、様々な品物を並べていた。

「面白そうだな。ここで観戦させてもらうか」

　カミトが湖畔に腰をおろすと、

　くいくいっ。

「うん？」

　レオノーラに腕をひかれた。

「どうしたんだ？」

「いえ、その……」

　レオノーラは恥ずかしそうに頬ほおを赤らめて、

「カミト、あ、あの儀式に参加しませんか？」

「え？」

　突然、そんなことを言いだした。

　彼女の視線は、褒賞の並べられた祭殿に釘くぎ付づけになっている。

「ひょっとして、あの中になにか欲しいものでもあるのか？」

「……はい」

　こくっと頷うなずくレオノーラ。

「……あれは、伝説の人形職人、ロード・シュヴァンクマイエルの作品。まさか、こんな場所でお目にかかろうとは思いもしませんでした」

　どうやら、あそこにある大きなドラゴンのぬいぐるみが欲しいらしい。

「二等の褒賞か……よし！」

　カミトは頷くと、レオノーラの腕を掴つかんだ。

「なっ、なにをするのですか!?」

「欲しいんだろ、あのぬいぐるみ。だったら獲とりにいこうぜ」

「い、いいのですか!?」

「ああ。俺おれとレオノーラが組めば、敵はないだろ」

「と、当然ですっ！」

　カミトがぐっと親指をたてると、レオノーラは嬉うれしそうに頷うなずいた。
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　──その頃ころ。湖近くの森に、息を切らしたエリスとフィアナの姿があった。

「カミト、よ、ようやく追いついたぞ……！」

「ふ、ふふ……女の子と一緒にプールだなんて、もう言いわけできないわね」

　息を切らして喘あえぐエリスと、全身から黒いオーラを漂わせるフィアナ。

「む、レオノーラ殿と湖に入っていくようだ」

「〈水霊祭〉に参加するつもりかしら？　でも、どうして──」

　と、首を傾かしげたフィアナの視界に、〈水霊祭〉の褒賞を並べた祭殿が映った。

「あれは……！」
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　薄うす闇やみ色いろの瞳ひとみをハッと見開く。

　祭殿の一番上に飾られた、最高位の褒賞。それは──

「〈ロイヤル・パレス〉のペア宿泊券？」

　オルデシア帝国の王族クラスも利用している、この〈浮遊島ラグナ・イース〉で最高位のホテルだ。

「カミトはあれを狙ねらっているのか？」

「ええ、間違いないわ。普通の剣舞ではないとはいえ、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉代表のエースコンビなら、十分に優勝を狙えるもの」

「しかし、明日は決勝戦。宿泊券などを使っている暇など──」

「今晩中に使えば問題ないわ。もしかしたら……」

　フィアナはゴクリと息を呑のみ、

「カミト君のことだから、彼女と夜の剣舞を舞うのかもしれないわ」

「な、なんだと！」

　……どんなことを想像したのか、初う心ぶなエリスの顔が真まっ赤かになる。

「そ、そんなのは駄目だ！　絶対に阻止しなくては！」

「ええ、そうね！」

　二人は固い握手を交わしあった。
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「……ようは、水中でやる騎馬戦みたいなもんだな」

　レオノーラを肩車したカミトは、ミラ・バセットから教えてもらった〈水霊祭〉のルールを、もう一度頭の中で確認した。

　まず、二人一組の姫ひめ巫み女こが〈馬〉と〈騎士〉のユニットを組む。〈馬〉となった姫巫女は移動を担当し、背負われた〈騎士〉は胸もとに挟んだ特殊な宝石──〈魔石〉を奪い合う。時間内に多くの〈魔石〉を集めたチームが勝者というわけだ。

　あくまで演舞であるため、契約精霊、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの使役は禁止。精霊魔術は初等レベルのものまでしか許可されない。

　当然ながら、姫巫女を傷つけることはもちろん、湖を穢けがすことも御ご法度はつとだ。

　ちなみに、〈馬〉を担当する姫巫女は、全身からの神威カムイの放出で浮力を得てもよいことになっている。ある程度の訓練を受けた姫巫女なら、それほど難しい技術ではない。

　と、儀式自体は、さほど危険なものではないのだが──

（俺おれにとっては、べつの意味で危険だな……）

　ふよんっ。

　首筋にあたる、やわらかいふとももの感触。

　……年とし頃ごろの少年なら、ドキドキしてしまうのもしかたない。

「カ、カミト、そんなに首を動かさないでください……ぁんっ！」

「す、すまん……！」

　頭上で艶なまめかしい声を上げるレオノーラに、カミトは顔を赤らめる。

　やがて、ほかの姫ひめ巫み女この騎馬も、続々と湖の中に集まってきた。

　意外と参加する者は多いようだ。まず間違いなく、一等の褒賞である〈ロイヤル・パレス〉のペア宿泊券が目当てに違いない。

　……というか、二位のドラゴンのぬいぐるみを狙ねらっているチームなど、カミトたち以外にいないのではないだろうか。

「レオノーラ、いけそうか？」

「はい。あのドラゴンは必ず手に入れてみせます！」

　レオノーラは決意に満ちた声で頷うなずいた。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の代表選手が一般の儀式に参戦するのは、ちょっと大人げないような気もするが、まあ、二位狙いならば、それほど顰ひん蹙しゆくは買わないだろう。

「そうはさせないわよ、お兄様！」

「……え？」

　目の前にやってきたのは、ミラ・バセットに肩車されたミレーユだった。

　水着で押しつけるようにして、小さな胸もとに〈魔石〉を無む理り矢や理りはさんでいる。

「まさか、ミレーユたちも参戦するのか？」

「そうよ。押しの弱いお姉様のために、ペア宿泊券をとってみせるんだから！」

　薄い胸をそらし、ビシッと宣言するミレーユ。

　そこへ──

「──悪いが、ペア宿泊券は私たちのものだ」

　静かな、しかし凜りんとした声が湖に響いた。

「……っ!?」

　カミトの表情が固まった。

　ものすごく聞き覚えのある声だ。しかも、これは彼女が怒っているときの声。

「……エリス!?」

　振り向くと、そこにいたのは──

　大胆なビキニの水着に身を包んだ、ポニーテールの美少女と、

「……ふーん、カミト君は竜を手て懐なずけるのもうまいのね」

　水面をぶくぶくと泡立たせ、カミトを冷たく睨にらむ王女様だった。

「ふ、二人とも、どうしてこんなところに？」

「ふん、自分の胸に手をあててみるがいい、この不ふ埒らち者ものっ！」

　鳶とび色いろの瞳ひとみに涙を滲にじませるエリス。

「カ、カミト君に、夜の剣舞は舞わせないんだから！」

「な、なんだよ夜の剣舞って……！」

　……なぜか怒っているお嬢様たちに押され、たじたじとなるカミト。

　エリスは、今度は肩の上のレオノーラのほうをまっすぐ見据えると、

「レオノーラ殿、私は一人の騎士としてあなたを尊敬している。しかし、このような不ふ埒らちな行為は、このエリス・ファーレンガルト、決して許すわけにはいかない！」

「ふ、不埒な行為とはなんのことですかっ！　私はただ、カミトと──」

「問答無用っ、騎士ならば言葉ではなく剣で決着をつけるべきだ！」

「カミト君、覚悟しておくことね！」

「ちょっとまて、どういうことだ!?」

　戸惑うカミトをふいっと無視して、二人は去っていく。

「強敵ですね、彼女たちは」

「あ、ああ……」

　そして、〈水霊祭〉開始の笛が鳴った。
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「いくぞ、レオノーラ！」

「はい、此こ度たびの戦に神竜の加護を！」

　頭上のレオノーラが勇ましく叫んだ。

　湖の中には、総勢十数騎もの姫ひめ巫み女この騎馬がひしめいている。

　こんな荒っぽい儀式に参戦する以上、全員、それなりの修練を積んだ姫巫女たちに違いない。中には本戦で敗退した〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉代表選手の顔も、ちらほら見受けられる。

（エリスたちは、まだしかけてこないか……）

　序盤は勝てそうな相手から〈魔石〉を大量に奪い、最後にカミトたちと決着をつける──おそらくは、そういう作戦なのだろう。

　エリスたちの狙ねらいが〈ロイヤル・パレス〉のペア宿泊券ならば、無理に争うこともないのだが、あの二人は、どうも別の理由で怒っているようだ。

（……やるしかないか）

　カミトはふっと肩をすくめた。

　今日は一日、レオノーラに付き合うと約束したのだ。

　たとえ大切な仲間であろうと、手加減はしない。

「カミト、来ますよ！」

　開始早々、水着姿の姫ひめ巫み女こたちがいっせいに向かってきた。最強戦力であるカミトたちを一気に潰つぶすために、少女たち全員が一時的に手を組んだらしい。

　それは、カミトも予想していたのだが──

「みんな、淫いん王おうを殺すのよ！」「ここで溺おぼれさせれば、儀式中の事故として処理できるわ！」「証拠も残らないわね」「女の子の敵にすみやかなる死を！」

　……いろいろと恐こわい台詞せりふが聞こえてくる。

「くっ……」

「カミト、なにをしているのです、囲まれますよ！」

　へこむカミトをレオノーラが叱しつ咤たする。

　ふよっと首を挟むふとももの感触に、カミトの意識は再び覚かく醒せいした。

「……っ、決勝前に謀殺されてたまるか！」

　押しよせる女の子たちの包囲網。

　その網を縫うように、カミトは水中を自由自在に移動する。

〈教きよう導どう院いん〉で習得した高次立体移動の応用──超高速の〈影かげ縫ぬい〉に対し、こちらは〈睡すい蓮れん〉と呼ばれる水中歩法だ。見切れないほど速いわけではないが、その動きは水に浮かぶ睡蓮のごとく、とらえどころがない。

　カミトが楽々と包囲網を抜け出した、直後──

「ふぁっ!?」「ひゃんっ！」「きゃああああっ！」

　湖に少女たちの黄色い悲鳴が響きわたる。

　レオノーラがすれ違いざま、彼女たちが胸に挟んだ〈魔石〉を奪っていったのだ。

「さすがだな、レオノーラ」

「あなたこそ、まるで高位の竜に騎乗しているような乗り心地です」

　ふふっと楽しそうに微笑ほほえむレオノーラ。

　彼女のふとももがきゅっと締まって、カミトの心臓がドキッとはねる。

「レ、レオノーラ、もうちょっと脚を開いてくれ！」

「……え？　ど、どういう意味ですかっ、この変態！」

　ぽかぽかぽかぽかっ。

　動揺したレオノーラは、顔を真まっ赤かにしてカミトの頭を叩たたきはじめる。

「ちょ、待て……わっ──」

　たまらずカミトがバランスを崩したそこへ──

「動きが止まったわ！　淫王を誅ちゆう殺さつするならいまよ！」

　少女たちの群れが再び押しよせてくる。

「レオノーラ、落ち着いてくれ、このままじゃまずい！」

「……っ！」

　ようやくわれに返ったレオノーラは、背後から近付いていた少女を湖に叩たたき落とすと、さらに半身を回転させて、伸びてきた無数の手から胸もとを守った。

「大丈夫か!?」

「も、問題ありません、竜に仕える姫ひめ巫み女この舞いをお見せしましょう！」

　レオノーラはふっと呼気を放はなつと、静かに両手を構えた。

　そして──

　まるで演舞のような動きで腕を伸ばし、襲い来る少女たちの胸もとから、つぎつぎと〈魔石〉を奪っていく。

「……すごいな」

　まるで荒れ狂う竜巻のようだ。

「単騎で複数の敵を屠ほふるのは、ドラクニアの騎士の最も得意とするところ。幼少の頃ころ、猛獣の群れに放ほうりこまれた訓練にくらべれば、たいしたことはありません」

　たちまち周囲の騎馬を薙なぎ倒し、七個もの〈魔石〉を手に入れる。

　さすがに〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉代表のエース。他者を寄せつけない圧倒的な強さだ。

「さあ、私に挑みたい者はかかってきなさい！」

　レオノーラの凜りんとした声が響く。

　と、そのとき。

「……っ!?」

　パキパキと音がして、突然、カミトの周囲の水が凍りついた。

「氷の精霊魔術!?」

　一瞬、カミトの動きが止まったその隙すきに、近付いてくる騎影がある。

「もらったわ、お兄様！」

　ミラ・バセットとミレーユのチームだ。

「九歳でこんな精霊魔術を使うのか！　さすがリンスレットの妹だな」

　カミトはその才能に素直に感心した。

　だが、幼いミレーユでは、レオノーラから〈魔石〉を奪うことはできまい。

　そう思っていた矢先──

「きゃうんっ！」

　カミトの頭上で、艶なまめかしい悲鳴が上がる。

「……っ!?」

「……ぁふっ……ぁんっ……！」

　むぎゅーっと、カミトの首をふとももで締めつけるレオノーラ。

「く、苦しい……レオノーラ、な、なにをしてるんだ!?」

「ふぁっ……も、盲点でした、これでは動くことができない！」

「……え？」

　カミトは、なんとか首を回して頭上を見上げると、

（……しまった！）

　──ようやく、致命的な失敗に気付いた。

　レオノーラの胸が、大きく膨らんでパッツンパッツンになっていたのだ！

　そう、水着で行う競技であるという性質上、敵チームから奪った〈魔石〉をしまう場所は、胸もとしかない。ゆえに、〈魔石〉を集めれば集めるほど、上に乗っている姫ひめ巫み女こは身動きがとれなくなってしまうのだ。

　いま激しい動きをすれば、たちまちレオノーラの水着は破れてしまうに違いない。

（……俺おれたちが先に〈魔石〉を集めるのを待ってたのか）

　カミトは胸中で舌を巻く。この作戦を考えたのはおそらく、ミレーユを肩車しているミラだろう。さすが〈破烈の師団〉の師団長だ。

「ふふっ、お胸が苦しそうね、竜のお姉様！」

　ミレーユの指先が、つんつんとレオノーラの胸をかすめるように触れるたび、揺れる胸もとから〈魔石〉がバラバラとこぼれ落ちる。

「ふぁ……んっ、胸の中でっ、〈魔石〉が擦こすれて……」

　レオノーラは顔を真まっ赤かにして胸をかばうのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　周囲のほかの少女たちも、これをチャンスとばかりに接近してくる。

「……っ、させるかよ！」

　カミトは凍りついた水面を拳こぶしで砕くと、ひとまず全力でその場を逃げ去った。反動でレオノーラの胸から〈魔石〉がいくつか落ちるが、このさい気にしてはいられない。

「はぁ、はぁ、んっ……」

　頭上で、レオノーラの苦しそうな息づかいが聞こえてくる。

「大丈夫か？」

「え、ええ、なんとか……ぁんっ♪」

　胸が上下するたびに、〈魔石〉の尖せん端たんが敏感な肌を刺激するのだろう。声を出すのをなんとか抑えようと、懸命に歯を食い縛っている。

　そんないじらしいしぐさが、カミトをドキドキさせた。

　──いつのまにか、ミレーユを中心とした包囲網ができあがっていた。

「……万事休す、か」

　カミトは喉のどの奥でうめいた。

　これは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉ではない。ただの余興だ。敗北したからといって、別段不名誉なことではないし、そもそもカミトは、名誉などにこだわったことは一度もない。

　だが──

（……約束しちまったからな）

　レオノーラのために、あのドラゴンのぬいぐるみを手に入れると。

　女の子の笑顔が見たいと思うのは、男の意地だ。

「レオノーラ──」

　と、カミトは静かに口を開いた。

「俺おれにしっかり掴つかまって、息を止めていろ」

「な、なにをする気ですか？」

「大丈夫だ。俺を信じろ」

「……っ！」

　きっぱりと言い切るカミトに、頭上のレオノーラが息を呑のむ。

　そして──

「──は、はい！」

　彼女はこくっと大きく頷うなずいた。

　レオノーラのしなやかな両腕が、カミトの首にまわされる。

　瞬間、カミトは身体を一気に水に沈めた。

　全身の力をふっと抜き、目を閉じる。〈睡すい蓮れん〉の変化系歩法──〈水すい遁とん〉。自身の意識と肉体を水の流れと同調させることによって、気配を完全に遮断することができる。

　カミトは、水を蹴けって一瞬で肉薄すると──

「──ミラ、悪く思うなよ」

「……っ!?」

　突如、水面に顔を出し、背後からミラのわきを容赦なくくすぐった。

「……ぁ、きゃ、んっ！」

　普段はクールなミラが、可愛かわいらしい声を上げて身をよじる。

「いまだ！」

「はい！」

「ふぁっ、ミ、ミラ!?」

　ミラの上に乗るミレーユが、バランスを崩した瞬間──

　レオノーラが素早く彼女の胸に手を伸ばし、〈魔石〉を獲得した。

　ザッパアアアアン！

　派手な水みず飛沫しぶきを上げ、水面に落下するミレーユ。

「ひ、ひどい！」「あんな小さい娘こにまで！」「なんて鬼畜なの……！」

　周囲の少女たちから、カミトに向かってすさまじい非難の声が浴びせられるが、

（もうなんとでも言いやがれ！）

　カミトは甘んじてそれを受け入れる。

「──カミト、最低」

　ミラの冷たい視線だけは、さすがに痛かったが──

「レオノーラ、まだ行けるか？」

「ええ、む、胸は苦しいですが、なんとか耐えてみせましょう！」

「よし、その意気だ──」

　カミトが頷うなずいたそのとき、轟ごう々ごうと唸うなる風の音が聞こえてきた。

「お、おのれカミト、この不ふ埒らち者ものめ！」

　遠くから、エリスとフィアナのチームが、ものすごいスピードで接近してくる。

（速い……！）

　フィアナの運動神経は並の精霊使い程度だが、神威カムイのコントロールは抜群だ。水中での動きはカミトに勝るとも劣らない。

　しかも、彼女たちは風の結界をまとって加速しているのだ。

（……これは、結構なハンデだな）

　カミトはそもそも精霊魔術全般を苦手としているし、レオノーラの竜属性の精霊魔術は破壊と肉体強化が得意分野だ。初等レベルの呪じゆ文もんはほとんどなく、風の魔術のような汎はん用よう性せいはない。いや、それ以上にまずいのは──

「……エ、エリス、それは詰めこみすぎだろ!?」

　大量の〈魔石〉を獲得したエリスの水着は、いまにも破れそうになっていた。

　風に揺れる胸もとに、思わず視線が釘くぎ付づけになってしまう。

「カミトっ、どこを見ているのだ！」

「し、しかたないだろ！」

　視線に気付いたエリスが、あわてて両手で胸を押さえた。

「もうっ、カミト君、私のほうも見て！」

　フィアナが頬ほおを膨らませ、対抗するように水面にふよふよと胸を浮かばせる。

「お、お姫様がそんな恥ずかしいことするな！」

「……っ、カ、カミト君に見せるんなら、恥ずかしくないもの」

　顔を赤らめ、水面でぶくぶくと泡をたてるお姫様。

（……恥ずかしがってるじゃねーか）

「カミト、いったいどこを見ているのです？」

「ぐおっ……」

　不機嫌そうな声。レオノーラのふとももがきゅっと首を絞める。

「わ、わかったから首を絞めるな！」

　その隙すきに、エリスたちは風に乗って突撃してきた。

「レオノーラ殿、あなたに夜の剣舞を舞わせるわけにはいかない！」

「そんなもの舞いませんっ！」

　頭上で組み合うエリスとレオノーラ。

「カミト君、いくらカミト君が夜の魔王だからって、これ以上愛人の女の子を増やしたら、私も黙っていないわよ！」

「だから、そんなんじゃないって！」

　一方、水面では、フィアナがふよふよと胸をカミトに押しつけてくる。

　薄い水着越しに感じるやわらかな感触に、さすがのカミトも動揺を隠せない。

「──風よ！」

　エリスの指先から鋭い風が放はなたれ、レオノーラの胸を大きく揺らした。

「……っ、負けるわけにはいきません──！」

　レオノーラは胸もとをかばいながら、反撃の手を繰り出す。

「カミトは、私のために戦ってくれているのですから！」

　ふにゅんっ。

「……あっ、んっ……！」

　エリスが艶なまめかしい声を上げてのけぞった。ポニーテールの長い髪が揺れる。

「……ぁ、や、はぅ……！」

「……ん、きゃんっ、ああんっ！」

「お、おい……！」

　頭上から聞こえてくる色っぽい悲鳴に、カミトの集中が切れかかって──

　ぷつんっ。

　ふいに、そんな音が聞こえた。

「……え？」

　カミトは思わず頭上を振りあおぐ。

　まず視界に入ったのは──

　二人の胸もとからバラバラとこぼれ落ちる、大量の〈魔石〉。

　ヒラヒラと舞う薄い布きれ。

　そして、カミトは見た。

　……見てしまった。

　たわわに揺れる、二人の美少女の胸を。

「「きっ──」」

　瞬間。

「「きゃあああああああああっ！」」

　二人の神威カムイが暴発し、湖に巨大な水柱が上がった。





　　　　◇






「……ノーラ、レオノーラ！」

「う、ん……けほっ、けほっ……」

　朦もう朧ろうとする意識の中で、レオノーラは目を覚ました。

　目の前に、真剣な表情でみつめるカミトの顔。

「……カミ……ト……？」

　呟つぶやきながら起きあがると──

「……レオノーラ、よかった」

　カミトはほっと安あん堵どの息をついた。

「……〈水霊祭〉は、どうなったのですか？」

「ああ、みんな吹き飛ばされて、お開きになったよ」

　カミトは小さく肩をすくめた。

「……そうですか」

「あ、でもほら、こいつは手に入れたぞ」

「……？」

　きょとんとするレオノーラに──

　カミトは大きなドラゴンのぬいぐるみを抱えてみせた。

「──これは!?」

「湖の中にいた参加者はみんな吹っ飛ばされて、〈魔石〉もバラバラになっちまったんだが、一個だけ……その、挟まってたのをみつけたんだ」

　カミトは顔を赤らめながら、ごにょごにょと口ごもる。

　ほかの参加者は全滅したので、カミトたちが褒賞を手に入れたというわけだ。

「まあ、本当なら全員失格になるところなんだろうが──どうも湖の精霊は儀式に満足したらしくてな。怪け我が人にんもいなかったし、俺おれたちへのお咎とがめもなしだ」

「そうですか……」

　レオノーラはこくっと頷うなずいて──

　ふと、引っかかることがあった。

「……あの、カミト」

「うん？」

「挟まっていたとは？」

「……っ！」

　カミトは視線を逸そらしたまま答えない。

「……カミト？」

　もう一度、こんどはやや強い口調で訊たずねると。

「いや、そのだな……」

　カミトは観念したように首を振った。

「お、おまえの胸の谷間に……」

「……わ、私の胸を、まさぐったのですか!?」

「いや、その、すまん。胸もとに光るものがあったから、つい──」

　カミトは正直に白状した。途端、レオノーラの頬ほおがカアッと熱くなる。

「……こ、この変態っ！」

　ぽかぽかぽかっ。

　頬を赤らめたまま、カミトの胸板を叩たたくレオノーラ。だが、じつのところ、彼女がそのときカミトに抱いていたのは、怒りの感情でも、羞しゆう恥ちの感情でもなかった。

　そのことを自覚して戸惑いながら、カミトをぽかぽかと叩き続ける。

（……ど、どういうことでしょう？）

　彼女はその感情を知らない。ただ、知識としては知っていた。

（ひょっとして、この感情は……いえ、まさか、そんなことは……）

　だが、考えてみれば──すべて説明がつく。

　カミトと戦ったあの日以来、剣の冴さえが鈍ったこと。そして今日、カミトと顔を合わせているあいだ中、ずっと感情が乱れ、心臓がドキドキと高鳴っていたこと。

　……心の奥では、とっくに気付いていたのかもしれない。

　ただ、認めたくなかったのだ。

　そう、彼と剣を交えたあの日から──

（私は、カゼハヤ・カミトに──）

　一度それを意識してしまえば、まともに顔も見られなくなる。

　レオノーラは拳こぶしをおろし、頬を赤らめたまま、ふいっとそっぽを向いた。

「……レオノーラ？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげるカミト。

「す、素直に認めるべきなのでしょうね、これは」

「うん？」

　レオノーラは覚悟を決めたように、一人でこくっと頷うなずいた。

　感情の乱れは、剣の乱れになると思っていた。

　だが、その原因を理解したいま、それはむしろ、心地のよい高揚感になる。

〈竜の血〉よりもままならない、不安定な感情。

　──それは、きっと、なによりも強い力となるはずだ。

「カミト！」「カミト君！」

　遠くから、彼のチームメイトたちの呼ぶ声が聞こえてくる。

　こちらに向かって走ってくるようだ。

「──カミト、もう大丈夫です。今日はお世話になりました」

　と、レオノーラは立ち上がって、カミトの顔をまっすぐに見つめた。

　──こんどは視線を逸そらさない。

「えっと、大丈夫っていうのは──」

「私は最高の状態で剣舞を舞える、ということです」

「……！」

　カミトはしばらく、きょとんとしていたが──

「……そうか。なんだかわからないけど、よかったよ」

　ふっと安心したように肩をすくめる。

「これで俺おれも、全力でおまえと戦える」

　二人は頷うなずきあうと、どちらともなく手をさしだした。

「──次に言葉を交わすのは、あなたと剣舞を舞うときです」

「ああ」

　固い握手を交わしあい、くるっと踵きびすを返すと──

　二人はそのまま、振り向くことなく歩いていった。






断章　煉獄の使徒






　どこまでも続く地下空洞の中──

「アルファス教国の軍上層部は、新たな軍用精霊の提供に同意しました。しかし、これ以上の協力は不可能だと──」

　無言で前を歩く主君の背中に向かって、リリィ・フレイムは報告を続けた。

「──あはっ、やっと新しい玩具おもちやが届くのね。これでお兄様と遊べるわ」

　口を開いたのは、主君ではなく、リリィの横を歩く可か憐れんな少女だ。

　ミュア・アレンスタール──教きよう導どう院いん第二位の〈怪物モンストル〉。

「お兄様に近付くものは、みんなみんな壊してあげる♪」

　無邪気に微笑ほほえむミュアを横目で睨にらみながら、リリィはため息をつく。

　拠点強襲用精霊〈コロッサス〉、広域殲せん滅めつ用精霊〈ガルーダ〉──教国に貸与された三体の軍用精霊のうち、ミュアはすでに二体を使い潰つぶしてしまっていた。無論、本戦では相応の戦果を上げたのだが、教国上層部の反発は予想以上に大きいようだ。

「旧時代の軍用精霊など、いくら使い潰してもかまわんさ。どのみち、此こ度たびの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で、この世界は変革するのだから」

「──は」

　リリィは胸に手をあて、主君の言葉に恭うやうやしく同意した。

　世界を変革するという、主君の〈計画〉について、リリィは何も知らされていない。

　仮面の下の素顔を見たこともなければ、彼女が何者なのかすら知らない。

　──自分は、ただ手足となって働くだけの道具だ。

（──だが、それでいい。この御お方かたは、私にすべてをくれたのだから）

　あの日、劫ごう火かに包まれた〈教きよう導どう院いん〉の施設の中で、彼女は手を差し伸べてくれた。

　──ここを出て、私と一緒にくるか？

（彼女の手をとったあの瞬間から、私は──）

「──それで、〈魔女〉の動向は？」

　そんな追憶を断ち切ったのは、主君の問いだった。

　リリィはただちに思考を切り換えると、速やかに返答する。

「シェーラ・カーンは、以前、行方をくらましていますが──」

〈闇やみの精霊姫〉の奪取に失敗したアルファス教国の王女は、いまだその姿をあらわしていない。おそらく、教国の秘密機関〈蛇〉と接触を図り、こちらを出し抜く手立てを講じてでもいるのだろうが──

「〈蛇〉の手先ではない。訊きいているのは、本物の〈魔女〉のほうだ」

「本物の魔女──というと、グレイワース卿きようですか？」

　リリィはわずかに首をひねった。

　彼女がこの〈浮遊島ラグナ・イース〉を訪れたという情報は、昨日の時点で手にしていた。とくに重要な情報でもないと思い、報告はしなかったのだが──

「元〈十二騎将ナンバーズ〉とはいえ、引退した精霊騎士に何かできるとも思えませんが──」

「……だといいがな」

　紅ぐ蓮れんの仮面の下で、紅玉ルビーの瞳ひとみが仄ほの暗ぐらく輝いた。






第五章　決戦前夜






　夕刻。元素精霊界アストラル・ゼロの空に浮かぶ〈浮遊島ラグナ・イース〉に、夕ゆう闇やみが垂れこめる。

　レオノーラとの波乱の一日を過ごしたカミトは、プールに居合わせたエリスとフィアナの二人と一緒に、宿泊している城館に帰ってきた。

　これから〈神しん儀ぎ院いん〉の〈大祭殿〉で、五人の精霊姫による決勝戦についての託たく宣せんがなされるのだ。一度、チームの全員で集まってから、みんなで向かう予定になっている。

　シャワーを浴びてからクレアの部屋に向かい、扉をノックした。

「クレア、そろそろ時間だぞ」

「ええ、もう準備はできてるわ。入っていいわよ」

　扉を開けると、クレアたちがベッドの上に座り、ババ抜きで遊んでいた。

「あたしの勝ちよ。これで十七勝二敗ね」

　パサッとカードを投げるクレア。

「も、もう一度ですわ！」

「何度やってもおんなじよ。あんた表情ですぐわかるもの」

「……～っ！　く、悔しいですわ！」

　リンスレットが涙目で叫ぶ。

　二人ともシャワーで簡単な御祓みそぎをすませたようで、髪が濡ぬれそぼっていた。

　……うなじにはりついた髪が、なんだか色っぽい。

「ずっとカードで遊んでたのか？」

「ええ、つい熱くなってしまいましたわ！」

「あんたも誘おうと思ったのに、いままでどこに行ってたのよ？」

「あ、いや、ちょっと街で飯を食べにな……」

　……まさか、ライバルチームのエースとデートをしていた、とは言えない。

「もうっ、ご飯なら、わたくしが作ってさしあげましたのに」

「あ、あたしだって、ご飯くらい作れるんだから……！」

「……いや、夕飯が消し炭は胃にヘビーすぎるぞ」

　カミトが冷や汗を垂らしながらつぶやいた。

「カミト、おかえりなさい」

　スカーレットと遊んでいたエストが、小走りに駆けてくる。

「ああ。今朝はおいてけぼりにして悪かったな。ほら、夜店で買ってきたケーキだ」

　カミトがケーキの箱を差し出すと、剣精霊の目が輝いた。

　そのとき、エリスが扉を開けて入ってきた。

「みんな、なにをしている。急がないと遅刻してしまうぞ」

「……まだ一時間も前でしょ」

　クレアは呆あきれたようにため息をついた。





　　　　◇






　大祭殿のホールには、すでに貴族の大観衆が集まっていた。

　巨大な石門の前では盛大な篝かがり火びが焚たかれ、その奥からは〈神しん儀ぎ院いん〉に所属する数十人もの姫ひめ巫み女こたちの厳かな詠唱が聞こえてくる。

　いままさに、大祭殿の最奥に存在する託たく宣せんの間で、五人の精霊姫たちが〈五大精霊王〉の託宣を受けているのだ。

「……あ、あいかわらず人が多いわね」

「クレア、怖いなら手でも繋つなぐか？」

「う、うん……って、べ、べつに怖くないわ！」

　カミトがからかうと、クレアはふいっと顔を逸そらした。

　石門からまっすぐ伸びる廊下を歩いてホールまで来ると、

「あっ、お姉様たちだわ！」

　リンスレットの妹のミレーユが、こちらを見つけて手を振ってきた。

「ミレーユ！」

　パタパタと駆けてきた妹を、リンスレットがぽふっと抱きとめる。

「お父様たちと一緒にいないと、この人ひと混ごみでは迷子になりますわよ」

「ミラがいるから大丈夫よ」

　ミレーユの背後で、メイド姿のミラがこくっとうなずく。

「それはそうですけど……そういえば、キャロルは一緒ではないんですの？」

「……うん、途中まで一緒だったんだけど、はぐれちゃったみたい」

「すみません。私はミレーユお嬢様の付き添いなので……」

　申し訳なさそうにうつむくミラ。

「いえ、キャロルが迷子になるのはいつものことですから」

　はあ、とため息をつくリンスレット。

「……いつも疑問に思うんだが、キャロルはいったいどうやってローレンフロスト家の雇用試験をパスしたんだ？」

「ローレンフロスト家に仕えるメイドの採用基準は、第一に可愛かわいいことなのですわ」

　リンスレットはさも当然というように、そう答えた。

「……まあ、たしかに、キャロルもミラもその基準は満たしてるよな」

「……っ！」

　そんなカミトの言葉に、ミラの耳がぴくっと反応する。

「あら、どうしたのミラ、顔が赤いわよ？」

「……なんでもない。大丈夫」

　からかうように微笑ほほえむミレーユに、ミラは無表情に答えた。

「はあ、カミト君は本当に天然の魔王なんだから……」

　呆あきれたようにため息をつくフィアナ。

　と。

「失礼、カゼハヤ・カミト殿」

「──？」

　突然、背後から肩を叩たたかれた。

　振り向くと、やけに体格のいい老人が、鋭い目でカミトを睨にらんでいた。

　鷹たかのように精せい悍かんな顔立ち。短く刈り込まれた青い髪。

　……なんとなく、よく見知った誰だれかと似た印象を受ける。

「えっと、あなたは──」

　カミトが怪け訝げんに眉まゆをひそめると、

「お祖じ父い様さま！」

　そばにいたエリスが驚きの声を上げた。

「お祖父様……って、まさか！」

　カミトはハッと気が付いた。

　では、この老人は──

（帝国筆頭軍事顧問、ファーレンガルト公……）

　ランバール戦争の際に活躍した帝国の英雄だ。本来であれば、口をきくことはおろか、顔を見ることすらかなわない大物貴族である。

　クレア、リンスレット、王族のフィアナまでもが、敬意を払って目礼した。

　唖あ然ぜんとしているカミトもクレアに肘ひじで小こ突づかれ、あわてて目礼する。

「そう固くならずともよい。顔をあげなさい」

　ファーレンガルト公は鷹おう揚ようにうなずくと、カミトの肩をぽんと叩いた。

「君のことはエリスからよく聞いておる。こたびの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉での活躍も、まことにみごとなものであった」

「……えっと、光栄です」

　カミトは戸惑いながらも、そう返した。エリスの祖父といえば、もっと気むずかしそうな人物を想像していたのだが、意外と気さくな人物のようだ。

「ヴェルサリアのことでは迷惑をかけたな。あれの愚かな妄念を断ち斬きってくれたのは、君だと聞いている。罪を償ったら、もう一度君に会いたいと言っておったぞ」

「あ、義あ姉ね上うえがカミトに……？」

　エリスがはらはらした様子で口をはさむ。

「どうした、気になるのか？」

　ファーレンガルト公は、からかうように孫娘の頭を撫なでた。

「い、いえ、その……」

　エリスはカアッと真まっ赤かになって、しどろもどろに指をからめる。

　その様子を見たファーレンガルト公は、なにかを確信したようにうなずくと、

「カミト殿」

「え？」

　カミトの耳もとに顔を近付け、小声で囁ささやく。

「わしのエリスをよろしく頼む。生き真面目まじめで固いところはあるが、これと決めたら一いち途ずに尽くす娘だ。器量もいい。家柄も問題あるまい？」

「えっと、それはどういう……」

　訊きき返そうとすると、肩をがしっと掴つかまれた。

「ただし──」

　ファーレンガルト公の声が低くなる。

「浮気はいかんぞ、浮気は。覚えておくがいい。もし君がわしのかわいい孫娘を泣かせたら、武門の筆頭であるファーレンガルト家の全兵力が君の敵となるだろう」

　ギリギリギリ……老人の指先が肩にくいこむ。

（……こ、このじいさん、なんて握力だ！）

　カミトは戦せん慄りつした。……エリスを泣かせたら、本当に殺されるかもしれない。

「では、わしはこれで失礼する。君たちの優勝を願っておるよ」

　ファーレンガルト公は穏やかに微笑ほほえむと、静かに去っていった。

「……」

「カ、カミト、その、祖父は君になにを言ったのだ？」

「あ、いや、孫娘をよろしくってさ。も、もちろん、チームメイトとしてな」

　カミトが頭をかきながら目を逸そらすと、

「そ、そうか……」

　エリスはほっと安あん堵どしたように、胸を撫でおろした。

「──他ほかのチームも来たようよ」

　クレアの言葉に、全員が入り口の石門のほうを向いた。

　入ってきたのは、レオノーラ・ランカスター率いる〈竜皇騎士団〉の騎士たちだ。

「レオノーラ──」

　カミトは声をかけようとするが──

　彼女と目が合った瞬間、考えをあらためた。




　──次に言葉を交わすのは、あなたと剣舞を舞うときです。




　別れ際、彼女の口にした言葉を思い出したのだ。

　交わす言葉など不要。あとは本気で剣を交えるだけだ。

　レオノーラはふっと不敵に微笑ほほえむと、すぐに目を逸そらして去っていく。

「……すごい神威カムイを感じるわ。彼女たちもレベルアップしているみたいね」

「ああ。いまのレオノーラは、たぶん、〈竜の血ドラゴンブラツド〉で暴走していたときよりも強いだろうな。迷いがなくなったような目をしてた」

「……む、カミトはレオノーラ殿のことを、よく観察しているのだな」

「さすがに、デートして手て懐なずけただけのことはあるわね」

「だから、あれはデートじゃないって！」

　むっと睨にらんでくるエリスとフィアナに、カミトはあわてて首を振った。

　つぎにあらわれたのは、〈嵐の如き乱舞テンペスト〉を第二位で通過した〈聖霊騎士団〉だ。

〈破烈の師団〉の制服を反転させたようなデザインの服を着ている。ロッソベル公国は神聖ルギア帝国から独立した国なので、デザインが似ているのも当然だ。

　先頭を歩くのは、聖騎士パラデイン──ルミナリス・セイント・レイシェード。

　輝くブロンドの髪を編みこんだ、十九歳の少女騎士。三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉でカミトと優勝を争った実力者だ。

（……強力な聖精霊の使い手だ。彼女には苦戦させられたな）

　カミトは当時のことを思い出した。

　聖属性の精霊は、闇やみ精せい霊れいに対して強い抵抗を持つ。ゆえに、闇の精霊魔装エレメンタルヴアツフエである〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉はことごとく弾はじかれたのだ。

　彼女は、レン・アッシュベルに三年越しの雪辱を誓っているらしいが、〈嵐の如き乱舞テンペスト〉では、堅実に格下の周辺チームを制圧していた。

（……決着は決勝戦で、ってことなんだろうな）

　もっとも、彼女は〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の総帥のほうを、本物のレン・アッシュベルだと思っているのだろうが──

「もう時間だわ。〈煉獄の使徒〉は姿をあらわさないつもりかしら？」

「まあ、使い魔を放はなっていれば、託たく宣せんを聞くことはできるしな」

　クレアの呟つぶやきにカミトが答える。

　と。急にホールの中がざわめき、それから、しんと静かになった。

　祭壇の奥の扉から、白い儀式装束に身を包んだ姫ひめ巫み女こたちがあらわれたのだ。

〈五大精霊王〉に直接仕える、五人の精霊姫。顔にヴェールをかけているため、観客がその素顔を見ることはできない。

「レイハは一番左ね」

　フィアナがカミトにだけ聞こえるように囁ささやいた。

〈大祭殿〉で出会ったときは、普通の女の子と変わらない印象を受けた〈火の精霊姫〉も、いまは厳かな雰囲気を纏まとっている。

　真ん中にいた精霊姫が、すっと祭殿の前に進み出た。

　その唇から紡がれる言葉に、誰だれもが固唾かたずを呑のんで注目する。

　そして──

「──これより、精霊王の託たく宣せんを伝える」

　精霊姫の凜りんとした声が、風の精霊の力でホール全体に響きわたった。

「──決勝戦の舞台は、古いにしえの廃都〈メギドア〉」





　　　　◇






　ミレーユたちと別れ、カミトたちは〈大祭殿〉のホールを出た。

　涼しい夜風が大観衆の喧けん騒そうを運んでくる。

「──廃都〈メギドア〉か」

　なだらかな丘陵を歩きながら、カミトは呟つぶやく。

「……意外だったわね。まさか聞いたこともない場所が出てくるなんて。少なくとも、これまで〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の舞台になったことはないはずよ」

　フィアナが肩をすくめながら言った。〈神しん儀ぎ院いん〉出身の彼女でも聞いたことがないということは、一般にはまず知られていない場所なのだろう。

〈精霊剣舞祭〉の舞台は、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の聖地が選ばれるのが通例だ。

　なのに、聖地でもなんでもない廃都が選定されるとは──

（……やはり、今回の〈精霊剣舞祭〉はなにかがおかしい）

　完かん璧ぺきなシステムに狂いが生じてしまったかのようだ。

（……だとすれば、原因はなんだ？）

　三年前の〈精霊剣舞祭〉は正常に開催されていた。

　それを壊したのは──

（……っ！）

　フラッシュバックする記憶。

　押しよせる黒い〈願い〉の中で、闇やみ精せい霊れいの少女に手を伸ばす少年。

「ぁ、く……！」

　突然、目眩めまいに襲われ、カミトは頭をかかえた。

「カミト、どうしたの？」

　クレアが心配そうに訊きいてくる。

「……ああ、大丈夫。ちょっと目眩がしただけだ」

　カミトは心配ないと手を振った。

　……あの日の記憶は、鍵かぎがかかっているように思い出せない。

「──フィールドについてもだが、剣舞の様式のことも考えないとな」

「そうね」

　エリスの呟つぶやきに、クレアがうなずいた。

　精霊王の託たく宣せんによって決められた様式は、〈焔の乱刃クロス・フアイア〉というルールだ。

　期間は三日間。基本は〈嵐の如き乱舞テンペスト〉と同じ、フィールド内でのサバイバルゲームだが、異なるのは、チームメンバーがそれぞれ離れた場所に転送されるということだ。

「つまり、できるだけ早く仲間を捜す必要があるということよ。チームの集結が早ければ早いほど、敵チームの精霊使いを各個撃破する機会が生まれるわ……」

　クレアはすでに、ルールに合わせた戦術を考えはじめているようだ。

　ドンッ！

　そのとき、夜空に輝く虹にじ色いろの華が咲いた。

　──花火だ。カミトたちは足を止め、乱れ咲く花火に魅入った。

　七色の光が空中でさまざまな姿に変化して舞い踊り、観客の目を愉たのしませる。

　光の正体は、解き放はなたれた精霊なのだ。

「綺き麗れいね……」

　ぽーっと花火を見つめながら呟くクレア。

「あれって精霊鉱石を打ち上げてるんだろ？　めちゃくちゃ高いんじゃないか」

「もうっ、発想が庶民的ね」

　クレアは呆あきれたように肩をすくめた。

「花火といえば──」

　と、エリスが思い出したように口を開く。

「学院に帰ったら、〈精霊大祭〉の準備もしなくてはな」

「精霊大祭？」

「毎年、アレイシア精霊学院で催される学園祭だ。風王騎士団シルフイードは猫の手も借りたいほど忙しくなるぞ、カミトも覚悟しておくがいい」

「学園祭なんてあるのか。楽しそうだな」

「ああ。だが、風紀を守る側としてはそうも言っていられない。去年はレイヴン教室の出し物で精霊たちが暴走して、大変なことになったからな」

「な、懐なつかしいですわね……」

「そ、そんなこともあったかしらね！」

　……誤ご魔ま化かすようにあさっての方向を向く、レイヴン教室の問題児コンビ。

「私は編入組だから、帰ったらフレイヤ先生の補講が待っているわね」

　フィアナが小さなため息をつく。

　……ほんの十日ほど前のことなのに、学院にいた頃ころがひどく懐かしい。

　二ヶ月前、〈チーム・スカーレット〉は、クレアと二人だけのチームだった。

　だが、五人のチームメイトを揃そろえ、ランキング戦を勝ち抜き、ここまでやってきた。

　──〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉も、残すところあと三日だ。

　大切なものを、この手に取り戻すことができるのか。

（あるいは、すべてを失うのか……）

　夜空にひときわ大きな花火が咲いた。

「優勝して、無事に学院に帰ってこられるだろうか」

　感傷的になったのか、エリスがそんな不安を口にする。

「ここまで来たんだもの。あとは全力で剣舞を舞うだけよ」

「ああ、そうだな」

「力を合わせれば、あの偽者のレン・アッシュベルだって、きっと倒せる──」

　そのとき、フィアナの顔が一瞬、曇ったような気がした。

「フィアナ、どうしたんだ？」

「……な、なんでもないわ」

　カミトが声をかけると、フィアナは目を逸そらしながら首を振る。

　そんな彼女の態度が少し気になったが──

（……そうだ。俺おれは、あのもう一人の〈最強の剣舞姫〉に勝たなきゃならない）

　──三年前の真実を知り、レスティアを救うために。

　左手の革手袋の下で、闇やみの精霊刻印が鈍く疼うずく。

　と。

「──その意気だ。クレア・ルージュ」

　声をかけられるまで、誰だれもその気配に気付くことができなかった。

　振り向くと、そこにいたのは、アッシュブロンドの髪の美女。

「……グレイワース？」

　精霊鉱石の明かりを手に近付いてくる、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉だった。

「学院長、どうされたんですか!?」

　クレアが驚きの声をあげる。

「──すまないが、これから坊やを借りていく」

「カミトを？」

「どういうつもりだ？　明日は決勝戦なんだぞ」

　カミトが噛かみつくように言うと、

「まだ夜は長い。睦むつみ合うには十分だろう？」

「なっ!?」

　グレイワースの発言に、お嬢様たち全員が色めきたつ。

「カ、カミト、まさかあんた学院長にまで……」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

「はあ、カミト君の守備範囲の広さにはたまに驚かされるわ」

「カミトさんは本当に見境がないんですのね！」

「お、おのれ、なんという破は廉れん恥ちな……」

「ま、まて、さすがにそれはないぞ！」

　あわてて叫ぶカミト。

　そんなお嬢様たちの反応を見たグレイワースが、愉快そうに笑う。

「冗談だ。坊やを奪うわけではないから安心するがいい」

「「「「し、心配なんてしてませんっ！」」」」

　お嬢様たちは頬ほおを赤らめ、声を揃そろえて叫んだ。

「冗談なら帰るぞ」

　カミトが踵きびすを返そうとすると、

「まあ、そう急せくな。坊やに渡しておきたいものがある」

「なに？」

「ここでは渡せない。おまえたちが勝利するために必要なものだ」

　グレイワースの表情は、いつになく真剣だった。

「……」

　カミトは、しばらく考えて──

「……わかった。手短に済ませてくれよ」

「手短になるかどうかは、坊やしだいさ」

　肩をすくめるグレイワース。

　カミトはチームメイトのほうを振り向き、

「悪いな。みんなは先に城館に帰っててくれ」

「……え、ええ、わかったわ」

　クレアがちょっと寂しそうにうなずく。

「ああ、そうだ。そこの剣精霊も連れてこい」

「エストを？」

「夜道は物騒だからな。護衛が必要だ」

「あんたに護衛が必要？　どんな冗談だよ……エスト、いいか？」

「はい。私はカミトの剣。あなたの望むままに」

　エストはこくっとうなずくと、精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈テルミヌス・エスト〉に姿を変えた。





　　　　◇






　グレイワースは丘陵を下りて、深い森の中を歩きだした。

　木々のあいだで夜の精霊たちが、ぼうっと神秘的な光を放はなちながら漂っている。

「なあ、いったいどこまで歩くんだ？」

「もうすぐだ。睦むつみ合うには人目につかない場所でないとな」

「なっ……！」

「いちいち顔を赤くするな。坊やは本当に可愛かわいいな」

「くっ……」

　くすくすと愉快そうに微笑ほほえむ〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉。

　遠く、まだ花火の音が鳴り響いている。

「……ひさしぶりだな。こうして坊やと森の中を散歩するのは」

「森にキノコ狩りに行くと騙だまされて、魔神級精霊を狩りに行かされたよな」

　前を歩くグレイワースを、カミトは半眼で睨にらむ。

「ああ、そんなこともあったな」

「あのときは、本当に死ぬかと思ったぞ」

「だが、あの実戦が一番の修行になっただろう？」

　グレイワースは肩をすくめた。

「坊やが〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉を会得したのは、あのときだ」

「会得しなけりゃ、死んでたからな」

「やれやれ、どうしてこんなひねくれ者になってしまったんだ。三年前のおまえは、もう少し素直で可愛かったぞ──と、ここだ」

　グレイワースがようやく足を止めた。

　森を切り拓いて作られた広い空間。おそらく、〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こが修行をするための場所だろう。

「で、俺おれに渡したいものってのは、なんだ？」

　グレイワースの灰色の双そう眸ぼうが、カミトを射い貫ぬくように見据えた。

「──カミト、おまえに最後の絶剣技を託す」

「……な……に……？」

　予想外の答えに、カミトは目を見開いた。

　大陸最強の精霊使いと呼ばれた、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の絶剣技。

　それは、〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉と共に、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉を作り上げたものだ。

「……どういうことだ？　三年前の俺おれは、奥義を会得したはずだ」

　烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ──対精霊用の破壊剣技。

　闇やみの怪物、ネペンテス・ロアを倒した技だ。

　あれ以上の剣技は存在しないはず──

「たしかに、あの技は最高位の剣技だ。極めれば魔神級の精霊すら屠ほふれるだろう」

　グレイワースは首を横に振った。

「だが、おまえには教えていない、最後の奥義が存在するのさ」

「最後の奥義……」

　カミトは息を呑のんだ。魔女の口調にからかっている様子はない。

「どうして──」

「三年前のおまえに教えなかったのには理由がある。その絶剣技は未熟な者が使えば、使い手の肉体を破壊してしまうからだ」

「……」

　たしかに、肉体の限界を超えて放はなたれる絶剣技は、使い手を破壊しかねない。

　現に、いまのカミトでさえ、満足に使いこなすことができていないのだ。

「けど、そんな技──」

「そうだ。本来ならば、そんな技を実戦で使うべきではない」

　グレイワースはあっさりと首肯した。

「だが、いまのおまえでは、〈最強の剣舞姫〉に勝てない。それは事実だ」

　……言い返すことはできなかった。

　それは、カミト自身が最もよく理解していることだ。

「……その奥義を極めれば、あいつを倒すことができるのか？」

「──あるいは、な。いまのおまえはあの頃ころよりも弱いが、成長したぶん体格的には勝っている。いまのおまえの肉体なら、奥義の負荷に耐えられるかもしれん」

　グレイワースは口もとをゆがめると、すっと地面に手をかざした。

　血のように赤い光こう芒ぼうが生まれ、禍まが々まがしい魔術方陣が描かれる。

「──冥府の門より出いでよ、偉大なる伯はく爵しやく、魔精霊〈ヴォイド〉よ！」

「……っ！」

　赤く輝く魔術方陣の中央から、不定形の闇の塊かたまりがあらわれる。

　その凄すさまじいまでの威圧感に、カミトの肌が粟あわ立だった。

　かつて魔王スライマンが使役したとされる、七十二の精霊の一柱だ。

　グレイワースが手を伸ばすと、闇やみの塊かたまりは一振りの剣に姿を変え、魔女の手に収まった。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈ストーム・ブリンガー〉。

　外見はレスティアの〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉によく似た、漆黒の剣だ。

「……」

　カミトは無言で〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を抜いた。

　まばゆい白銀の光輝が、暗い森を照らしだす。

「三年ぶりに稽古をつけてやる。覚悟はいいな、坊や？」

「三年前のあんたは、剣を抜いた相手に、いちいちそんなことを訊きかなかったぜ」

　いちいち思い悩むまでもない。

　いまのカミトには、もう一人のレン・アッシュベルを倒すための力が必要だ。

　最後の絶剣技。それが、彼女を倒す切り札となるのなら──

　刹せつ那な、グレイワースの姿がかき消えた。

　閃せん光こうが弾はじけ、夜の森に激しい金属音が響く。

「……っ！」

「ほう、初撃は受けきったか。昔の勘は取り戻しつつあるようだな」

　こすれ合い、火花を散らす精霊魔装の刃。

（相変わらず、化け物じみた強さだな……！）

　本能的な戦せん慄りつが走る。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場する前のカミトなら、見切ることはできなかっただろう。

　──そう、これが、かつて大陸最強と呼ばれた精霊使いの剣。

　ストーム・ブリンガーからほとばしる神威カムイは、テルミヌス・エストを圧倒している。

「……エストが、競り負けるだと!?」

「その精霊の格が、私の魔精霊に劣っているというわけではないさ。おまえは神威の放出にむらがある。昔からの弱点だ」

　グレイワースは冷たく言い放はなつと、さらに剣圧を強めた。

「くっ──こ、のっ……！」

　カミトは〈テルミヌス・エスト〉に渾こん身しんの神威を籠こめる。

　白銀の刃が圧倒的な輝きを放ち、一瞬、ストーム・ブリンガーを押し返した。

「そう、お前は瞬発的な力では私を上回っている。だが──」

　グレイワースの姿が視界から消えていた。

　そして、殺気が生まれるよりも速く──

「絶剣技、初ノ型──〈紫電〉！」

　雷閃のような突攻撃が、カミトの腹部を抉えぐる。

「かはっ！」

　強烈な衝撃が走り、カミトの身体は地面に叩たたきつけられた。〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉による肉体へのダメージは精神ダメージに転換され、激しい脳のう震しん盪とうを起こす。

「──立て。手加減はしたはずだ」

「……」

　カミトはうめきながら、よろよろと立ち上がった。

　手加減したというのは本当だろう。

　絶剣技を喰くらい、なお立つことができているのだから。

「……ひさびさに喰らったぜ、あんたの剣技」

　切れた唇の血をぬぐいながら、カミトはふっと微笑した。

「目は覚めたかい、坊や？」

「ああ。おかげさまでな」

　ふたたび、輝く〈テルミヌス・エスト〉を両手に構える。

　眼がん前ぜんのグレイワースを真まっ直すぐに見据えた。

　自分の中で何かが覚かく醒せいするのを感じる。

　肉体に刻まれた記憶が、まざまざとよみがえってくる。

「お嬢様たちが、待ってるんだ──」

　カミトは不敵に笑った。

「最強の絶剣技とやら、さっさと渡してもらうぜ」

「──そう、その眼めだ。その眼だけは、三年前と変わらない」

　グレイワースの灰色の瞳ひとみがカミトを見据える。

　魔剣の切っ先が、ゆっくりとカミトの眉み間けんに向けられた。

　全身の肌が粟あわ立だつような圧迫感。

「いいか、奥義は一度しか見せない。一度でその本質をつかめ」

「たった一度？」

「一度で掴つかめぬのなら、どのみち何度やっても無駄ということだ。最強の精霊使いにのみ受け継がれる、絶剣の奥義を授ける資格はない」

　グレイワースが底冷えのする声で告げてくる。

　カミトの全身から冷たい汗が噴き出す。

　一瞬の沈黙。そして──

「……わかった。それで十分だ」

　カミトは短く頷うなずいた。

　生半可な剣ではグレイワースに通用しない。

　精霊魔装に想おもいを乗せるために、目を閉じて、感覚をさらに研ぎ澄ませる。

　思い浮かぶのは──

　クレア、フィアナ、エリス、リンスレット──チームの仲間の顔だ。

　そして、この手に握った〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉、テルミヌス・エスト。

（……俺おれは、負けるわけにはいかない！）

　手にするこの剣は、彼女たち全員の〈願い〉を乗せた剣だ。

「──いくぞ、グレイワース」

「ああ、手加減は無用だ。いまのお前の最強の技で向かってこい」

「いままで、俺があんたに手加減なんてしたことがあったか？」

〈魔王殺しの聖剣〉に渾こん身しんの神威カムイを籠こめる。

　白銀の刃がまばゆく輝き、夜の闇やみを塗り潰つぶす。

　風を裂くように、カミトは突進した。

（──いまの俺の使える最強の剣技）

　地を蹴けってさらに加速。手にした聖剣を逆手に構える。

　そして──

「絶剣技、破ノ型──烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・十八連！」

　閃せん光こうを放はなつ、無数の乱刃が閃ひらめいた。

　斬ざん撃げきの一いつ閃せん一いつ閃せんが、必殺の威力を誇る破壊剣舞。
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　──本来は、強大な魔神級精霊を倒すために生み出された技だ。

　咲き乱れる華のような連撃の嵐。

　だが、大陸最強の魔女は──そのすべての斬ざん撃げきを、剣で受けていた。

　全盛期であればともかく、今のグレイワースの肉体的な能力はカミトにおよばないはずだ。では、なぜカミトの剣を受けきることができるのか──

　その答えはすぐに知れた。

（……っ!?）

　グレイワースのアッシュブロンドの髪が、淡い燐りん光こうを放はなっている。

　放出される神威カムイの燐光だ。それも、肉眼で視認できるほどに強大な。

（剣を打ち合わせるたびに、俺おれの神威を吸収している!?）

　これは、魔精霊〈ヴォイド〉の精霊魔装エレメンタルヴアツフエの能力なのだろうか──

（いや、違う──そんなものじゃない！）

　グレイワースは、自身の神威をカミトの神威と同調させているのだ。

　剣舞を舞う相手の動き、呼吸を完全に合わせることによって、本来ならば反発するはずの相手の神威を己のものとする──それは、もはや戦闘剣舞ではなく、〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女こが得意とする儀式剣舞の領域だ。

（これが、絶剣の奥義──）

　弾はじける無数の火花──必殺の威力を秘めた怒ど濤とうの十八連撃。

　最後の剣撃が炸さく裂れつする、その瞬間。

　カミトは理解した。絶剣の奥義の本質を。

（……来る！）

　カミトが十八連の斬撃すべてに籠こめた、渾こん身しんの神威。

　──その膨大な力が、いま、グレイワースの剣に籠められている。

　回避は不可能。本能でそれを理解する。

　グレイワースの唇がかすかに動く──

　そして──

「絶剣技、終ノ型──〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉！」

　閃せん光こうのような剣尖が、カミトの胸を貫いた。






エピローグ






　絶剣技、終ノ型──〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉。

「攻撃の威力を相殺し、カウンターとして叩たたきこむ、か。絶剣の奥義にしては、ずいぶんシンプルな技だな」

　目を覚ましたカミトは、大の字に倒れこんだまま呟つぶやいた。

　そばには治癒の精霊鉱石がいくつも転がっている。意識を失っていたのを、グレイワースが回復してくれたらしい。

　頬ほおを撫なでるアッシュブロンドの髪。

　目の前に、カミトを見下ろすグレイワースの顔があった。

　その額ひたいにはびっしりと汗が浮かんでいる。

「絶剣の奥義、見切ったか？」

「ああ。掴つかめたとは──思う」

　奥義をその身に受けたときの感覚は肉体に刻まれている。

（……だが、いまの俺おれに使えるか？）

　当然ながら、見切っただけでは、奥義を会得したことにはならない。カウンターは格上の相手を倒すための切り札になりうるが、しくじればすべてを失う諸刃の剣だ。

　たしかに、軽々と使える技ではないだろう。

「そうか──」

　グレイワースは満足そうに微笑ほほえむと──

　ふいに、その身体がぐらりと揺れた。

　そして、仰向けに寝たカミトの胸に額をあずけてくる。

「……お、おい、なんのつもりだ!?」

　……様子がおかしい。

　カミトはあわてて肩を揺するが、

「カミト、あとはおまえに託したよ──」

　グレイワースは苦しそうに心臓を押さえ、熱に浮かされたように喘あえぐ。

　その灰色の瞳ひとみから、徐々に光が喪うしなわれてゆく──

「〈レン・アッシュベル〉を倒せ……」

「──グレイワース！」

　夜の静寂に、カミトの叫びが響いた。





　　　　◇






〈浮遊島ラグナ・イース〉の地下に広がる空洞の中で──

　紅ぐ蓮れんの仮面の少女が、紅玉ルビーの瞳ひとみをわずかに見開いた。

　どこかで、巨大な神威カムイが消滅したのを感じとったのだ。

「黄昏たそがれは過ぎ、闇やみ夜よがおとずれる──か」

「レン・アッシュベル様、どうかなさいましたか？」

　側に控えていた少女、リリィ・フレイムが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「いま、この瞬間、ひとつの時代が終わった。それだけだ」

「……？」

　仮面の少女──レン・アッシュベルは立ち上がると、外へ向かって歩きだした。

「いくぞ。戦の準備だ──」

「は、はいっ！」

　リリィはあわてて主あるじのあとをついていく。

（狂える闇やみ精せい霊れい、教国の〈蛇〉──誰だれにも邪魔はさせない）




　──この世界の王を斃たおすために。


──ＥＮＤ








あとがき









　──竜に仕える姫ひめ巫み女こは、下着を身につけませんから。




　本書をお手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございます！

『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』第八弾『決戦前夜』をお届けいたします。

〈嵐の如き乱舞テンペスト〉を見事勝ち抜き、浮遊島へ戻ってきた〈チーム・スカーレット〉。決勝戦を間近にひかえ、カミトに束つかの間まの休息がおとずれる──かと思いきや、〈竜皇騎士団〉最強のエース、レオノーラ・ランカスターがデートを申し込んできて!?

　前回、前々回と派手なバトル回が続いたので、今回はヒロインたちの過去話や他国チームのヒロインとのデートなど、ラブコメ分増量でお送りいたします。もちろん、次巻から始まる決戦に向けての伏線もいろいろ仕込んであるので、バトル好きの皆様もどうか楽しみにしていてください！

　謝辞＆告知です。現在、雑誌コミックアライブにて、氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生のコミック版『精霊使いの剣舞』が連載されております。氷樹先生の描かれる迫力のバトルシーン、めちゃくちゃ可愛かわいくて格好いいヒロインたちの姿を、どうかご堪能ください。

　桜さくらはんぺん先生、今回も素晴らしい挿絵をどうもありがとうございます。表紙のレオノーラさんの腋がとてもいいですね。他ほかにも、今回が初イラストとなるミラ・バセット、過去カミト、ロリンスレットさん（←ちょっと言ってみたかった）などなど、とても可愛かわいく描いていただきました。

　担当編集の庄しよう司じ様、いつも本当にお世話になっています。主人公のモデルが庄司さんらしいと噂うわさの『ラノベ王子☆聖せい也や』はコミックジーンにて好評連載中です（宣伝）。

　最後に、読者の皆様。皆様のご好評をいただき『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』は八巻まで来ることができました。桜はんぺん先生、氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生、庄司さん共々、これからも全力で突っ走っていきますので、どうぞよろしくお願いいたします！

　携帯アンケート（http://mfe.jp/gmy/）の感想などもすべて大切に読ませていただいておりますので、送ってくださるとすごく嬉うれしいです。人気投票は相変わらずエストとレスティアが強く、七巻で表紙を飾ったカミトも人気を上げています。チームのお嬢様たちは、エリスがちょっと高めで、あとはほぼ均等に票が割れている印象ですねー。

　──というわけで、第九弾はいよいよバトルバトルの決勝戦。

〈クロス・ファイア〉──燃え盛る焔ほのおの中に、カミトたちは何を見るのか。


二〇一二年　七月　志し瑞みず祐ゆう
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